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　春。はじまりの季節。

　あの頃ころは、一年を長いと思っていた。

　冬。終わりの季節。

　今は、この一年を短かったと思っている。

　年が明けたら、その先はきっとあっという間だ。

　プレゼン、オーディション、受験……そして、先せん輩ぱいたちの卒業。

　たどり着きたい場所があるから、この場所を離はなれて前に進んでいく。

　なりたい自分になるために、みんなが少しずつ変わっていく。

　それをさびしく思うのは、弱さなんだろうか。

　そうじゃないって、穏おだやかに言えるくらい強くなりたいと思った。
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　　　　１




　──小こ倉くらを出ますと、次は終点、博はか多たに到着します

　車内アナウンスが流れている間に、新しん幹かん線せんは新関門トンネルを通つう過かして、九州に上陸していた。時じ刻こくは午後六時半を回っている。さくら荘そうを出発したのはお昼ひる過すぎだったのに、もう窓の外は真っ暗だ。

　そんな長旅の終着駅まであと少し。さすがに疲つかれていたので、ゴールが見えてきたことは素す直なおにうれしい。うれしいはずなのに、神かん田だ空そら太たの表ひよう情じようは冴さえなかった。

　──この状じよう況きよう、家族になんて言おうか

　視し線せんを真横に向けて、ちらっと隣となりの座ざ席せきを窺うかがってみる。憂ゆう鬱うつの原因はそこにある……いや、いるのだ。

「なに？」

　空太の視線に気づいたらしく、隣の少女が横目で見てきた。名前は椎しい名なましろ。透すき通った瞳ひとみと、現げん実じつ感かんに乏とぼしい儚はかなげな雰ふん囲い気きが印象的で、一度見たら忘わすれられない不思議な魅み力りよくを秘ひめている。だけど、そのか弱い外見に騙だまされてはいけない。

　幼よう少しよう期きから絵を描かくことだけを優ゆう先せんして生きてきたましろには、一いつ般ぱん常じよう識しきという概がい念ねんが存在しておらず、生せい活かつ能のう力りよくは皆かい無む。誰だれかが面めん倒どうを見てあげないと、人類としての真っ当な生活は送れないのだ。

　だから、毎日のように『ましろ当番』である空太が、洋服を洗せん濯たくしてあげて、パンツを選んであげて、お弁べん当とうを作ってあげて、嫌きらいなものは食べてあげて、部屋の掃そう除じだってしてあげている。そんな生活がはじまって早九ヵ月。今ではすっかり慣なれてしまっていた。

　とは言え、ものには限げん度どというものがあって、年の瀬せのこの時期に、空太は新たな難なん題だいに直面していた。

　新幹線のぞみの終点は博多。九州は福岡県の博多だ。そして、その福岡には空太の実家がある。そう、空太は今まさに、実家への帰省中だった。

　──ほんと、どうすんだ、これ……

　そんな空太の気持ちなど知る由よしもなく、ましろは一定のリズムでたけのこの形をしたお菓子を口に運んでいる。

　──どう考えてもどうにもならない

　絶ぜつ望ぼうと諦あきらめが同時に押おし寄よせてきて、がっくりとうな垂だれる。

　すると、顔の前にましろが白くて綺き麗れいな手を突き出してきた。

「これ、あげるわ」

　ましろの手にはきのこの形をしたお菓か子しがひとつ載のせられている。

「俺おれ、たけのこ派はなんだけど」

　空そら太たが言い終えると同時に、ましろは最後のたけのこを自分の口に放り込む。もぐもぐと小動物のように口元を動かし、ごっくんと飲み込んだ。

「きのこもおいしいわ」

「だったら、なんできのこばっかり残ってるんだろうね！」

「空太が食べないから」

「椎しい名なが、たけのこ、たけのこ、たけのこ、たけのこ、きのこ、たけのこ、たけのこ、たけのこ、たけのこって食い続けたせいだろ！」

「空太ってわたしのことばかり見てるのね」

　淡たん々たんとした口調から放たれた即そく死し級きゆうのカウンターに、空太は思わず喉のどを詰つまらせて咳せき込こんだ。お茶を一口含ふくんで心の体たい勢せいを整える。

「そ、それは、椎名は見てないと何をやらかすかわからないからだよ！」

「わたしはたけのこ派よ」

　空太の言い訳わけなど聞いちゃいない。

「これできのこ派だったら、もっと憤ふん慨がいしてるところだな！」

　今さら、これしきのことで驚おどろきはしない。この九ヵ月でもう慣なれた。それに、今回に関してのみ言えば、空太はましろの非常識なずれっぷりに懐なつかしさのようなものを感じていた。

　昨日……クリスマスイブの夜に仲直りをするまでの約一ヵ月間、面と向かって会話ができないほどに、険けん悪あくなムードになっていたから。ましろが料理でケガをしたのをきっかけにして……。

　こうやってまた普ふ通つうに話ができると安心するし、本当によかったと思う。

「いや、これを普通とか思っている時点で、俺はやばいのか……」

　窓まどの外に遠い目を向ける。

「神かん田だ君、新しん幹かん線せんの中で独ひとり言はやめようね。周囲の人が変な目で見てくるから」

　子供をたしなめるように注意を促うながしてきたのは、真向いの席に座すわった青あお山やま七なな海みだ。ふたり掛がけの席をくるりと回転させて四人で使っている。

　七海の隣となりは、席を外していて今は空席だ。

「青山」

「なに？」

「俺がおかしいと思ったときは、遠えん慮りよせずに教えてくれな」

「だったら、遠慮なく言わせてもらうけど、その発言がもう十分おかしいよ」

「……ありがとう、気づかせてくれて」

　そんな気はしていたけど、やっぱりそうだったらしい。でも、それも仕方がない。空太が住んでいる学がく生せい寮りよう……さくら荘そうは学校の問題児を集めた特別な寮で、一年半も変人たちに囲まれて生活をしていたら、頭のひとつもおかしくなって当然の場所なのだ。

「環かん境きようが人を変えるって本当なんだな」

「遠えん慮りよなくって言ったのは神かん田だ君でしょ。ほら、私がもらったたけのこ分けてあげるから元気出して」

　七なな海みが他のお菓か子しが入っていたプラスチックのトレイを差し出してきた。その中には、五本のたけのこが生えている。

「俺おれにやさしいのは、この世界で青あお山やまだけだよ」

「そ、そんなことはないと思うけど」

　七海からお菓子を受け取っていると、ふと些さ細さいな疑ぎ問もんが思い浮うかんだ。

「椎しい名なさん？　なんで俺にはくれないのに、青山にはあげてるの？」

「七海は友達だもの」

　ましろは即そく答とうしてきた。

「じゃあ、俺は？」

「空そら太たは……」

　今度は首を傾かしげて考え込む。以前なら場の空気も読まずに、思考時間なしで『飼かい主』とか答えていたくせに、これはどうしたことだろう。もっととんでもないことを言い出す危き険けん性せいもあるので、警けい戒かいはしておくべきだ。

「最近の空太は……」

「俺は？」

「よくわからないわ」

　せっかく身み構がまえたのに拍ひよう子し抜ぬけだった。

「しっかりしてくれないと」

「俺のせいなの!?」

「しっかりしてくれないと」

「椎名と比くらべたら、俺、だいぶしっかりしてるぞ！」

「神田君、新しん幹かん線せんの中では静かにね」

「ごめんなさい」

　七海に注意され、声のトーンを落とした。

「ほら、しっかりしてくれないと」

　どこか勝ち誇ほこった風のましろに、空太は心の中で「お前にだけは言われたくない！」と文もん句くをぶつけるのだった。

　とりあえず、七海にもらったたけのこのお菓子を食べて落ち着こう。そう思っていると、お手洗いに行っていた一学年上の先せん輩ぱいである上かみ井い草ぐさ美み咲さきが戻もどってきた。足を揃そろえて七海の隣となりにちょこんと座すわる。それから、窓まど辺べに肘ひじをついて、

「はあぁ……」

　と、憂うれいを帯びた深いため息を零こぼした。その横顔に、いつもお祭り騒さわぎをしている美み咲さきの面おも影かげはなく、遠くの景色をぼ〜っと眺ながめる目元からは、切なさと哀あい愁しゆうが漂ただよっている。

「先せん輩ぱい、たけのこ食べます？」

　元気のない美咲にお菓か子しを勧すすめてみる。すぐには反はん応のうがない。ゆっくり五秒を数えた頃ころになって、美咲は大きな瞳ひとみを震ふるわせながら、空太の手元に視し線せんを向けてきた。

「……うん」

　消え入りそうなか細い声。美咲の手が遠えん慮りよがちに伸のびてきて、たけのこをひとつ摘つまむと、小さく開いた口に持っていく。

　普ふ段だんの美咲なら、トレイごと奪うばってひっくり返して食べていただろう。そして、木の実を口に溜ため込んだリスのように、頬ほおをぱんぱんに膨ふくらませて、

「あまねくたけのこはあたしに食べられるために生まれてきたんだよ！」

　とか言いながら幸せそうに笑うのだ。その様子が鮮せん明めいにイメージできるのに、今、目に映うつる美咲の表情は沈しずんだままで、浮ふ上じようしてくる気配が一切ない。

　──一番の問題は美咲先輩かもしれないな

　問題は山積みだ。空太には、個こ人じん的てきにこの冬休みの期間にやらなければならないことだってある。昨日、ゲーム企き画かくオーディション『ゲーム作ろうぜ』の書しよ類るい審しん査さを通つう過かしたという通知が届とどいた。来年早々には、プレゼンテーション審査が控えていて、その準じゆん備びをしなければならないのだ。

　ほんとにもう頂ちよう上じようが見えないほどに問題は高く積み上がっている。

　そんな状じよう況きようで、なんでさくら荘そうを離はなれ、新しん幹かん線せんの車内で空太が頭を悩なやませているのか。しかも、ましろ、七なな海み、美咲の女子三人を連れて……。もちろん、それには理由がある。遡さかのぼること十時間ほど前……今け朝さの出来事が原げん因いんだった。




　十二月二十五日。クリスマス当日の朝は、なんとも気まずい幕まく開あけだった。

　空太が目を覚ましてダイニングに行くと、円えん卓たくのいつもの席に美咲の姿すがたがあった。パジャマのままで、ぼんやりと虚こ空くうを見み据すえていた。泣き腫はらした目元は昨さく晩ばんと同じで、殆ほとんど眠ねむれなかったであろうことが、疲つかれ果てた横顔から窺うかがい知れた。

　──今日、あたしは……仁じんに傷きず付つけてほしかったんだよぉ！

　昨晩、バスタオル一いち枚まいで玄げん関かんに座すわり込こんでいた美咲が口にした言葉だ。耳の奥おくに張はり付いて剥はがれない。

　そんなことを言った美咲の気持ちが、空太には想そう像ぞうもできなかったから。

　どうしたら、大好きな人に傷付けてほしいなんて思うんだろう。

　空太ならやさしくしたいし、やさしくされたい。傷付けるなんてまったく逆ぎやくだ。

　けど、その意味を今の美み咲さきに聞けるわけもない。慰なぐさめの言葉も見つけられないまま、空そら太たは美咲とふたりきりの状じよう況きように耐たえ切れず、ましろを起こしに向かった。それから、自分で起きてきた七なな海みを交え、なるべくいつも通りの態たい度どを心がけながら朝食を取った。

　そこに、さくら荘そうの監かん督とく教きよう師しである千せん石ごく千ち尋ひろも顔を出した。気づかなかったけど、夜のうちに帰ってきていたらしい。

　空太の隣りん室しつである１０２号室の住人、赤あか坂さか龍りゆう之の介すけはいない。冬休みの期間はビジネスホテルに泊とまって、プログラムの作業に専せん念ねんすると聞いている。

　もうひとりの住人である１０３号室の三み鷹たか仁じんは、昨さく晩ばんから帰ってきていない。

　朝食を食べはじめても、重たい空気は払ふつ拭しよくできず、くだらない冗じよう談だんを言って笑っても、それがどこか虚むなしいし、会話も長続きはしなかった。

　原因は美咲にある。聞き取れないくらいのか細い声で、「おはよう……」と一言を発しただけで、その後は、ちぎったパンをもさもさと食べているだけだった。いつもは一口でぺろりと食べてしまうのに……。

「……」

　沈ちん黙もくが重い。何か気の利きいた一言でも言えたらいい。でも、なんて言葉をかけるのが正せい解かいなのか、答えは導みちびき出せない。七海も同じ気持ちだったんだろう。少し悔くやしそうに口元をきゅっと引き締しめて険けわしい表ひよう情じようをしていた。

　昨日……クリスマスイブの夜に、美咲と仁の間に何があったのか、詳くわしいことはわからない。でも、さくら荘そうでふたりきりになった美咲と仁に、致ち命めい的てきと言ってもいい出来事が起きてしまったのは、美咲の状態から容よう易いに想そう像ぞうすることができた。何度も仁に気持ちを伝え、何度玉ぎよく砕さいしようとも、ひた向きな姿し勢せいを忘わすれなかった美咲が、こうまで落ち込こんでいるのだから。

　息苦しい沈黙から脱だつ出しゆつするために、空太は今日からスタートした冬休みの話題を持ち出した。

「そういや、椎しい名なは休みの間、どうするんだ？」

「原げん稿こうを描かく」

　即そく答とうしてきたましろは平然としている。

「念のために聞くが、どこで？」

「さくら荘で」

「そう来たか……」

「そう来たわ」

「俺おれ、言ったよね？　冬休みの間は、千尋先生がオーストラリアにバカンスに行くせいで、さくら荘には残れないって」

　名前を出された当人は、コーヒーを飲んで一息ついている。会話に入ってこようとはしない。できれば、美咲をどうにかしてほしいのに。

「だから、実家に帰るとかするようにと」

「聞いたわ」

　またしても驚おどろきの答えが返ってきた。

「なら、イギリスに帰る手配をしておけよ！」

「それは空そら太たの仕事よ」

「すげえことを、すげえ当たり前の顔で言わないでくれる!?」

「神かん田だこそ、まだそんな寝ね言ごとを言っているわけ？」

　あくびをしながら、千ち尋ひろが口を挟はさんできた。

「どこが寝言なんですか？」

「だいたい、ましろに航こう空くう券けんの手配なんてできるわけないでしょ」

「そうね」

　きっぱりとましろが断だん言げんする。

「なに、開き直ってんだ、お前は！」

　力いっぱいツッコミを入れても仕方がない。そんなことはわかっている。全部、千尋の言う通りだ。ましろにそんなことができるはずがない。

　けど、クリスマスの前は、ちょっとましろとケンカをしていて気まずい感じになっていたから、冬休みのことを話し合う余よ裕ゆうなどなかった。

「今からイギリスに帰らせるのは無理でしょうから、ましろのことは、あんたが責せき任にんを持って実家に連れて帰るのね」

「まじで？」

「名案ね」

「お前はちょっと遠えん慮りよしろ！　てか、ほんとに名案とか思ってないだろうな!?」

　そんなやり取りの最中、ましろのひとつ奥おくの席では、何やら七なな海みが顔をひきつらせていた。

「青あお山やま。顔色悪いぞ」

「そ、そんなことないよ」

　とてもそうは見えない。

「なんか、ものすごくしまった顔をしているように見えるんだけど……まさか、青山もなのか……？」

「だ、大丈夫！　ちょっとイブのことで頭がいっぱいだったから、忘わすれてただけで……」

「忘れてる時点で大問題だ！」

「し、心配しないで、繭まゆかやよいに頼たのんでみる」

　名前の挙がった高たか崎さき繭と本ほん庄じようやよいとは、七海が仲良くしているクラスメイトのことだ。

　早速、七海がトーストをくわえたまま、ケータイでメールを打ち出す。

「青山は普ふ通つうに実家帰ればいいだろ。大阪までの旅費は、最悪先生に借りるとして」

「実家には帰らない……帰れないって前に話したことなかったっけ？」

「あ……」

　そうだった。七なな海みは父親の反対を押おし切って、声せい優ゆうになるためにこっちに出てきているのだ。だから、目標を達成するまでは帰らないと決めているのだと言っていた。

　ならば、クラスメイトの友達を当てにするしかない。

　その前に、まずはましろだ。

「そうだ。先生、追試は？　どうせ、椎しい名なのことだから一学期の期末と一いつ緒しよで、全九科目で０点取ったんでしょ？　合格しないと冬休みはなしですよね？　いやあ、残念だなあ、冬休みはおあずけかあ」

「あんた、なにバカなこと言ってんの？　そんなの私が試験の返却期間中に受けさせて、クリアしておいたに決まってるじゃない」

「なんてお節せつ介かいなことを！」

「バカンスの邪じや魔まをされたらたまんないもの」

「自分の損そん得とくが絡からむと手て際ぎわがいいな！」

　追試があるから、さくら荘そうを離はなれられないという起死回生の案も、千ち尋ひろによってあっさりと粉ふん砕さいされてしまった。こうなると、他に手立てはなかなか思いつかない。

「あのさ、椎名」

「なに？」

「まじで、うちに来る気か？」

　高校生の女子が、高校生の男子の実家に泊とまりに行くというのは、どうなんだろうか。空そら太たの家族的には、事じ情じようを話せばオッケーしてくれると思うのだが、それ以前に、色々なことを気にしなくてもいいのかと……。

「そろそろ、ご両親に挨あい拶さつしないと」

「ど、どういう意味だ？」

「日ひ頃ごろお世話になっているもの」

「確たしかにありえないくらいお世話してるな！」

「空太も納なつ得とくね」

「論ろん点てんは全然噛かみ合ってないんだけどぉ!?」

　空太が詰つめ寄よっても、ましろはもう話は終わったとばかりに猫ねこの絵が描えがかれたマグカップでココアを飲んでいる。

「てか、先生、ここは注意をすべきところでしょ！」

「ちゃんと避ひ妊にんはしなさいよ」

「注ちゆう意い事じ項こうが進みすぎだ！」

　必死な空太をよそに、千尋は面めん倒どうくさそうにあくびをしている。

　その間に、七海にはメールの返信があったようだ。神しん妙みような面おも持もちで、ケータイのディスプレイを凝ぎよう視ししている。

「青あお山やま？」

　声をかけると、七なな海みは視し線せんを宙ちゆうに泳がせた。

「えっと……」

「大だい丈じよう夫ぶだよな？」

「大丈夫くないかも……」

「どういうことでしょうか？」

「繭まゆは家族旅行で、やよいはソフトボール部の冬合宿が今日からで、ふたりともいないんだって……」

「どうすんの!?」

「なら、青山も神かん田だに面めん倒どう見てもらえばいいわ」

　さらりと千尋がとんでもないことを言い出した。

「それこそ、先生なに言ってんの!?　頭は大丈夫!?　ダメでしょ、完全に！」

「ひとりもふたりも同じでしょ」

「それはそうかもしれませんけど、そもそもひとり目が存そん在ざいすることが大問題なんですよ！」

　目が合うと、七海はちょっとだけ期待しているような眼まな差ざしをしていた。それでも、すぐに思い直したのか、首をぶんぶんと左右に振ふってから、

「だ、男子の実家に行くなんてできません！」

　と力いっぱい千尋に抗こう議ぎした。

「じゃあ、どうすんの、あんた？　他に解かい決けつ策さくはあるわけ？」

「そ、それは……」

　七海が言葉に詰つまる。

「神田も食べ頃ごろの女子を、寒空の下に放り出すとは、なかなか酷ひどい男よね」

「色々と問題発言が山積みだな、おい！　もうどこから突つっ込こもうか！」

　もはや敬けい語ごで対たい応おうしている余よ裕ゆうはない。

　そこに、追い討ちをかけるように、

「今日の昼には私も出発だから、午前中には出て行ってもらうわよ」

　と千尋が短いタイムリミットを宣せん告こくしてきた。すでに九時を回っている。これから、泊とめてくれる友人をあたろうにも時間がない。答えに窮きゆうした七海は視線を美み咲さきへと向けている。

「か、上かみ井い草ぐさ先せん輩ぱいは、どうするんですか？」

　最後の救いを、椅い子すの上で体たい育いく座ずわりをしていた美咲に求めたようだ。

「上井草は、実家に帰るんでしょ？」

「……帰りたくない」

「先輩？」

「帰ると、仁じんのこと、思い出すもん」

　美み咲さきと仁は、同じ街で生まれ育った幼おさななじみだ。地元に帰れば、懐なつかしい記き憶おくが呼よび起こされ、余よ計けいに辛つらい思いをすることになる。

　六人も恋こい人びとがいる仁のことだから、冬休みの期間は、彼女たちの部屋を転々とするのだろうが、うっかり帰省していて、地元で美咲とばったりなんてことになったら、それこそ目も当てられない。

　小さくなった美咲は、抱かかえた膝ひざに顔をうずめて、もう一度だけ「帰りたくない」と繰くり返した。なんだか、捨すて猫ねこを見ているような気持ちにさせられる。むくむくと空そら太たの中で、放っておけない感かん情じようが疼うずき出し、気がつくと、

「じゃあ、先せん輩ぱいもうちに来ますか？」

　と口に出していた。

　静かに美咲が顔を上げる。

　その後、どうなったかは語るまでもない。




「こまち、これが新しん幹かん線せんだぞ。早いだろ〜」

　猫用のケージを窓まどの高さまで持ち上げて、コゲ茶トラのこまちに外を見せてあげる。連れてきた猫は一いつ匹ぴきだけだ。全部で七匹いる猫と一いつ緒しよに帰省するのはさすがに難むずかしいので、空太は昔から付き合いのある地元の商店街の知り合いを頼たより、冬休みの間だけ、各店に一匹ずつ預あずかってもらうことにした。

　ただ、時期が時期だったので、全七匹の預かり手は見つからず、人見知りが激はげしいこまちだけは、空太が実家に連れて帰ることにした。

「これがのぞみだぞ。黒猫ののぞみと同じのぞみだぞ」

「神かん田だ君、猫に話しかけて現げん実じつ逃とう避ひをしても、状じよう況きようは好転しないと思うよ」

「いやいや、冷静になって考えてみてくれ。最近、色々とおかしな状況に慣なれていたせいか、これも仕方がないかって思いかけていたけど、やっぱりどう考えても異い常じようだろ」

「空太、往おう生じよう際ぎわが悪いわ」

「悪くて結けつ構こうだ！　この状況になにも感じなくなったら人として終わりなんだよ！」

　そんなやり取りをしている間に、新幹線は小倉駅に停車し、定てい刻こく通どおりに再ふたたび走り出した。家族にこの状況をどう説明して、ましろたちをどう紹しよう介かいするのがいいのか、その作戦と呼べるようなものは思いついていないのに、終着駅の博多まではあと十五分ほど……。

「やっぱり、後こう悔かいしてる？」

　七なな海みが困こまったような顔で聞いてきた。

「……過か去こは悔やんでも仕方がないから、未来のことを考えたいと思っている」

　空太の口元が苦々しく歪ゆがんでいく。

「後ろ向きに前向きだね」

「後ろ向いて、前に進んだら、それ、やっぱり、後ろに進んでないか？」

「揚あげ足を取らないでよ。協力はするつもりなんだから」

　七なな海みの視し線せんがましろに向かったので、わざわざ聞き返さなくても話の趣しゆ旨しはわかった。

「神かん田だ君の実家では、ましろのお世話は私がするから安心して」

「……青あお山やま」

「それとも、何もしない方がいい？」

「そ、そんなわけあるか！　ぜひお願いします！」

　早速、隣となりに座すわったましろに念を押おしておく。

「というわけだ。わかったな、椎しい名な」

「たけのこはもうないわ」

「忘わすれてた話をぶり返すな！」

「きのこは残ってる」

「かわいそうだから、きのこも食べようね！」

　ましろがきのこをひとつ摘つまんで空そら太たの口元に持ってくる。

　それから、こともあろうに、かわいい顔で、

「あ〜ん」

　とか言ってきた。

「そ、そういうこと、絶ぜつ対たいに俺おれの実家ではしないでくれよ」

「ふ〜ん、じゃあ、今はいいんだ」

　不ふ機き嫌げんな声を出した七海が、目をす〜っと細めて睨んでくる。

「協力するのやめようかな」

　恐おそろしいことを言っている。

「こういうことは、現げん在ざい過か去こ未来全部ダメ！」

「むぅ」

　ましろは仕方がないといった様子で、美み咲さきにきのこのお菓か子しを食べさせていた。

　ほんとに、話を聞いていたんだろうか。

　──まもなく、終点、博はか多たに到とう着ちやくします。本日は、新しん幹かん線せんをご利用いただきまして、まことにありがとうございます。またのご利用お待ちしております

　事じ務む的てきに流れるアナウンスに、空太は再さい度どため息を吐ついた。問題はまだまだ残っている。それでも、家族にばれると一番やばそうなましろのお世話の件けんが片かた付づいたので、少し気が抜ぬけた。

「あとはもういいやって気がしてきたな」

「そうやって、神田君は文もん句くを言いながらも、理り不ふ尽じんな状じよう況きようを受け入れていくんだよね」

　そんな七海の何気ない言葉に、空太は表ひよう情じようを引きつらせた。そして、こんな状じよう態たいで、無事に年を越こせるのかと、心底不安になるのだった。




　　　　２




　博はか多たに到とう着ちやくした一行は、地下鉄とローカル線を三十分ほど乗り継ついで、空そら太たの実家がある最も寄より駅えきまでやってきた。

　四人揃そろってホームに降おり立つ。

「ここから近いの？」

「五分じゃ足りないけど、十分はかからないと思う」

　並ならんで歩き出した空太、ましろ、七なな海みの後ろから、美み咲さきが静かについてくる。元気がないというか、覇は気きがまったく感じられない。放っておいたら、ふらふらとどこかに行ってしまいそうだ。

「空太」

「ん、なんだ、椎しい名な」

　美咲のことを考えていたので、空太の返事は上の空だった。けど、次の発言で、空太の意い識しきは根こそぎましろに持っていかれた。

「おんぶして」

　一いつ瞬しゆん、夢ゆめでも見ているんだと思った。実はまだ新しん幹かん線せんの中にいて、きっと転うたた寝ねをしているんだろう。だけど、心しん臓ぞうが跳はね上がるほど驚おどろいたのに、目が覚める気配はない。それもそのはずだ。これは現げん実じつなのだから。

「よし、とりあえず、理由から聞こうか！」

　臨りん戦せん態たい勢せいを整えるために、テンションを上げておく。ぼんやりしていたら、なんだかわからないうちに、おんぶをする流れになってしまいそうだ。

「飽あきたわ」

「移い動どうにってこと!?　せめて、おんぶの理由は疲つかれたからとかにしてくれる!?」

「疲れたからおんぶ」

「どの道、しないけどね！」

　相変わらず、なにを言い出すのか、まったく予よ測そくできない。

「そう。なら、抱だっこでいいわ」

「妥だ協きようする風に、難なん易い度どを上げるんじゃねえ！」

「昨日は自分からおんぶしたがったくせに」

　ましろがわずかに唇くちびるを尖とがらせる。

「あ、あれは、お前が靴くつをどっかになくして、十二月の寒空の下、裸足はだしでいたせいだろ！　それを放置できるほど、俺おれの心臓は強くないんだよ！」

「さては、照れてるのね」

「しいて言うなら、まあまあ怒おこってるんですけどぉ！」

「……」

「な、なんだよ」

「よく考えてみて」

「じっくり考えて、はっきり断ことわるわ！」

「……」

　当然の主しゆ張ちようをしたのに、ましろは納なつ得とくできないという顔をしている。でも、とりあえず、おんぶはしないという空そら太たの意思は伝わったらしい。むう、と不満そうに唸うなっていた。あまり、男心をくすぐる拗すねた顔で見ないでほしい。思わず、おんぶをしたくなってしまうし、昨日、蓋ふたをしたはずのましろへの気持ちが早くも溢あふれそうになる。

　空太は首を左右に揺ゆすって、慌あわてて蓋を上から押おさえた。

「ほ、ほら、行くぞ」

　ほんとにこんな状じよう態たいで実家に帰って……家族に紹しよう介かいして大だい丈じよう夫ぶだろうか。七なな海みが助けてくれるとは言え、ましろの言動は予想不可能だから、どう考えてもダメだろう。結けつ論ろんは出ている。それに、こんなことではいつ蓋が開くかわかったものじゃない。今は自分のことに専せん念ねんすると、昨日決めたばかりなのに……。

「きっと、これを暗あん澹たんたる気持ちって言うんだな……」

　空太は重たい体を引きずるように、改札に足を向けた。でも、その一歩目を強く踏ふみ出したところで、コートのフードを後ろから引っ張ぱられた。

「ぐえっ」

　喉のどが詰つまってバカみたいな声が出る。

「おんぶはしないって言っただろ、椎しい名な！」

　勢いきおいよく振り返って憤ふん慨がいする。

「わたしじゃないわ」

　ましろの声は横から聞こえた。

　フードを掴つかんでいたのは七なな海みで、ばつが悪そうに俯うつむいている。

「青あお山やま、これどういうこと？　俺おれに何か恨うらみでもあった？　あったら、まじで言ってね！」

「ちゃ、ちゃうねん！」

「なにがちゃうの？」

「ウチ、やっぱり、もう帰る！」

　急に、七海が回れ右をしてホームを戻もどっていく。

「帰るなら、向かいのホームだぞ」

「だ、だって、男子の実家にお泊とまりなんて、ご家族におかしいと思われへん？」

「ここまで来てそれを言うのか……」

「そ、それは……さくら荘そう出たとこまでは、平気やったんやけど、急に、ほらな？」

　心しん臓ぞうがどきどきしていると言いたいのか、七なな海みが胸むねに手を当てている。

「だ、だいたい、そ、その、神かん田だ君のご両親に、なんてご挨あい拶さつしたらええのん？」

　要するに、直前になって緊きん張ちようしてきて、空そら太たのフードを掴つかんだ……ということらしい。まあ、気持ちはわからないでもない。もし立場が逆で、空太が七海の実家に泊とまりに行くなんて展てん開かいになっていたら、全力で逃にげ出していたことだろう。

「頼たのむから、『ふつつかものですが……』とかいうボケだけは、かまさないでくれ」

「な、なにゆーてんの神田君は！　そ、そんなん冗じよう談だんでも言われへん……」

「今のは主に椎しい名なに言ったんだ。わかったな」

「任まかせて」

「その返事が、すげえ心配なのはなんでだろうね！」

　念のため、美み咲さきの様子も振ふり向いて確かく認にんしておく。一いち応おう、話は聞いているようだけど、会話には参加してこない。

「先せん輩ぱいも、その、お願いしますね」

「……うん」

　今回に関しては、美咲が問題を起こすことはないかもしれない。でも、こんな元気のない美咲を見ているくらいなら、めちゃくちゃに振ふり回された方が、ずっとましな気がする。早くそういう美咲に戻もどってほしいと思う。

　ホームの中ほどまで歩き、空太が先頭に立って改札口を抜ぬけた。

　急行の止まらない駅前には、バスのターミナルがひとつあるだけで、どこかゆるやかな時間が流れている。そう感じるのは、背せの高い建物がないせいかもしれない。ちょっとした商店が軒のきを連つらねていて、少し先には住宅地の屋根が見えていた。

　コゲ茶トラのこまちをケージから出してあげると、にゃ〜と鳴きながら空太の足元にじゃれついてきた。長旅でストレスも溜たまっていただろうに、ずっと大人しくしてくれていたので本当に助かった。

　こまちは最後に改札を通った美咲に駆かけ寄より、抱だっこをしてもらっている。こまちが空太以外で懐なついているのが、唯ゆい一いつ美咲なのだ。

　少し寂さびしそうにだけど、美咲がわずかに微笑ほほえんだ。猫は偉い大だいだ。

　美咲のことはこまちに任せて、空太は駅前の様子を一通り眺ながめた。春と夏は帰らなかったから、ここにくるのは一年ぶり。

　少しお店の並びが変わったような気がするけど、前がどうだったかを鮮せん明めいに覚えているわけでもない。元々、神田家はスイコーのある芸大前駅に住んでいて、福岡には父親の仕事の都合で引っ越こしたのだ。空太は引っ越しと同じタイミングで、スイコーに入学しており、この街では暮くらしたことがない。だから、実家があっても、地元っていう感じではなかったりする。

「さて、死地に赴おもむこうか」

　覚かく悟ごだか、諦あきらめだかわからない決意を空そら太たがしたところで、

「お兄にいちゃ〜ん！」

　という聞き覚えのある声がした。

　駅から真っ直ぐに伸のびた道を、小学生くらいの小こ柄がらな少女が駆かけ寄よってきている。満面の笑みを浮うかべ、空でも飛べそうなほどに両手をぶんぶんと振ふり回している。背せ中なかでは大きなリュックサックが走るたびに揺ゆれていた。

　立ち止まって見ていると、空太までの距きよ離り三メートルを残して、少女は駅前の段だん差さに足を引っかけた。

「あっ！」

　悲鳴を上げた直後、走ってきた勢いきおいそのままで、少女はばたんと地面に倒たおれ込こんだ。

「あうっ！」

　強したたかに顔面をコンクリートに打ち付けている。見ているだけで痛いたい。しかも、その拍ひよう子しに背中のリュックサックから中身が飛び出して、周囲に飴あめ玉だまやら、おいしい棒ぼうやら、チョコレートやら、大量のお菓か子しをばら撒まいた。

　突とつ然ぜんの出来事に、駅の利用客が唖あ然ぜんとした様子で見守っている。その意思は統とう一いつされていた。なんてかわいそうな子なんだろう……と。

　とりあえず、関係者だと思われたくなかった空太は、

「あ、家、こっちだから」

　とましろや七なな海みを案内するように歩き出した。

　少女は地面にうつ伏ぶせになったまま動かない。脇わきをすり抜ぬけたところで、背はい後ごでがばっと起き上がる音がした。

「お、お兄ちゃん!?　私のこと忘れたの？」

　仕方がなく立ち止まる。でも、まだ振ふり向かない。

「あの子、神かん田だ君のことものすごく見ているけど……」

　空太と少女を七海が見み比くらべている。

「心当たりがないわけではない」

　というか、本当はある。ありまくる。

　そんな空太に、少女はさらに追い討ちをかけてきた。

「あ、さては、私がとっても大人おとなっぽく育っちゃったから、わからないんでしょ？　もう、しょうがないなあ、お兄ちゃんは。でも、大丈夫だよ？　どんなに大人になっても、私はお兄ちゃん一ひと筋すじだから」

　そこまで聞き届とどけるのが限げん界かいだった。突つっ込こむポイントが多すぎる。

「お前、一年前から全然変わってないだろ！」

　振ふり向くと同時に、まずひとつ指し摘てきする。中学三年生なのに、今さっき脇わきを通り過すぎた親子連れの小学生と大差がない。

「てか、むしろ、縮ちぢんだんじゃないか？」

「ち、縮んでないよ！　ちゃんと育ったよ！　てか、お兄ちゃん、覚えてるなら無む視ししないでよ！　膝ひざすりむいちゃったじゃん！」
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「膝はお前が勝手にこけたんだろう……」

　地面に座すわり込こんだまま、少女が起こしてと言わんばかりに両手を伸のばしてくる。周囲の注目をこれ以上集めるのも本意ではないので、空そら太たは少女のところまで戻もどり、ばら撒まいたお菓か子しを集めてから引っ張ぱり起こしてあげた。

　すぐさま、少女が空太の腰こしに両手を回して、胸むねに顔を押おし付けてくる。

「お兄にいちゃんのにおいだぁ」

「気持ちの悪いことを言うな。離はなれろ」

　なんとか引き剥はがそうとしても、がっちりしがみ付いて離れない。

「空太、それはなに？」

　後ろから声をかけてきたのはましろだ。

「よ、呼よび捨すて？」

　ひとまず優ゆう子この驚おどろきは無む視しして、

「あ、これ、妹の優子だ」

　と説明しておく。

　これ呼ばわりされた優子は、ぶつぶつ不満を言いながら、空そら太たの腕うでの隙すき間まからましろたちの様子を窺うかがっていた。

「前に何度か話したことあるよな？　妹がいるって」

「……」

　何を考えているのかわからない無む表ひよう情じようで、ましろが優子を見ている。優子もましろから視線を逸そらさない。妙みような緊きん張ちよう感かんがふたりの間に生じているのは気のせいだろうか。

「お、お兄にいちゃん、このものすごく綺き麗れいな人は誰だれ？」

　優子の声こわ音ねは硬かたい。

「ま、まさか、妖よう精せいさん？　優子にしか見えてないの？」

「その可か能のう性せいは捨すてきれないが、人間だと思うぞ」

「そ、そうなの？　優子と同じ種族とは思えないよ」

「じゃあ、優子が人間じゃないのかもな」

「え!?　そうだったの？」

「いや、まじで驚くな。冗じよう談だんだ。彼女は、その、学校の……友達で、椎しい名なましろだ」

　話が脱だつ線せんしまくったおかげで、ようやくましろを紹しよう介かいすることができた。これで、正せい常じような軌き道どうに会話を戻もどせると思ったのに、

「友達ではないわ」

　とましろがのたまった。

「と、友達以上の関係なの!?」

　優子が心底びっくりしている。

「飼かい主以上の関係よ」

「なんですって!?」

　鼻の穴も広げて、優子が驚いている。

「ごめん、それ、何の話だ？」

「……」

「……」

　黙だまってほしくないところで口を閉とざしたましろと優子が、再び無言で対たい峙じする。とは言っても、優子は空太の陰かげに隠かくれたままなのだが……。

　無表情のましろに、警けい戒かい心しんを剥むき出しにした優子。先に口火を切ったのはましろだった。

「あなた、電話の女ね」

「なんだその夫の不ふ倫りん相手に遭そう遇ぐうしたみたいな反はん応のうは！」

　そう言えば、前に優ゆう子こからかかってきた電話を、ましろが取ってしまったことがあったか……。二言三言しかしゃべっていないはずなのに、それをわざわざ覚えているとは、なんだか本当に不ふ倫りんの発はつ覚かく現げん場ばみたいではないか。

「あ、あなたこそ電話のオンナ！」

「え？　優子もそういう感じで行くのか？」

「空そら太たから離はなれて」

「だ、断だん固こ拒きよ否ひするもん！　お、お兄ちゃんは優子のお兄にいちゃんなの！」

　完全に腰こしが引けながらも、優子も必死に応おう戦せんしている。

　だが、その抵てい抗こうも長くは続かなかった。

「わたしは空太のわたしよ」

「ガーン！」

　ましろの爆ばく弾だん発はつ言げんを食らい、優子はぽか〜んと口を開けたままで硬こう直ちよくしている。魂たましいが抜ぬけてしまったようだ。でも、これはチャンスだ。優子が復ふつ活かつする前に、先に空太が体たい勢せいを立て直せばいい。

「よし、タイムだ、タイム！　作戦を練り直すぞ！　はい、集合！」

　耳を貸かせとましろに手て招まねきをする。音もなくましろが寄よってきた。続いて、傍ぼう観かんしていた七なな海みと、猫ねこを抱だいている美み咲さきも近づいてくる。

「私、まだ何も言ってないよ？」

「あたしも……」

「はい、その通りです。全部椎しい名なのせいだ！　俺おれ、言ったよね？　余よ計けいなこと言うなってさ！」

「じゃあ、空太のものはわたしのもの？」

「日本を代表するガキ大だい将しようみたいになってんじゃねえか！」

「仕方がないわ」

「なにが!?　この状じよう況きようのどの辺に妥だ協きようせざるを得ない事じ情じようがあったかな!?」

「出る杭くいは打たれるのよ」

「お前は優子を打ったつもりかもしれないけど、一番打ち込こまれたの俺だからね！　出てもいないのにさ！　地中にめり込んでるからね！　もう見えないよ！　もうちょっと指向性のある攻こう撃げきをしてくれるか？」

「だって、あの子、空太に馴なれ馴なれしいわ」

「そりゃあ、妹だからな！」

「……」

　突とつ然ぜん、ましろが黙だまった。無言で空太を見み据すえ、真っ直ぐに瞳ひとみを覗のぞき込んでくる。

「な、なんだよ」

「わたしとあの子、どっちを取るの？」

「色々とすっ飛ばして、いきなり究極の選せん択たくを突つきつけるな！」

「わ〜ん、お兄にいちゃん、優ゆう子こにも構かまってよ〜」

　思ったよりも早く復ふつ活かつした優子が、後ろから空そら太たの手をぐいぐいと引っ張ぱってきた。おかげで、またしても空太はましろと優子の間に立つはめになった。しかも、ましろから優子を庇かばっているような立ち位置だ。不ふ機き嫌げんそうなましろの視し線せんがなんとも痛いたい。

「そ、それで、あ、あなたは？」

　空太の背せ中なかに半分身を隠かくしたまま、優子が七なな海みに尋たずねる。ましろには敵かなわないと思い、早々に標的を変へん更こうしたようだ。一いち応おう、がんばって威い嚇かくしているつもりなのだろうが、唇くちびるをきつく結んだその表情は泣くのを我が慢まんしているようにしか見えない。

「えっと、私は……」

　言葉に詰つまった七海が目配せしてきた。「なんて答えたらいい？」と瞳が語っている。さすが七海だ。ちゃんと空気を読んでくれる。「クラスメイトでお願いします」と、空太が力強く返事を送ると、七海はわかったと頷うなずいてくれた。

　アイコンタクトは大成功だ。

「私は、神かん田だ君のクラスメイトで……」

「そ、それで？」

「同じ寮りようで暮くらしている青あお山やま七海です」

「アイコンタクトの意味ねえ！」

「うわ〜ん！　お兄ちゃんがすっかり都会の悪いオンナたちにもてあそばれてるよ〜！」

「人聞きの悪いことを駅前で言うな！　てか、いい加か減げん離はなれなさい」

　さっきからましろは片時も空太から視線を外していない。優子から離れろと、念を送ってきている。そろそろ呪のろわれそうだ。

「さっき転んだせいで、膝ひざが痛いたくて立ってられないんだもん。歩けないんだもん！　だから、お兄ちゃん、おんぶしてね！」

　えいやっという掛かけ声と同時に、優子が背中に飛び乗ってきた。

「……おんぶ、取られた」

　ましろがますますご機き嫌げん斜ななめになっている。若じやつ干かん目が据すわっているのは気のせいじゃないと思う。

「優子、自分で歩けって！」

「痛くて立てない、歩けない、ムーンサルトもできないよぉ」

「最後のは絶ぜつ好こう調ちようでもできないだろ！」

「優子を買いかぶってもらっては困こまるよ」

「……それを言うなら、見くびってもらっては、じゃないかな」

　申し訳わけなさそうに七なな海みが訂正している。

「悪いな、青あお山やま。薄うす々うす気づいてはいると思うけど、妹はバカなんだ」

「バカじゃないよ！」

「すまん、超ちようが抜ぬけてたな。超バカだ」

「ひどいよ！　ご近所さんからは、いつも元気があっていいわねって言われるもん」

「知らないのか？　『元気』は『バカ』の丁てい寧ねい語ごなんだぞ」

「え？　じゃあ、超元気は超バカなの!?　そんなの中学じゃ教えてくれなかったよぉ！」

　七なな海みがなんとも言えない複ふく雑ざつな表ひよう情じようを浮うかべている。きっと、高校でも習わないとか思っているんだろう。

「さて、これ以上駅前で騒さわいでいると完全に見世物だし、そろそろお金を取りたくなってきたから、もう行こうか……」

　足を止めていた見物人と目が合うと、思い出したように皆みなが動き出す。それを見み届とどけることなく、空そら太たは優ゆう子こを背せ負おったまま実家に足を向けた。

　道すがら、空太は七海と美み咲さき、それとコゲ茶トラのこまちを優子に紹しよう介かいしてあげた。その間、不満そうなましろの呻うめき声が、背中の方からずっと聞こえていたのは、きっと気のせいじゃない。




　空太の実家は閑かん静せいな住じゆう宅たく街がいの一角にある。外観は周囲と調和したごくごく平へい凡ぼんな二階建ての一戸建てで、しいて特とく徴ちようを言えば、屋根が尖とがっている点だろうか。

　門もん扉ぴをくぐり、ドアを開けるなり、空太の背中から飛び降おりた優子が、靴くつを脱ぬぎ散らかして室内に駆かけ込こんでいく。

「お母かあさ〜ん！　大変、大変！　お兄にいちゃんがフケツなオトナになってるよぉ！」

「誰だれがフケツだ！」

　靴を脱ぎながら抗こう議ぎをしたけど返事はない。

　少し遅おくれて、

「もう何の騒さわぎなの？」

　と呆あきれた様子で、エプロン姿すがたの母親がやってきた。後ろからついてきた優子は、

「ほら、見て！　女の人が三人だよ！」

　と、ましろ、七海、美咲の順番に指を差していく。

「しかも、とびきりハイレベルなんだよ？」

「あら、そちらが電話で話していたお友達？　かわいらしいお嬢じようさんたちね」

「お母さん、敵てきを褒ほめたらダメなんだよぉ」

　先にハイレベルとか言ったのは誰だろうか。

「はいはい。優子はちょっと黙だまっててね」

「なんで!?」

「だって、うるさいでしょ？」

　ごもっともな意見だった。

「そんな〜！」

「それに優ゆう子こがしゃべっていると話が前に進まないもの」

「うわ〜ん、お父とうさ〜ん！　お母かあさんまでいじめるよ〜！」

　今度は父親に助けを求め、優子が家の中にどたどたと逃にげ込こんでいく。さっきまで、立てない、歩けない、ムーンサルトできないと言っていたのはどこの誰だれだろうか。まあ、仮け病びようなのは、最初からわかっていたけど……。

　そんな優子のことなど気にした様子もなく、ごめんなさいねえと母親がましろ、七なな海み、美み咲さきの三人に微笑ほほえんだ。

「さあ、皆みなさん。長旅で疲つかれてるでしょう。お腹なかも空すいてない？」

　日もすっかり沈しずんで今はもう夜の八時だ。

「すぐに夕飯の用意をしますから、さあ、上がって上がって」

「すいません。お邪じや魔まします」

　と真っ先に七海が挨あい拶さつをして、続いて美咲が、

「お世話になります」

　と丁てい寧ねいに答えた。

　そして、最後には、ましろが、

「ふつつかものですが……」

　と言いかけたので、

「それこそ、さっきやめてって言ったよね!?」

　と空そら太たがぴしゃりと中ちゆう断だんさせた。

「逆ぎやくに言ってほしいのかと思ってた」

「人の切実な願いを、笑いを取るための振ふりみたいにしないでくれる!?」

「なんだか、とっても楽しい年末年始になりそうね」

　それぞれの挨拶を聞いた母親は、特に動じた様子もなく、むしろ、うれしそうにそんなことを言った。そう言えば、こういう母親だった……。

　すると、そこへ父親を連れた優子が戻もどってきた。

「空太、帰ったか」

　休日だったにもかかわらず、今日も仕事だったのか、父親はＹシャツにネクタイ姿すがただ。

「あ、ああ。ただいま」

「うむ」

　腕うで組ぐみをした父親が、ましろ、七海、美咲の順に確かく認にんする。

　それから、深く頷うなずくと、

「空そら太た」

　と少し厳きびしい口調で名を呼よんできた。

「な、なんだよ」

　やはり、女子を三人も連れてくるのは非ひ常じよう識しきだと言われるんだろうか。そうだとすると、ちょっと面めん倒どうくさいかもしれない。変なところで頑がん固こな父親なのだ。

　警けい戒かいして身み構がまえる。そんな空太に向かって父親は、

「俺おれは一いつ夫ぷ多た妻さい制せいを認みとめた覚えはないぞ」

　と大おお真ま面じ目めな顔で言ってきた。

「あんたが認めるまでもなく国が認めてねえ！」

　この父親に、まともな反はん応のうを期待したのが、そもそもの間ま違ちがいだったのかもしれない。福岡への転てん勤きんが決まった際さいに、優ゆう子こは絶ぜつ対たいに連れていくと断だん言げんしていたくせに、空太に関しては、いようがいまいが自分の寂さびしさに影えい響きようはないからと言い放ち、好きにしろと実の息子に選せん択たくを迫せまった男である。

「遠くまでよく来たね。ゆっくりしていきなさい」

　空太のことは無む視しして、父親がましろ、七なな海み、美み咲さきに話しかけている。

「まだ、俺との話が終わってなくない!?」

「久々の実家だからといって、お前は甘あまえるな。俺はお前に話などない！」

「俺があるんだよ！」

「父親が好きで好きでたまらない息子など、気持ち悪いぞ、空太」

「誰だれもそんなこと言ってないだろ！　文もん句くを言わせろって言ってんだ……って、あ〜、いや、もういい。やっぱり、この話は終わりにしよう」

　続けても空太が疲つかれるだけだ。それに、人の話も聞かずに、父親はさっさと優子と一いつ緒しよにリビングの方へと引っ込こんでしまっている。これでは会話を続行しようがないし、今は、ましろ、七海、美咲の目もある。あまり家族の変なところを見られたくない。

　いや、それはもう手て遅おくれか。優子といい、父親といい……。まともそうなのは、母親だけだ。

　心の中でため息を吐つきながら、空太は肩かたを落とした。

「なんていうか、神かん田だ君のご家族って個性的なんだね」

「青あお山やま、我が慢まんせずにおかしいって言っていいぞ」

「そ、そんなこと思ってないけど……」

「けど？」

「神田君がさくら荘そうに順じゆん応のうできた理由はわかった気がする……」

「うん、俺もそんな気がしてきたよ」

　ましろや七海、美咲をどう紹しよう介かいするかで悩なやむあまり、自分の家族へ意い識しきが回っていなかった。でも、結果的にはよかったのかもしれない。マイナスにマイナスをぶっかけて、相殺した的な解かい決けつ方ほう法ほうだけど、この際さい手しゆ段だんはなんだっていい。年末年始に女子を三人も実家に連れて行き、家族に紹しよう介かいするという大きな問題が片付いたのだから安いものだ。

「きっと、人はこうやって強くなっていくんだな」

　こうなると、残る問題の中では、やはり美み咲さきのことが気にかかる。

　靴くつを脱ぬいだ美咲は、小さな声で胸むねに抱だいたこまちにこう話しかけていた。

　──仁じん、ちゃんとご飯食べたかな

　と……。




　　　　３




　夕食の前にちょっとした時間ができたので、空そら太たは二階にある自室に荷物を運んだ。とは言っても、着き替がえは古いやつを置きっぱなしにしてあるので殆ほとんどない。空太がさくら荘そうから持ってきた荷物の九割わりは、ましろの生活用品だ。

　そのましろを含む女子三人は、今は隣となりの客間で荷物の整理をしている。二階は全部で三部屋あって、あとひとつは優ゆう子この部屋だ。両親の寝しん室しつは一階で、間取りは４ＬＤＫになっている。普ふ段だんは両親と優子の三人だけだから、部屋は余あまっている。

　空太は久ひさ々びさの実家のベッドに寝ね転ころがった。全然懐なつかしくない。住み慣なれているのはさくら荘の１０１号室。匂においもなんか違ちがう。

　ケータイを手に取ると、アドレス帳から仁の番号を呼び出した。

　発信音が耳に届とどく。あとは出てくれることを祈いのるだけだ。

　一回目、二回目と待ってもまだ出ない。三回目もダメ。四回目のコールで、ぶつっと電話の繋つながる気配があった。

「急に、俺おれの声が聞きたくなっちゃったのか？」

　まぎれもなく仁の声こわ音ねだった。

「そうですよ」

「うれしいこと言ってくれるねえ」

　昨日も聞いたはずのこの軽口がなんだか懐かしい。安心感すらあった。

「仁さん、今どこにいるんですか？」

「ん？　生徒会長の部屋に居い候そうろうしてるよ」

「は？」

　まったく予想していない単語が返ってきた。生徒会長とは、どういうことだろうか。

「ああ、元生徒会長か」

　どちらにしても、空太が頭に思い浮うかべたのは同一人物だった。

「その生徒会長……元生徒会長って……あの、黒くろ縁ぶち眼鏡めがねで、文化祭の許きよ可かもらうときに俺が怒ど鳴なりつけちゃった人ですよね？」

「そうだけど？」

　てっきり仁じんとは折り合いが悪いと思っていたのだが……。

「……仁さん、あの人に嫌きらわれてませんでしたっけ？」

「好きな相手には、ついつい冷たくしちゃう性せい格かくなんだろうな」

「ふたりはどういう関係なんですか……」

「人には言えない関係かな」

「真ま面じ目めに聞いてるんですけど」

「つれないね〜」

「それで、どうなんですか？」

「そう怒おこるなって。三年連続でクラスが同じなんだよ。運命に導みちびかれた親友同士ってやつだな」

　相変わらず、どこまで本気かわからない。三年連続はほんとでも、親友同士ってのは怪あやしい気がする。でも、部屋に泊とまっているなら、本当なのかもしれない。

　そんなことを考えていると、電話の奥おくから、

「誰だれが親友だ！　寒気がすることを言うな！」

　という聞き覚えのある少しヒステリックな声がした。間ま違ちがいなく元生徒会長のものだ。空そら太たも何度か怒鳴られたことがあるので記き憶おくしている。

　どうやら、元生徒会長の部屋にいるのは事実らしい。ますますふたりの関係がよくわからない。

　そもそも、仁じんは元生徒会長を頼たよらずとも、他に当てがあるはずだ。

「なんで、元生徒会長の部屋なんですか？　泊とめてくれる恋こい人びとがたくさんいるのに」

「恋人って誰だよ」

「演えん劇げき学部四年の麻あさ美みさん」

「大阪の大学を受験するって言ったら、顔面にパンチもらって捨すてられた」

「え？　じゃあ、ナースの紀のり子こさんは？」

「大阪の大学を受験するって伝えたら『この一年、楽しかったわ』だとさ」

「お花屋さんの加か奈なさん」

「大阪の大学を受験するって話したら、『私も今度結けつ婚こんすることになったの』って笑顔で言われた」

「そ、それなら、若わか奥おく様さまの芽め衣い子こさんは？」

「大阪の……って、これはもういいか。『そう。そろそろ潮しお時どきよね。夫も気づいているみたいだし……』だってさ」

「レースクイーンの鈴すず音ねさんは？」

「『私、遠えん距きよ離り恋れん愛あいはしない主しゆ義ぎだから』ってきっぱり言われた」

「ＯＬの留る美みさん……」

「……受験、がんばれって言われてる」

「それってつまり」

「ふられたり、捨すてられたり、別れたりってことだよ」

「……そ、そうですか」

　六人連続とは、仁じんらしい壮そう絶ぜつさだ。

「で、何の用だ？」

「言わなくても、仁さんわかってるでしょ。俺おれ、今、福岡の実家なんですけど……」

「知ってるよ。千ち尋ひろちゃんから聞いた。ましろちゃんや青あお山やまさん……美み咲さきも一いつ緒しよなんだろ？　俺、お前を尊そん敬けいするよ」

「バカにしてるようにしか聞こえないんですけど！」

「紙一重ではあるな」

　からからと仁が笑う。

「てか、美咲先せん輩ぱいが今どういう状じよう況きようかわかってますよね？」

　美咲から元気を奪うばったのが仁なのだ。クリスマスイブの夜、ふたりに何があったのかは知らないけど、仁の言葉や態たい度どが、美咲を抜ぬけ殻がらにした。

「なんとかしてください」

「なんとかしようとしたら、こうなったんだよ」

「……」

「だから、俺にできることはもうないって」

「……何があったんですか？」

　聞くかどうか迷まよった挙あげ句く、結局、空そら太たは美咲には聞けなかった質しつ問もんをぶつけた。踏ふみ込こまなければ話が前に進まないと思ったから。美咲を幸せにできるのは、仁以外にはいないと思ったから。

「クリスマスイブの夜、何があったんですか？」

「……」

　ケータイの受話器には仁の吐と息いきだけが返ってきた。

「美咲先輩になにを言ったんですか？　なにをしたんですか？」

「別にたいしたことは言ってないし、なにもしてないさ」

「仁さん」

　苛いら立だちが声に乗る。感かん情じようを抑おさえきれない。それを、仁は不ふ快かい感かんを示しめすどころか、やわらかく笑って受け止めてくれた。

　短い沈ちん黙もくが、ふたりの間に落ちる。

　空太が待っていると、仁の方から口を開いた。

「美み咲さきのこと、好きだって言ったんだよ」

　朝の挨あい拶さつをするくらい、自然な口調だった。だからこそ、仁じんが発した言葉の意味を、空そら太たの心はすぐには理り解かいしなかった。仁が絶ぜつ対たいに口にしない言葉だと決めつけていたし、美咲の落ち込こんだ様子から、それだけはありえないと思い込んでいた。

「え？」

　少し遅おくれて間の抜ぬけた声が出た。

「なんだよ。聞こえなかったのか？　美咲に告白したの」

「……」

　聞き間ま違ちがいではない。本当に、好きだと伝えたらしい。

「もしも〜し、電波悪いのか？」

「良好です。ばっちり聞こえてます」

「なら、三度は言わないぞ」

「いや、でも、だって……え!?　どういうことですか？」

　仁が美咲に告白をしたのなら、話はハッピーエンドで終わるはずだ。

「すいません。俺おれの脳のうみそでは理り解かい不ふ能のうなんですけど……」

　あのとき……クリスマスイブの夜、さくら荘そうに帰ってきた空太が見たのは、泣きじゃくる美咲の姿すがただった。ぼろぼろになって空太にしがみ付いてきたのだ。

「好きだから、時間をくれって言ったんだ」

「時間？」

「大阪の大学に行くのは、自分の夢ゆめと向き合うためだからな。美咲のことを好きだって気持ちを我が慢まんしてでも、ただ目標を目指したいんだ。それくらいやんなきゃ、俺は、自分がなりたいと思っている自分になれない」

「……」

「けどさ、美咲は今がいいって聞かなくて。今、恋こい人びとになりたいって。今、抱だきしめてほしいって。今、抱いてほしいってさ……」

「……」

「しまいには、一いつ緒しよに大阪の大学に行くとか言い出す始末だ。そんなのダメに決まってるのに。なんで、俺が大阪の大学に行くのか、全然わかってないのな。さすが美咲だよ」

「……そう、ですね」

「それに……あいつは水すい明めい芸げい術じゆつ大だい学がくじゃないとダメなんだよ。映えい像ぞう系けいの学部学科は水明の方が断だん然ぜんいい。シアタールームに、モーション撮さつ影えいスタジオ、音おん響きようスタジオ、レンダリング用のサーバーもある。これだけの設備が整っているところは水明芸術大学しかない」

「そうですけど、それは……だって美咲先せん輩ぱいは仁さんが振ふり向いてくれるのを、ずっと待っていたんだから当たり前じゃないですか！」

「だからって、自分の目標を捨すてて、何もないただの男にはなれないだろ」

「それは……」

「俺おれにも目標はあるんだよ」

「……」

「美み咲さきと最高の作品を作ってみたい。俺と美咲だからこそ作れるものを作ってみたい。そのためには、まだまだ俺は勉強しないといけないことがある」

「美咲先せん輩ぱいと付き合いながらじゃダメなんですか？」

「それができたら、もう付き合ってるだろうな」

　美咲のためにも、もっと仁じんに食い下がりたい気持ちはある。でも、それ以上の言葉は喉のどの奥おくに詰つまって外まで出てこない。仁の気持ちがわかってしまうから。程てい度どの違ちがいこそあれ、空そら太ただって、ましろに対して似にたようなことを思っている。感じているのだ。

　今はまだ違う。もっと前に行ってから。背せ中なかを追いかけるんじゃなくて、隣となりに立ちたいと思っている。同じ目線に立って、同じ世界を見てみたいと思っている。まだそれを諦あきらめることはできない。

　気持ちに蓋ふたをしたのはそのためだ。

　だからこそ、口を噤つぐむ。歯を食いしばって感かん情じようを押おし殺し、前に進むしかないから。

「結局、俺は美咲に触ふれるのが怖こわいだけなのかもしれないけどな……」

　その声こわ音ねはどこか寂さびしそうだった。空太に言ったのではなく、仁が自分のために口にした言葉だと感じた。だから、その意味を聞こうとは思わなかった。

「ま、そういうわけだからさ。美咲のこと、しばらく頼たのむな」

「俺じゃあ、なにもできませんよ」

「なにもできないやつが、ひとりにしちゃまずいからって、実家に連れて行ったりはしないだろ」

「俺が聞きたいのはそんなことじゃないんですよ。俺は、ただ、仁さんと美咲先輩に上う手まく行ってほしいだけなんです！」

「自分にできないことを、俺に求めるなよ、空太」

　やさしい声音だった。けど、同時に、強い拒きよ絶ぜつを空太は感じた。

「俺は仁さんにならできると思ってます」

　それに仁は返事をしてくれなかった。ただ、いつもの調子に戻もどって、

「あんまり空太と話していると元生徒会長が嫉しつ妬とするから切るぞ」

　と言ってきた。切れる寸すん前ぜんに、仁の吐と息いきの奥おくから、「バカを言うな」と、元生徒会長の文もん句くが聞こえた。

　それを最後に通話は途と切ぎれた。ケータイを閉とじて枕まくらの上に放り投げる。

　夕食ができたと言って、優ゆう子こが迎むかえにきたのは、それから三分後だった。




　　　　４




　夕食は福岡らしいものを母親が選んでくれたのか、醤しよう油ゆベースで、ニラたっぷりのもつ鍋なべだった。父親、母親、優ゆう子こ、空そら太た、ましろ、七なな海み、美み咲さきの七人で鍋を囲みつつ、落ち着いたところで空太が間に入ってお互たがいの紹しよう介かいを済すませた。

　あとは、今年の文化祭の話をしたり、商店街にあるパン屋さんの新商品の話題なんかで盛もり上がっているうちに、父親と母親はごく自然な感じで、ましろ、七海、美咲の三人を受け入れてくれた。元々、神かん田だ家はスイコーのある芸大前駅に住んでいたので、共通の話題には事欠かなかった。

　文もん句くを垂たれていたのは優子くらいだ。断だん固ことして空太の隣となりに座すわるのを譲ゆずらず、食事の前からましろと、

「お兄にいちゃんの隣は優子だって決まってるんだもん」

「そこは、わたしの特等席よ」

　という具合に、火花を散らすことになった。

「一年ぶりだっていうから、ましろも譲ってあげたら？」

　そう七海がましろをなだめてくれなかったら、今もふたりの争いは続いていたことだろう。

「はい、お兄ちゃん、ニラ食べて」

　隣の席を勝ち取った優子はほくほく顔で、空太の器にニラを移うつしてくる。椅い子すもぴったりくっつけているから、ちょっと動くと肩かたがぶつかって邪じや魔まだ。どうやら、優子にとってはそれがいいようだが……。

「お前、嫌きらいな食べ物をよこしているだけだろ」

　さっきから、もつ一に対して、ニラを五くらい食べている気がする。

「違ちがうよぉ。優子の気持ちだもん」

「俺おれは、妹にニラっぽく思われてるのか……」

　もうなんのことやらさっぱりわからない。わからないけど、優子のことばかりを考えてもいられない状じよう況きように空太は置かれていた。

　テーブルを挟はさんだ正面の席にはましろが座っていて、食事をはじめてからずっと不ふ機き嫌げんな視し線せんを向けてきているのだ。

　どうやら、ましろもニラを空太の器に移したいらしいのだが、意外とダイニングテーブルが広くて、手を伸のばしても届とどかない。そんなわけで、ましろのニラは、七海がちょっとげんなりした顔で処しよ理りしてくれていた。

　まあ、美お味いしいは美味しいのだけど……。

　ご飯のお供ともには、明めん太たい子こが出てきて、その上、鍋の締しめにはちゃんぽん麺めんが登場した。おかげで、食べ終わる頃ころには満まん腹ぷくだった。

　食事が終わると、父親は早々に風ふ呂ろに入ると言ってリビングを出て行った。

「若い女の子ばかりで照れてるのよ」

　そう言って笑っていた母親も、すぐに洗あらい物をするために席を立った。

「あ、私、手伝います」

　七なな海みが空いた食器をまとめて母親のあとを追う。

「あら、うれしい。空そら太たにお嫁よめさんができたみたいね」

　お茶を口に含ふくんだ瞬しゆん間かんだったから、空太は思い切り噴ふき出した。飛沫しぶきが身を乗り出していた優ゆう子この顔面を直ちよく撃げきする。

「うわっ！　あ、あつ！　熱くはないや！　じゃなくて、お兄にいちゃん、なにするの！」

「な、なに言ってんだよ、母かあさん！」

「わ、私が、神かん田だ君の……お、お嫁さんだなんて……」

「だ、だいたい、青あお山やまに失礼だろ」

　優子の顔をタオルで拭ふきながら、気持ちを落ち着ける。

「……失礼ではないけど」

　七海が小声で何か言っていた。

「ん？」

「な、なんでもない」

「ごめんなさいねえ。こんな息子で」

「い、いえ！」

　赤い顔のまま、七海が母親と洗あらい物をはじめた。

「空太、お嫁さんほしいの？」

「お、お兄ちゃんとの結けつ婚こんは、ゆ、優子を倒たおしてからにしてもらおうか！」

　腕うでに優子がしがみ付いてくる。

「空太、密みつ着ちやくし過すぎよ」

　わずかにましろが頬ほおを膨ふくらませている。それがまたかわいらしいから困こまる。とにかく視し線せんを逸らして動どう揺ようをやり過ごす。この程てい度どで揺ゆさぶられているのに、これから先、本当に自分の気持ちを抑おさえ切れるのだろうか……。

「わたしの当番のくせに」

「椎しい名なさん、その話はちょっと……」

　せっかく七海がお世話を引き受けてくれているのに、ばれたら意味がない。

「お兄ちゃん、何の話？　優子にもわかるように教えてよぉ」

「デレデレして」

「してないわ！　妹だぞ！」

「だらしないわ」

「もう言いたい放題だな、お前！」

「優ゆう子こを無む視ししないでよぉ！」

　ぐいぐいと優子が腕うでを引っ張ぱってくる。

「なんでもないから、優子は気にしなくていいぞ」

　頭をよしよしと撫なでておく。こうすれば、優子はすぐにご機き嫌げんになる。

「お、お兄にいちゃん、みんなの前で恥はずかしいよぉ」

　まんざらでもない感じで、優子がくすぐったそうに笑みを零こぼしている。それで、優子は気持ちに余よ裕ゆうができたのか、ましろを真っ直ぐに見み据すえると、

「私とお兄ちゃんはこんなに仲良しなんだよ」

　と少し強気な態たい度どに出た。

「ましろさんに譲ゆずってあげられるところなんて一ミリもないの。ね、お兄ちゃん？」

「それには同意しかねる」

「照れなくてもいいのに。私はお兄ちゃんに甘あまえるために、妹に生まれてきたんだもん」

「俺おれは優子を甘やかすために、兄に生まれてきたつもりはないけどね！」

「だ、だから、ましろさんにはお兄ちゃんを諦あきらめてもらうよ」

　精せい一いつ杯ぱい強がった優子の宣せん戦せん布ふ告こくに、ましろは眉まゆひとつ動かさない。一定のリズムで、瞬まばたきを繰くり返していただけだ。

　それから、少しの間を置いて、

「いいわ」

　と静かに口にした。

「や、やったよ、お兄ちゃん！」

　喜ぶ優子に対して、空太は嫌いやな予感がしてならなかった。感かん情じようを激はげしく表面に出すことがないからわかりにくいけど、ましろの本ほん質しつは超ちようが付くほどわがままで、超ちよう絶ぜつが付くほど負けず嫌ぎらいなのだ。これで終わりだとは到とう底てい思えない。終わりのはずがない。

「空太を賭かけて勝負よ」

　椅い子すからましろが立ち上がる。

「お、お兄ちゃんを諦める気はないってこと？」

　どうやら、先ほどの「いいわ」は、戦う決意の表れだったらしい。

「わたし、空太がいないと生きていけないもの」

「ゆ、優子だってそうだもん！」

　受けて立つとばかりに、優子も立ち上がった。

「わたしの方が、空太を必要としていることを証しよう明めいしてあげるわ」

「ゆ、優子だって、お兄ちゃんが必要だもん！」

「待て待て、落ち着いて座すわれ！　な、椎しい名な？」

「じっくり考えて、はっきり断ことわるわ」

「うん、めちゃくちゃ落ち着いてるな！」

　もう空そら太たに話すことはないらしく、ましろは優ゆう子こと向かい合っている。そして、いきなりの爆ばく弾だん発はつ言げんをかました。

「わたし、毎日パンツを空太に用意してもらってるわ」

　時が凍こおりつく冷たい音が、空太の脳のう内ないに響ひびき渡わたった。

「お、おい！　椎名、なに言ってんだ！」

「ゆ、優子なんて、毎日お兄にいちゃんにお風ふ呂ろで色々洗ってもらってたもん！」

「優子もバカか！」

「……へえ、お風呂でね」

　キッチンの方から、お皿を拭ふく手は休めずに、七なな海みが冷やかな言葉を浴びせてくる。

「一いつ緒しよに住んでたのって……神かん田だ君が中三で、優子ちゃんが中一でしょ。完全にアウトだと思う……」

「いやいや、小学生の頃ころまでだからドン引きしないで！　優子も誇こ張ちようするな！」

「わたし、毎朝、空太に起こしてもらってるわ。髪かみもとかしてもらってる。お風呂のあとはドライヤーもしてもらってる。パジャマも、下着も、制せい服ふくも、空太に洗あらってもらってるわ。お弁べん当とうも空そら太たのお手て製せいよ」

　淡たん々たんと語られる事実に、早くも優子が身を小さくしている。

「そ、そんなに!?　ゆ、優子だって、優子だって毎日一緒に寝ねてたもん！」

「いやいや、毎日じゃないぞ」

「へえ、でも、たまには寝てたんだ……」

「いやいや、それも子供の頃の話だよ？」

　言い訳わけをしながらも、もう七海の目を見る勇気はなかった。

「てか、これ、椎名と優子の勝負じゃなくて、俺おれを社会的に抹まつ殺さつしようとしているだけじゃない？　お願いだから、もうやめて！」

「それはできないわ」

「それはできないよぉ！」

　ましろと優子の声が重なる。

「人生には避さけては通れない戦いがあるんだから」

　たどたどしい口調で、優子が大たい層そうなことを言い放つ。

「これは絶ぜつ対たいに回かい避ひしないといけない戦いだったよ、俺にとっては！」

「空太には、勝負パンツも選んでもらったわ」

「しょ、勝負パンツ!?」

　顔を真っ赤にした優ゆう子こは、金魚のように口をぱくぱくさせて、あたふたしている。

「アウトだ！　それ、完全にアウトなネタだから！　もう、このシーンカットでお願いします！」

「生放送だから無理だよ、神かん田だ君」

　洗あらい物が終わったらしい七海がダイニングテーブルに戻もどってきた。

「も、もう我が慢まんできないよぉ。こ、こうなったら秘ひ密みつ兵へい器きを出すしかない」

「優子は少しも我慢してないだろ！　これだから最近の若わか者ものは堪こらえ性しようがないとか言われるんだよ！」

「わ、私とお兄にいちゃんは血が繋つながってないんだよ！」

「設せつ定ていを勝手に作るな！　話を盛もるな！　盛りすぎだ、優子は！」

「ま、ましろさんだって、さっきからモリモリしてるじゃん！　なんで優子にだけ言うの！　不公平だよ！」

「……」

「……」

　とっさに言葉が出てこなくて、空太は思わず黙だまっていた。無自覚なんだろうが、ましろまで口を噤つぐんでいる。ＴＶの前のソファに座すわってＴＶを眺めていた美み咲さきが、ずずっと湯ゆ呑のみのお茶を啜すすった。

　沈ちん黙もくが意味深な間を生んでいる。それも、奇き跡せき的てきに調和の取れた間だ。

「な、なんで黙るの？」

　さすがの優子でも何かを感じ取ったらしい。

「え？　あれ？　そ、そうなの？　ま、まさか……う、嘘うそだよね!?」

「あ、当たり前だろ。そんなことがあるはずない」

　必死に笑おうとしても、笑顔は引きつるだけだ。声こわ音ねはからからに乾かわいている。

　きょとんとして、何かに気づいて、考えて、最後に優子の表ひよう情じように表れたのは、驚きよう愕がくの色だった。

「い、今、ましろさんが言ったことって、全部ほんとなの!?」

「ほんとよ」

「おい、椎しい名な！」

「お、お母かあさ〜ん！　お、お、お、お兄ちゃんが、大変なことになってるよぉ！」

「すべて事実よ」

「俺おれが悪かった、椎名！　謝あやまるから、ここは俺に話を合わせてください！」

「それはできないわ」

「こんなにお願いしてるのに!?」

「嘘はよくないもの」

「やさしい嘘うそもあると思うんだよね！」

「どの道、もう手て遅おくれなんじゃないかな……」

　ましろの隣となりに座すわった七なな海みの意見はまったくもって正しい。呆あきれた顔をしている。

「誰だれか、人生の巻まき戻もどしボタンを押おしてください！　もしくは、タイムマシンを開発して！」

「空そら太たは、ましろちゃんとお付き合いをしているのかしら？」

　お皿を戸と棚だなにしまいながら、母親が声をかけてきた。

「つ、付き合ってないです」

「じゃあ、とりあえず、あとでじっくり話は聞かせてね」

　この状じよう況きようにおいても、母親はなぜだかうれしそうに笑っている。てか、母親がおっかない顔をしているのを見たことがない。父親が連絡もよこさずに夜遅おそくまで飲んで帰ってきたときだって、今と同じように微笑ほほえみを湛たたえていたのだ。ただ、あのときは、そんな母親の前で、ネクタイを頭に巻まいた父親が土ど下げ座ざをしていたような気はするけど……。

「こ、これはもう絶ぜつ対たいにプランＡを実行に移うつすしか手はないよ！　優ゆう子こはスイコーを受験する！」

「おお、それはびっくりだな〜」

　もはや、元気に突つっ込こむ気力もない。

「スイコーに乗り込んで、ましろさんからお兄にいちゃんを守ってあげるね」

「なら、わたしは優子にプランＣよ」

「ほふるのは禁きん止し！」

　七海の様子を窺うかがう。どうして空太が視し線せんを投げかけてきたのかわかっていない七海は「ん？」と小さく疑ぎ問もんの声を出していた。知らない方が幸せだ。まさか、以前、自分の抹まつ殺さつ計けい画かくが持ち上がっていたなどとは思うまい。あれがプランＣだったはずだ。

「出る杭くいは打たないと」

「安心しろ、椎しい名な。学力レベル的に、優子の発言はファンタジーだから」

「本気なんだって！」

　なんだかとても疲つかれたので、空太はダイニングテーブルを離はなれると、ＴＶの前で大人おとなしくしている美み咲さきの隣に座った。画面には明日の天てん気き予よ報ほうが映うつし出されている。

「明日も福岡は晴れか」

「あれ？　優子の受験の話って終わったんだっけ？」

「ああ、終わったよ。はじまる前から終わってる」

「え〜っと、さっきどこまで話したかというと……あれ？　終わってなくない？」

「優子、あなたのスイコー受験には、お父とうさんが反対しているでしょ？」

　キッチンから出てきた母親が口を挟はさんできた。

　考えてみれば、そもそも優子を溺でき愛あいしている父親が、遠方の高校に通うことを、そう簡かん単たんに許ゆるすはずがない。ケータイだって持たせてもらえていないのだから。

「だから、お兄にいちゃんがお父とうさんを説得すればいいと思う」

「どの辺が、だからなんだか」

「とにかく、お父さんを説得してくれるまで、お兄ちゃんはご飯はん抜ぬきだよ」

「そういうことは、少しは母かあさんの手伝いをするようになってから言うように」

　七なな海みは洗あらい物をしてくれたというのに……。

「お、お兄ちゃんにはお父さんを倒たおしてもらわないと困こまるの！」

「自分で倒せばいいだろ」

「私は、ましろさんを倒すのに忙いそがしいんだよぉ。絶ぜつ対たいに負けられない戦いがはじまったんだから！」

「その戦いやめてくれない？　不幸になるの俺おれだよね？」

「大だい丈じよう夫ぶよ、空そら太た」

「もうすでにこの状じよう態たいが大丈夫じゃないのに？」

　ほんとに力が入らない。

「すぐに片かた付づくわ」

「ま、負けないもん！　だから、お兄ちゃん、がんばってね！　お父さんを倒してね！」

　できれば、父親とはさしで話をしたくない。嫌きらいとかそういうのを抜きにして、潜せん在ざい的てきに苦にが手て意い識しきがある。

　そんなことを思っていると、風ふ呂ろ上がりの父親がビールを取りにやってきた。

　気配を感じて振ふり向いた空太と目が合うや否いなや、

「スイコーの受験など俺は認みとめないぞ」

　と、グラスにビールを注ぎながら言ってきた。

　どうやら、話は聞こえていたらしい。まあ、あれだけ騒さわげばそうだろう。

「断だん固ことして認めない。以上だ」

　話を完全に打ち切るように、父親はぐびっとグラスに注いだビールを飲み干ほして、さっさと寝しん室しつに引っ込こんでいった。

　その後ろ姿すがたを、空太と優ゆう子こは無言で見送った。取りつく島もないとはまさにこのことだ。

「……」

「……」

「さて、俺も部屋に戻もどるかな」

　これ以上、この環かん境きようにいたら身が持たない。精せい神しん崩ほう壊かいを起こしてしまいそうだ。ほんと、もう勘かん弁べんしてほしい。そんな思いでリビングから出て行こうとしていると、

「空太、あとでじっくり話を聞くって約束、忘わすれてないわよね？」

　と母親が笑顔で念を押おしてきた。

「は、はい。もちろん、覚えていますとも」

　心の中で深いため息を吐つく。初日からこんなんで無事に年を越こせるのだろうか。年が明けたら、ゲーム企き画かくオーディション『ゲーム作ろうぜ』のプレゼンテーション審しん査さも控ひかえていて、この冬休みの期間には、その準じゆん備びもしておかなければならないのだ。それこそが、今、空そら太たが最も優先しなければならないことでもある。

　なのに、前ぜん途と多た難なん。問題山積み。解かい決けつできるかどうかなんてわからない。

　でも、悩なやんだところで何の意味もないことを空太は知っていた。

「だって、もう、やるしかないんだもんな」

　独ひとり言は虚むなしく階段に響ひびいた。




　この日、空太は心の日記に次のような言葉を刻きざんだ。

　──正せい座ざで三時間。母かあさんに椎しい名なのことを説明するのが、今日一番大変だった……。
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　甚じん大だいな精せい神しん的てき被ひ害がいを受けることになったましろと優ゆう子こによる空そら太た争そう奪だつ戦せん。その翌よく日じつから、空太は気を取り直してプレゼンの準じゆん備びに本ほん腰ごしを入れることにした。

「よし、やるぞ！」

　せっかくの冬休み。学校にも行かなくていいので時間はたっぷり使える。

　朝から自室にこもって、企き画かく書しよを読み直し、説明の流れを考えていく。どの順番で何を話すかを考えて、足りていない情じよう報ほうは追加し、余よ分ぶんと感じた部分は削さく除じよする。

　方ほう針しんが固まったら、次は説明用のカンペの用意に取り掛かからなければならない。時間はたっぷり使えても、決して余よ裕ゆうがあるわけじゃないから、ひとつずつ着実にクリアしていく必要があった。

　書しよ類るい審しん査さで何度も落選を食らい、その上で、やっと勝ち取ったチャンスなのだ。無む駄だにはできない。

「今度こそは、結果を出す」

　前回……夏の終わりに挑ちよう戦せんしたプレゼンでは、望んだ結果を得られないどころか、上う手まくいったという実感がひとつも持てないままに終わってしまい、本当に悔くやしい思いをした。自分の考えの甘あまさや、薄うすさを痛つう感かんさせられた。

「あんな惨みじめなのは一度だけでいい」

　だからこそ、今回は完かん璧ぺきに準備をして、完璧なプレゼンテーションを行う。

　それが、空太が自分に課した目標だった。

　だけど、そんな空太のやる気とは裏うら腹はらに、開始から三日が経けい過かした二十八日の夜になっても、プレゼンの準備は順調に進んでいるとは言いがたい状じよう態たいだった。

　その原げん因いんは、毎日部屋に訪ねてくるふたりの人物にある。

「お兄にいちゃん、真ま面じ目めな顔してないで優子を甘やかしてよぉ」

　朝から晩ばんまで、遊んでほしいと優子が付きまとってくるのだ。その勢いきおいは一いつ緒しよに住んでいたとき以上で、

「お兄ちゃん、一緒にお風ふ呂ろ入ろう」

　などと昨日は言い出すし、今朝はトイレまでついてこようとする始末だった。妹はなかなか兄あに離ばなれをしてくれない。

　優子をそうまでさせる原因はわかっている。ましろだ。今もベッドの上で企画書の確かく認にんをしている空太の背せ中なかに、さも当然と言った顔でぴったりと寄より添そっている。優子はそれが面おも白しろくないらしい。対たい抗こう意い識しきをメラメラと燃もやしている。

「ましろさん、お兄ちゃんから離れて」

「優ゆう子こが離はなれて」

「お前らケンカをするな」

「お兄にいちゃんは、どっちの味方なの！」

「わたしの味方よ」

「バカな!?」

「どっちの味方でもないわ！」

　というようなやり取りを何度も繰くり返している。

　ベッドの上に三人も居い座すわっているものだから、狭せまくて仕方がない。だからと言って、空そら太たが場所を移うつしても、ふたりともくっついてくるので状じよう況きようは変わらない。昨日、勉べん強きよう机づくえの前に移い動どうしたら、ひとつの椅い子すに三人で座るはめになった。

　そんな状じよう態たいが、福岡に帰ってきてからずっと続いているのだ。

　おかげで、空太の周囲はとにかく騒さわがしい。この騒がしさを、少しは元気のない美み咲さきに分けてあげたい。

　日を追うごとに、美咲の言葉数は増ふえてきてはいる。空太や七なな海みが話しかければ、きちんと答えてくれるほどには回復している。でも、自分からは行動を起こさず、日中の殆ほとんどを、猫ねこのこまちとじゃれあったり、一いつ緒しよにひなたぼっこをしたりして過すごしていた。

　七海はというと、福岡に来てからずっと、空太の母親の家事を手伝ってくれている。掃そう除じ、洗せん濯たく、料理に洗あらい物まで。今日の昼間に至いたっては、近所のスーパーまで一緒に買い出しに行ってくれた。それには、空太も荷物持ちで同行した。

　そのときに、手伝いなんかいいと言ったのだけど、むしろ、やらせてほしいというのが七海からの返事だった。

「青あお山やま、養成所のオーディション近いだろ？」

「だからかな。何かしている方が、気がまぎれるの。時間があると、色々ネガティブなことばかり考えちゃうでしょ」

「準じゆん備びとか、練習とかしなくていいのか？」

「心の準備はしてるよ」

「てか、そもそも、オーディションってどんなことするんだ？」

「例年通りなら、項こう目もくは三つかな。ひとつ目は、決められた原げん稿こうの朗ろう読どく。これは、たぶん、来年早々に原稿をもらえると思う」

「ふ〜ん」

「ふたつ目は、普ふ通つうのお芝しば居い。と言っても、短めで殆どひとり芝居なんだって。これも、朗読の原稿と一緒に、台本をもらえるはず」

「三つ目は？」

「当日にお題が発表されて、即そつ興きようでアドリブのお芝居をするって聞いた。しかも、お題は全員バラバラでくじを引いて決めるんだって」

「最後のは、大変そうだな」

「そうだね。事前に準じゆん備びもできないし、出たとこ勝負だから。でも、そういう順じゆん応のう性せいも役者には必要なんだと思う。あと、底力が試されるって感じかな」

「なるほど……ってことは、ほんとに今はまだ心の準備くらいしかできないのか」

「私が無理に気を遣つかって、お手伝いをしてると思ってた？」

「いや、そういうわけじゃないけど」

　本当はそうなんだけど……。

「なんか引っかかる言い方。でも、そういうことだから。準備ができるのならしたいけど、今はそれもできないの。そういうのって落ち着かないでしょ？　神かん田だ君のお母さんのお手伝いをしている方が気が楽っていうのはほんと」

「そういうことならいいのかな。母かあさんも喜んでるし」

　というようなやり取りがあって、空太は七なな海みの意思を尊そん重ちようすることにしたのだ。逸はやる気持ちを抑おさえるのがどれほど難むずかしいかは、現げん在ざい進しん行こう形けいでそうした感かん情じようと戦っている空そら太たにはよくわかっていた。見えない重圧が体をじわじわと蝕むしばんでくるのだ。

　そうした焦しよう燥そうとは無む縁えんそうな顔をしたましろは、集しゆう中ちゆう状じよう態たいに突入したらしく、優子が騒さわいでも反応を返さなくなっていた。空太の背はい後ごに陣じん取どったまま、クロッキー帳にさらさらと鉛えん筆ぴつを走らせ、ネームの下書き作業をしている。

　それをチャンスと思ったのか、携けい帯たいゲーム機で遊んでいた優子が絡からんできた。

「お兄にいちゃん、こいつ、強いよ！　倒たおして！」

　なだめるのも面めん倒どうなので、とりあえず、さくっと難なん敵てきを倒してあげる。

　その後も、

「ここはどうするの？」

　と聞かれたり、

「こいつの攻こう略りやく法ほうは？」

　と懐なつかれたり、

「優子と遊んでよ〜」

　と甘あまえられたりして、もうほんとに全然プレゼンの準備どころではなかった。お腹なかに溜たまったストレスがふつふつと煮にえたぎっていく。

　そして、我が慢まんの限げん界かいは割わりとすぐにやってきた。いや、プレゼン準備で余よ裕ゆうがない中では、よく三日間も我慢できたと思う。

「お兄ちゃんが構かまってくれないから、優子つまんない」

　腕うでをぐいぐいと優子が引っ張ぱってくる。それがきっかけだった。

「あ〜、もう！　邪じや魔ますんなっ!!」

「ひゃあっ！」

　突とつ然ぜん、空そら太たが大きな声を出したものだから、優ゆう子こはおかしな悲鳴を上げた。勢いきおいで放り投げた企き画かく書しよの紙がはらはらと宙ちゆうを舞まう。

「俺おれ、この休みの間に、やっておきたいことがあるんだよ！」

「優子だって、冬休みはたくさんお兄にいちゃんと遊びたいよぉ」

「だいたい、お前、受験勉強はいいのか？」

「うっ……」

「来年はスイコーに通うんだろ？」

「今は……休きゆう憩けい中ちゆうなだけだもん」

　優子は俯うつむいてぶつぶつと言い訳わけをしている。帰ってきてから優子が勉強をしているところなど、一度も見ていない。

「ほんとに、スイコーに通いたいなら、せめてちゃんと勉強しろよ。そんなんじゃ親父が反対するのも当たり前だ」

「正しいことは人を傷きずつけるんだよ！　お兄ちゃんのバカ！」

　がばっと顔を上げた優子は、目にいっぱいの涙を溜ためていた。それから、両手で空太を突つき飛ばそうとして、でも、力が全然足りなくて、何がしたいのかわからないまま空太の部屋から飛び出していった。

　ばたんと隣となりの部屋のドアが勢いよく閉しまる。

「はあ」

　たまらずにため息がもれた。完全に集中力も途と切ぎれている。

　この状じよう況きようでも、ましろはクロッキー帳から顔を上げない。自分の作業に没ぼつ頭とうしている。

「ほんと、お前のこういうところはすごいって思うよ」

　もちろん、それにもましろは反はん応のうしない。

　そんなましろに触しよく発はつされた空太は、放り投げた企画書を拾い集めた。

　机つくえの前に移動して、美み咲さきから借りてきたノートパソコンを起動する。立ち上がるまでの時間を使って、直そうと思っている部分を見直した。

　その後しばらくは、カタカタとキーボードを打つことに専せん念ねんした。

　すでに方ほう針しんを決めていた企画書の修しゆう正せいには、それほど時間はかからず、一時間ほどで資し料りようは整った。あとは気になっているゲームフローの説明部分を、もう少し簡かん潔けつに表ひよう現げんするだけだろうか。

　それで、今やろうと思っていた作業は完かん了りようする。

　だいぶ見やすく、わかりやすく仕上がっていると思う。以前、ましろに描かいてもらった絵え素そ材ざいのおかげもあって、余よ分ぶんな説明文章を省くことができた。でも、どこまで作り込こめば、準じゆん備び万ばん端たんと言えるのか。目標としている完かん璧ぺきに近づけるのか。その正せい解かいが見えてないため、作業を続けても、不安は蓄ちく積せきされるばかりで、落ち着かない気持ちが空そら太たの下した腹ばらの辺りを疼うずかせていた。

　そうした感情から目を背そむけるように、空太は座すわったまま体を後ろに大きく反らした。

　逆さかさまになったましろがネームを読み返している。真しん剣けんな眼まな差ざし。ぶれることのない意思がそこにある。

「そういや、椎しい名な」

　返事があるかは五分五分。

「なに？」

　ましろの目は作業に集中したままだ。

「三話目の原げん稿こうって大丈夫なのか？　来月発売の雑ざつ誌しにも載のるんだろ？」

　雑誌の発売は毎月二十日。限げん界かいまで引き伸ばせば、一週間くらい前の入稿でも間に合うらしいが、それは本来のスケジュールではない。年明け早々には、できていないといけないはずだ。

「もう終わってるわ。綾あや乃のに渡わたしてある」

「あ、そうなの？」

「指、ケガして……治ってからは、ちゃんとやった」

　ましろが何かを期待する目を向けてきたので、空太は体を起こすと、椅い子すを回転させてベッドの方に向き直った。

「そっか。うん……それでこそ椎名だ」

「……うん」

「……」

「……」

　会話が途と切ぎれても、ましろは視し線せんを外さない。クロッキー帳をめくる手は止まっている。

「な、なんだよ」

「これであってる？」

「え？」

「空太の好きなわたし」

「なっ！　お前な……」

　クリスマスイブの夜は、そういう雰ふん囲い気きだったせいもあるけど、よくあれを言えたと思う。

　──俺おれはあのときからずっと、そういう椎名が好きなんだ

　やるべき目標にとことん一いち途ずで、わき目も振ふらずにそれだけを追いかける姿すがた……。

「答えて」

　適てき当とうにごまかそうとした空太の言葉は、ましろによって封ふう殺さつされてしまった。

「……」

　ましろが見ている。透すき通った瞳ひとみで見ている。普ふ段だんなら光る強さが宿っているのに、今は少しだけ自信が揺ゆらいでいるように思えた。不安がそこにあるように感じた。気のせいかもしれないけど。

　だから、空そら太たは本当のことを言うしかなかった。

「あ、あってるよ」

「よかった」

　安心したのか、ましろがわずかに口元を緩ゆるめた。注意深く見ていなければ、きっと気づかなかっただろう。でも、それに空太は気づいていた。

　そんな顔をされると、封ふう印いんしたつもりの感かん情じようが、またしてもその蓋ふたを押おし開けて、隙すき間まから顔を覗のぞかせてくる。部屋にふたりきりで、ましろはすぐそこにいて、もっと別の話をしたり、その肌はだに触ふれてみたいという気持ちを、見て見ぬふりでやり過すごすのは簡かん単たんじゃない。でも、まだそのときじゃないと自分で決めた。今はプレゼンに集中すべきだ。

「完かん璧ぺきすぎるくらい、お前は完璧なんだよ。ほんとはさ……」

　その声は小さすぎて、ましろには届とどかない。いや、聞こえていたのかもしれない。でも、どちらにしても結果は同じだ。ましろは少し表ひよう情じようをやわらげたままではあったけど、すでに作業に没ぼつ頭とうしていたから。

　負けられないなんて考えるのは、おこがましいのかもしれない。それでも、体を熱くするようなエネルギーがそこから生まれてくる。それはとても心地よいものだ。

　空太は机つくえに向き直り、ノーパソを操そう作さして表示をスライドショーに変へん更こうした。口に出しながら、カンペの用意をはじめた。

　企き画かくの意図、ゲームの概がい要よう、コンセプト、ターゲット、ベネフィットの柱をわかりやすい言葉でまとめていく。

　今日カンペがまとまれば、明日からは七なな海みや美み咲さきに発表練習を手伝ってもらいつつ、資し料りようや説明のバージョンアップを図ればいい。

「……でも、それで完璧になるのか？」

　口に出した疑ぎ問もんは、空太の胸むねをもやもやとさせた。今やっている準じゆん備びは、前回の焼き増ましに過すぎない。

　今思い返すと、夏に経けい験けんしたプレゼンでは、審しん査さ員いんとの空気が噛かみ合っていないように感じた。途と中ちゆうで、頭が真っ白になるというハプニングはあったけど、予定していた説明は最後までやり遂とげたのに……。まるで手て応ごたえがなかったのだ。

「何か、間ま違ちがえてるのかな……」

　だとしたら、それはなんだろう。目に見えていないものを頭の中で探さがすのは難むずかしい。

　じっと座すわっていられず、立ち上がった空太は、狭せまい室内でぐるぐると徘はい徊かいをはじめた。何か思いつけば立ち止まり、いまいちだと思って再び歩き出す。

　途中、ましろに声をかけられ、

「空そら太た」

「ん？」

「サルのものまね？」

「するか！」

「オランウータンね」

「違ちがうわ！」

　というやり取りを挟はさみつつ、三十分ほど考えてはみたけど、いい案は何も思い浮うかばなかった。

「こういうときは誰だれかに相談だな」

　ひとりで考えても悪い方向に煮に詰つまっていくだけだ。

　頼たよりになるのは、さくら荘そうの隣りん室しつに住むクラスメイト。赤あか坂さか龍りゆう之の介すけだ。ただ、プログラマーとしての実力は折り紙つきだが、龍之介にも弱点はある。まさに、プレゼンはそのひとつ。機械との対話は得意でも、人との対話に関しては色々と難なん儀ぎな人物である。

　でも、他に頼れる相手もいない。

　空太はチャットソフトを立ち上げると、龍之介のアカウントを探さがした。

　都合のいいことに、龍之介はログイン済ずみだ。


　──赤坂、今、時間ある？

　──龍之介様はただいま、かくかくしかじかです



　返事をくれたのは、龍之介が開発した自動メール返信プログラムのＡＩこと、メイドちゃんだった。日々、機き能のうが拡かく張ちようされており、見ての通りチャットにも対たい応おうしている。


　──かくかくしかじかってどういうこと!?

　──あれ、おかしいですね。説明が面めん倒どうだと感じたときには、このように表ひよう現げんすることで、万事相手に物事が伝わる機能が人類には備そなわっていると、先日拝はい見けんした文ぶん献けんの中に出ていたのですが？

　──そんな便利な機能はないし、それに、今さらっと、メイドちゃん面倒って言ったでしょ!?



　メイドが職しよく務む怠たい慢まんでいいのだろうか。人間味が増ます一方で、メイドちゃんの役やく割わり的てきには、なくてもいい機能がどんどん追加されていっているような気がする。龍之介は何を作り出そうとしているんだろうか。


　──あら、嫌いやだ、空太様ったら。もちろん、今のはジョークですよ。軽やかでハイセンスなメイドちゃんジョークです。メイド界では常じよう識しきですよ？

　──メイド界ってなに？　冥めい土ど界かいじゃないよね？

　──それはそうと、相談とはなんでしょうか？

　──質しつ問もんは無む視しですか？　そうですよね

　──外国産の害虫が送ってくるメールの処理をする傍かたわらで、ちょちょいと片かた付けて差し上げます



　まだリタとやりあっているようだ……。


　──単刀直入に言いますと、『ゲーム作ろうぜ』のプレゼンのことです

　──プレゼンテーションですか

　──そうです。今準じゆん備びを進めているんですが、そもそも、いいプレゼンっていうのが、どんなのかわからなくて、ちょっと悩なやんでいます

　──では、立場を変えて考えてみてはいかがでしょうか

　──立場？

　──空そら太た様がプレゼンを聞く側に立った場合、どのような企き画かく書しよでどのような説明をされたら、それを評ひよう価かするのですか？

　──なるほど、視し点てんを変えてみるってことか

　──これはプレゼンに限かぎった話ではありませんが、相手がいる場合の事こと柄がらにおいては、その相手の気持ちを理り解かいすることが、成功への鍵かぎになるはずですよ。プレゼンの場合は、どのように考えればいいか、おわかりですよね？

　──すいません。念のためにお聞きしてもよろしいでしょうか

　──端たん的てきに申し上げるのでしたら、そうですね、『相手が興きよう味みを持っている話』を組み込こむことが重要だと思います

　──ああ、なるほど



　というか、こんなことまでわかるメイドちゃんの性せい能のうに驚きだ。たぶん、空太より優ゆう秀しゆうだ……。空太がさくら荘そうにやってきたばかりの頃ころは、もっとおバカだったのに……。

「相手が興味を持っている話をする……か」

　ものすごい説得力がある。自分の話したいことを一方的に伝えるだけでは、興味を持ってもらうのは確たしかに難むずかしいかもしれない。好みは人それぞれに違ちがうのだし。

　──日にち常じよう生せい活かつでも同じではありませんか？　共通のご趣しゆ味みがあれば、話もしやすく、友人にもなれるでしょう。逆に、好きなものが合わない相手と相そう互ご理り解かいを深めるには、時間がかかるものではないかと思いますが

　なんかわかった気がした。少なくとも、どの方向に手を伸のばせばいいのかは、イメージがわいてきた。これが上う手まく行けば、プレゼンの内ない容ようを飛ひ躍やく的てきに向上させられそうだ。


　──メイドちゃん、ありがとう

　──そんなに感かん謝しやしていただくほどのことではありませんよ

　──いやいや、めちゃくちゃ参考になったよ。できれば、何かお礼をしたいくらいだ

　──そうですか？　では、お言葉に甘あまえてひとつ空太様にお願いがございます

　──なんだろう

　──イギリスまでひとっ飛びして、一名ほど沈（ちん）していただけないでしょうか



　ものすごい依い頼らいが来てしまった。


　──ごめん。俺おれ、そういう系けい統とうの仕事はしてないんだよね

　──あら、いやだ。もちろん、本気ですよ？

　──そこは冗談ですよって言うところでしょ！

　──結果の報ほう告こく、楽しみにしておきますね

　──それ、プレゼンの結果だよね!?



　メイドちゃんからの返事はない。自動でログアウトする機き能のうも追加されているようだ。

「最後のあれは聞かなかったことにしよう」

　それがいいと心の中で繰くり返しつつ、空そら太たはチャットソフトを閉とじた。

　せっかくいい話を聞いたのだ。これを生かさない手はない。

「相手が興きよう味みを持っている話か……」

　考え方としてはそれでいい。あとは、それが『何か』ということだ。

　う〜んと唸うなりながら頭を捻ひねる。メモ帳を出して、思いついた言葉や、連想して出てきた単語を並ならべてみる。ゲーム、企き画かく内ない容よう、面おも白しろさ、ターゲット、コンセプト、ベネフィット、遊び方、システム、操そう作さ方ほう法ほう……どれも、すでに企画書に書いてある。

　そんなことを、うんうん言いながら、一時間ほど続けた。

「……わからん」

　仰あお向むけになる勢いきおいで、椅い子すの背せもたれに寄よりかかった。横目に映うつったましろは、体たい育いく座ずわりをして、今も黙もく々もくと手を動かしているだけだ。

　ノックの音で、空太は視し線せんをドアに向けた。

「どうぞ」

　少し遅おくれてドアがわずかに開いた。隙すき間まから顔を覗のぞかせてきたのは優ゆう子こだ。

「お、お兄にいちゃん、今ちょっといい？」

「なんだ？」

「そ、その……さっきはごめんなさい」

「別に、もう怒おこってないよ」

「ほんと？」

「ほんとだって。俺おれもさっきは苛いら々いらして悪かった。ごめんな」

「ううん。優子が邪じや魔ましたのがいけないから。でもね、あのね……お兄ちゃんにお願いがあるの」

「お願い？」

　ゆっくりとドアが全部開いた。

「あ、あのね」

　でも、まだ怒られたことを気にしているのか歯切れが悪い。

「ほんとに怒おこってないし、怒らないから言ってみ」

「う、うん。勉強だったら、教えてくれる？」

　見れば、優ゆう子こは胸むねに数学の参考書を抱だいている。

「わからないところがあるの」

「わからないところしかないんじゃないのか？」

　空そら太たがからかうように言うと、

「す、少しくらいはわかるよぉ」

　と優子がふてくされたように笑った。

「少しか。ま、いいよ。勉強だったら見てやる」

　いい気き分ぶん転てん換かんになるかもしれない。

「ほんと？　やった〜！　じゃあ、優子の部屋でしよう」

　どたどたと部屋に入ってきた優子が空太の腕うでを引っ張ぱる。ましろと目が合うと、うぅ〜と低く唸うなって威い嚇かくすることも忘わすれない。

「早く早く」

　空太は優子に腕を引かれて、部屋から連れ出された。そして、隣となりの優子の部屋に連れ込まれる。

　その後ろからは、ちゃっかりましろもついてきて、空太と優子の視し線せんなど気にした様子もなく、無む表ひよう情じようで優子のベッドの上に自分の居い場ば所しよを作っていた。

「なんで、ましろさんまでついてくるの！」

「空太がいるから」

「な、なんて説得力のある理由……」

　優子が思わずたじろいでいる。

「え？　今のどこに説得力があった？」

　よくわからないところで、ましろと優子は共通の価か値ち観かんを持っているようだ。

　それにしても、妹の部屋に入るのは久ひさしぶりだ。以前と何か変わったかというとあまり何も変わっていない。ぬいぐるみがたくさんある。少しよう女じよ漫まん画がも昔から好きなので、コミックや、購こう読どくしている雑ざつ誌しがぎっしりと本ほん棚だなに並んでいた。そして、その雑誌に、空太は見覚えがあった。

　手を伸のばしてぱらぱらとめくる。間ま違ちがいない。ましろの漫画が掲けい載さいされている雑誌だ。

「なあ、優子」

「なに？」

「これ、どの漫画が面おも白しろい？」

「う〜んとね。今、私のオススメはこれ」

　空太の手の上で、優子がページをめくる。開いたページは、驚おどろいたことにましろの漫画だった。

「椎しい名なましろ先生っていう人が描かいてるやつ。まだ、はじまって二回目なんだけど、絵がすっごい綺き麗れいなの。お話はアラケズリなんだけど、きっとこれはビッグになるね！」

「そ、そうか」

「……あ、あれ？　そういえば、ましろさんも、同じ名前だねぇ」

「そりゃあ、この漫まん画がの作者だからな」

「へ〜、そうなんだ」

「……」

「……」

　空そら太たの顔を見上げたまま、優ゆう子こがぱちくりと瞬まばたきを繰くり返している。

　それから、わなわなと唇くちびるを震ふるわせて、

「え〜！　作者!?」

　と驚おどろきの声を上げた。

「だ、だって、え？　嘘うそだ〜、そんなわけ……」

「椎名、絵、見せてあげて」

　目で返事をすると、ましろはクロッキー帳をひっくり返して、描えがかれたキャラクターの絵を見せてくれた。ネームの下書きですら殆ほとんど実線なので、うっかりすると本物の原げん稿こうと見み間ま違ちがえてしまいそうだ。

「ほんとのほんとに本物!?」

「本物だよ」

「すごい！　尊そん敬けいしてます！　ファンです！　あ、でも、漫画は好きだけど、ましろさんはお兄にいちゃんをゆーわくするから好きになりません！」

「なに言ってんだ、お前は」

「だから、サインください！」

「どの辺が、だから？」

　ましろは差し出されたノートを受け取ると、さらさらとアルファベットのサインをしていた。おまけに漫画のメインキャラクターの絵を添そえている。

「すご〜い！　はや〜い！　うま〜い！」

　優子が感かん激げきしている。

「牛ぎゆう丼どんみたいなだな、おい」

「でも、お兄ちゃんはあげないもん」

「だから、お前はなにを言ってんの？　俺おれの所しよ有ゆう権けんは俺にあるんだよね？　違ちがうの？」

「うわ〜、感激だな〜、すごいな〜。でも、お兄ちゃんは、ダメ！」

　感動したり、威い嚇かくしたり、尊敬したり、牽けん制せいしたり、優子は大おお忙いそがしだ。

「おい、優子、勉強はどうした」

「お願いします！」

　敬けい礼れいのポーズを取ったあとで、優ゆう子こが机つくえの前に座すわった。その脇わきに、空そら太たは折り畳たたみ式の椅い子すを持ってきて、背せもたれを前にして腰こしかけた。ましろは何事もなく、自分の作業に戻もどっている。たぶん、優子の発言も殆ほとんど届とどいてはいなかったのだろう。

　優子が開いた参考書は、意外なことに使い込こんだ跡あとがあった。書き込みもしてあるし、単たん純じゆんに汚よごれてもいる。空太が知る限かぎり、優子は試験前だろうがまったく勉強をしない。完全に放ほう棄きしている感じで、自室に机はあっても、五分と座っていられない性せい格かくだったのに。

　それとなく、机の本ほん棚だなを確かく認にんする。数学だけじゃなく、英語、国語、理科、社会の参考書や入試の問題集がある。半分くらいは空太が使ったもののお下がりだ。優子が練習問題を解といているうちに、空太は本棚から一いつ冊さつの問題集を手に取った。

　ぱらぱらとめくっていく。一通り使った形けい跡せきがあった。意外と真ま面じ目めに受験勉強をしているようだ。本気でスイコーに行きたいと思っているのかもしれない。

　ただ、中学一年生レベルの練習問題に苦戦しているところを見ると、スイコーに合ごう格かくするには、まだまだ学力が足りていない。

　芸大の付ふ属ぞく校こうという少し変わった高校のせいか、県外からの受験生も多く、競きよう争そう率りつは例年五倍を超こえる。試験は、英語、数学、国語、理科、社会の五科目で行われ、その上、面めん接せつまであるのだ。

　精せい神しん構こう造ぞうが非ひ常じように幼い優子にとっては、面接も相当厄やつ介かいだろう。

　けど、ネガティブな意見を口にして、優子の前向きな気持ちに水を差すこともない。

「なあ、優子」

「なあに？」

　数式と格かく闘とうしていた優子が顔を上げる。

「スイコーの試験っていつなんだ？」

「二月十三日だよ。バレンタインイブだから、お兄にいちゃんに本命チョコを持っていくね！」

「変な言葉を作るな。んで、本命は重いから、それは親父にでもあげてくれ。泣いて喜ぶと思うぞ」

　空太は素そっ気けない態たい度どを取りつつも、黙もく々もくと作業を続けるましろの様子を横目に映うつしていた。今年こそは、家族以外からチョコをもらえるんだろうか。思わず、そんなことを考えている自分に気づき、空太は違ちがう違うと首を左右に振った。

「それよか、優子。あと一ヵ月半しかないのに、一年生の復習をしていて大だい丈じよう夫ぶなのか？」

「だから、今からお兄ちゃんにヤマを教えてもらうんだよ。お兄ちゃんもそれで受かったんでしょ？」

　笑顔でバカなことを言ってきたので、とりあえず脳のう天てんにチョップを叩たたき込む。

「いたいよぉ！」

「俺おれは一いち応おう、それなりに勉強をがんばったんだ」

「え〜、優ゆう子こ、お兄にいちゃんが勉強してるのなんて見たことない」

「それは、優子が寝ねたあとでやってたんだよ」

　これは本当だ。毎日、母親に夜食を作ってもらっていたのをふと思い出した。

「ほら、勉強の続き」

「話しかけてきたのは、お兄ちゃんじゃん」

「その点はすまん」

　再び数式と格かく闘とうを開始した優子に、ヒントを出してあげつつ、空そら太たは手に持っていた問題集を棚たなに戻もどした。

　しばらく、優子に勉強を教えていると、ドアがノックされた。

「はい、どうぞ」

　優子に代わって返事をしておく。

　母親だろうと思っていたのだが、開いたドアの陰かげから現あらわれたのは七なな海みだった。母親に頼たのまれたのだろう。夜食とお茶を載のせたお盆ぼんを持っている。

「中、いいかな？」

「わざわざそんなことを言ってくれるのは、青あお山やまだけだよ」

　それに、小さく七海が笑う。

「じゃあ、お邪じや魔まします」

　七海は持ってきたお盆を、部屋の真ん中にある折り畳たたみ式のテーブルの上に置いた。そのままその前に座すわって、急きゆう須すからお茶を注ぐ。空太は立ち上る湯気をぼんやり眺ながめてから何なに気げなく時計を見た。

「もう、こんな時間だったんだ」

　夜の十時を回っている。

「お腹なか空いてたら食べて」

　七海に差し出されたおにぎりを空太は手に取った。今日はまだ作業を続けるつもりでいたので、このタイミングでの燃ねん料りよう補ほ給きゆうは助かる。

　パリパリの海の苔りの食しよつ感かんがいい。ご飯は高菜を一いつ緒しよに炒いためたチャーハン風になっていて、それは空太にとって懐なつかしい味でもあった。受験生だったときに、母親がよく作ってくれていた夜食だ。

「これ、久ひさしぶりだな」

「わ〜い、ありがとう、七海さん」

　すぐさま机つくえから離はなれた優子がテーブルに飛びつく。大きな口を開けておにぎりに食らいついた。

「ましろも、まだ起きてるなら食べる？」

「うん」

　気がつくと、ましろが鉛えん筆ぴつを置いている。七なな海みから手て渡わたされたおにぎりを小さな口で少しずつ食べていく。

「青あお山やまは食べないの？」

「こんな時間に炭水化物を取る度ど胸きようはありません」

　少し拗すねたような口調だ。きっと、体重のことでも気にしているのだろう。少しも太っているようには見えないのだが……。

「神かん田だ君、準じゆん備びは順調？」

「ん？　まあ、順調になりそうな感じかな」

「なにそれ？」

「さっき赤あか坂さかっていうか、メイドちゃんに相談してアドバイスをもらったんだ。ひとつ、考えないといけないことがあるんだけど、いい案が思いつけば、いい感じになる予感はしてる」

「ふ〜ん。アドバイスって？」

「自分のしたい話だけをするんじゃなくて、審しん査さ員いんの聞きたいと思っている話をしろってさ」

「……あ〜、なるほど」

「で、相談だけど、青山が審査員だったら、プレゼンでどんな話を聞きたいと思う？」

「私？　う〜ん、どうだろう。ゲームのことはよくわからないし」

「いや、なんでもいいから思ったことを聞かせてくれるとありがたい。自分でも考えてみたんだけど、同じところをぐるぐる回っちゃってさ。違ちがう視し点てんの意見がほしいというか」

「だったら、そうだなあ……。会社の偉えらい人だったら、売れるか、売れないかで話を聞きそうな気はするよね」

「ああ、確たしかにそうかも」

　ゲームが面おも白しろいか、面白くないかだけを考えていたから気がつかなかった。普ふ通つうに考えれば、売れるイメージを抱いだける方がいいに決まっている。

　最近は、「面白ければ売れるというわけではない」なんて言葉も、雑ざつ誌しのクリエイターインタビューで見かけるのだし……。

　商売として勝算があるという話には、きっと興きよう味みを持ってもらえる。

　でも、これはクリエイターの考えることなんだろうか。企画の面白さや、目新しさを追求することが本来の姿すがたであって、それをどう売るかは別の話のような気がする。

　それに、面白いアイディアを考えることには気持ちが前を向くけど、いざ、売れるものを考えろと言われると、少し窮きゆう屈くつに感じるのはなぜだろう。

「……」

「神田君？」

　いや、でも、ネガティブな理由を並ならべて、可か能のう性せいを閉とざしてしまってはもったいない。今は選り好みをしている場合じゃないのだ。

　それに、プレゼンが成功し、作品として世に送り出すことになれば、やはり、企画の面白さをユーザーに伝えるための努力は必要となるだろう。

　面白くても、認にん知ち度どが低くて販はん売ばい本ほん数すうはいまいちなんてゲームはたくさんある。プレゼンの審しん査さ員いんに対して、商業的な成功のビジョンを提てい示じすることは、実はものすごく当たり前のことなのかもしれない。むしろ、作品の面白さを表ひよう現げんするよりも、重要なことであるような気さえしてきた。

　それこそが、作品の魅み力りよくをアピールするってことなんじゃないんだろうか。

「ごめん。私、変なこと言った？」

「あ、いや、むしろ、助かった」

　こういうとき、人の意見を聞けるのは本当にありがたい。自分の頭だけで考えていたら、思考が一方向に偏かたよってしまうから。

「うん、ちょっと、やれそうな気がしてきた」

「だったら、よかったけど」

「これ、結けつ構こう、すごい発見かも。ありがとな、青あお山やま」

「そんな、別に、普ふ通つうのことだと思うよ？」

　ずっと同じことをひとりで考えていると、その普通のことが意外と見えなくなるのだ。

　お腹なかも減へっていたせいか、空そら太たは話をしている間に、おにぎりをふたつ食べ終えていた。

「ごちそうさま」

「……」

　一息吐つくと、妙に七なな海みの視し線せんを感じた。

「ん？　なに？」

「……なんでもない」

「……」

「なんでもないよ」

「なんで、二度言うかな？」

　この態たい度どは、どう考えても、なんでもあるという意思表示だ。下を見たまま、七海が湯ゆ呑のみのお茶を勧すすめてくる。

「おにぎり」

「おにぎり？」

「どう……だった？」

　上うわ目め遣づかいでちらちらと空太を見てくる七海は、その目に期待を宿していた。

「美う味まかったよ」

「そっか」

「うん、美う味まかった」

「そ、それならいいの……」

「俺おれはまったくよくないんだけど……はっ！　さては、ひとつだけ大量のワサビが練り込こまれているとか!?　椎しい名な、優ゆう子こ、大だい丈じよう夫ぶか？」

「そんなわけないでしょ！　もう……せっかく、作ってきたのに」

「え？」

「……作り方を教わって、私が作ったの」

　馴な染じみのある懐なつかしい味だったから全然気づかなかった。てっきり、母親が作ったんだと思い込んでいた。

「母かあさん、そんなことまで青あお山やまにさせてるのか。ほんとごめん」

「やりたくて、やってるから、謝あやまられても困こまるよ。それに、台本が来たら、私もオーディションの練習、神かん田だ君に付き合ってもらうつもりだから」

「夜食で恩おんを売らなくても、俺、青山の手伝いならなんでもするぞ」

　空そら太たの発言に、七なな海みは大きく目を見開いた。

「そんなに驚おどろくことですか？」

「どうして？」

　今度は真しん剣けんな顔で聞いてくる。

「そりゃ、青山にはオーディションに合格してほしいから」

「どうして？」

　再ふたたび同じ質しつ問もんが飛んできた。

「青山が努力してるのを、一年のときから、ずっと見てきたからかな。生活費や、養成所のレッスン料も自分でバイトして稼かせいでさ。そういうの、知ってるから、俺は」

　クラスの友達に、放課後カラオケに行こうと誘さそわれても、日曜日に買い物に行こうと声をかけられても、「ごめん」と答えるしかなかった七海の姿すがたを何度も見てきた。

　そうした意味では、七海もまた普通の高校生であることを捨すてて、ましろのように打ち込んできたものがあるのだ。上う手まく行ってほしいと思うし、ダメだった姿なんか見たくはない。きっと、耐たえられないと思うから。

「努力をしてるのは、養成所のみんながそうだよ。私だけってわけじゃない」

「俺は青山のことしか知らないから、青山を応おう援えんするに決まってる」

「そうなんだ」

「……本当は、自分のためなのかもしれないけどさ」

　話しているうちに、胸むねの真ん中にある感かん情じようが芽生えていた。

「自分のためって？」

「努力は報むくわれるってことを、青山に証しよう明めいしてほしいのかもしれない」

「……」

　口に出したことで、それが自分の本音だと空そら太たは気づいた。

「悪い、今、余計なこと言った」

「ううん。じゃあ、神かん田だ君のためにも合ごう格かくしないとね」

「まず自分のためだろ？」

「もちろん。そのためにやってきたんだから」

「お互たがい、がんばろうな」

「うん」

　空太はプレゼン。七なな海みはオーディションだ。

「……」

　視し線せんを感じて横を向くと、ましろがじっとふたりを見ていた。おにぎりは食べ終わったらしい。先に食べ終わっていた優ゆう子こは机つくえに戻もどって勉強を再さい開かいしている。

「どうした、椎しい名な？」

「わたしには聞かないの？」

「え？」

　なんのことだろうか。

「私が審しん査さ員いんだったらっていう、さっきのやつじゃない？」

「そうよ」

　ましろは自信たっぷりだ。

「お、なにか、名案があるのか？」

「ないわ」

「それでよく堂々と済すんだ話題を引っ張ぱり出してきたな！」

「……」

　途と端たんにましろがむっとした空気を漂ただよわせる。

「今の流れのどこに、機き嫌げんを損そこねる要よう素そがあったかな？」

「損ねてないわ」

「あからさまに不機嫌になってるだろ。あんま顔に出ないからわかりにくいけど、最近、ちょっとわかるようになってきたぞ」

「わたしは、ただ……」

「ただ？」

「わたしも、一いつ緒しよにがんばりたい」

　部屋は突とつ然ぜん静かになった。ましろの言葉がゆっくりと体に染しみ込こんでくる。

　大切な一言だったような気がする。だけど、空太が返したのは平へい凡ぼんな感かん情じようだった。

「椎名は、十分すぎるくらいがんばってるだろ」

「うん、私もそう思う」

　七なな海みが同意してくれた。

「違ちがうわ」

　でも、ましろとは気持ちが揃そろわない。

「違うって、なにが？」

「空そら太たや七海と一緒がいいわ」

「椎しい名な……」

「……」

　俯うつむいたましろは、床ゆかの一点をじっと見つめている。

「最近、わからないことがたくさんある」

「……ましろ」

　空太の隣となりでは、七海がかける言葉を必死に探さがしている様子だった。けど、適てき切せつな言葉を探し出すことはできなかったようで、困こまったように空太に視し線せんを投げかけてきた。

「リタに相談してくる」

「お、おう」

　ましろはベッドから立ち上がると、クロッキー帳を胸むねに抱だいて、音もなく部屋から出て行った。ケータイを取りに向かったのだろうか。

　それと入れ替かわりで、部屋に母親が顔を出した。

「あら、寝ちゃったの」

　なんのことかと思って優ゆう子こを見ると、机つくえの前で豪ごう快かいに船をこいでいる。しかも、よだれまで垂たらして……。

　時計を見ると、十一時を回ったところだった。

「もうこんな時間だし、優子にしては遅おそい方でしょ」

　空太の知る限り、優子は毎日九時半には寝ねていたはずだ。

「優子、最近は遅くまで勉強しているのよ」

「そうなの？」

「毎日、十二時くらいまではやってるかな」

「ふ〜ん」

「『そんなバカな！』とか言わないの？」

「参考書とか、問題集を見ればね。勉強してるのはわかるよ」

　優子は空太がましろたちを連れてきたから、それに対たい抗こうしようとしてスイコーを受験したいとか言い出したわけではないようだ。優子なりに、あの学校に通いたいという理由があるのだろう。それがあることを不思議には思わない。

　あの街で生まれ育ったからこそ、スイコーに魅み力りよくを感じる気持ちはわかる。学校なのに、そこに通う生徒たちの姿すがたは、外からでも楽しそうに見えたから……。そして、それがただの思い込こみではなかったことを、空そら太たは知っている。高校に入って、世界が広がった。さくら荘そうに島流しにされて人生最大の衝しよう撃げきを受けた。今はこうして、目標だって見つかった。それだけ刺し激げきに溢あふれた学校なのだ。

「だけど、困こまったことに、お父とうさんは優ゆう子このスイコー受験に反対なのよね」

「どうして、俺おれに言うかな。母かあさんから親父に言えば、一発で許ゆるしてくれるでしょ」

　なんせ、あの父親は母親には頭が上がらないのだ。

「結果の見えた勝負なんて面白くないと思わない？」

　時々、母親がわからなくなる。いつもは温和でちょっとふわふわしているのに、何事にも意思はしっかりと持っている。

「それに、優子に頼たのまれたのは空太でしょ？」

「じゃあ、親父に言っといてよ。時間あるときでいいから話あるって」

「空太は昔から優子に弱いわよね」

「余よ計けいなことは言わなくていいから」

「はいはい」

　なんだか母親はご機き嫌げんだ。

「あ、そうだ、七なな海みちゃん」

「は、はい」

　母親の手て招まねきに、返事をしながら七海が身を寄よせる。

「おにぎり、どうだった？」

「ば、ばっちりでした」

　ふたりしてこそこそと何か話している。

　目の前の内ない緒しよ話ばなしを見ているのは居い心地ごこちが悪いので、空太は優子を起こすことにした。

「おい、優子。寝ねるならベッドで寝ろよ」

「う〜、眠ねむいよぉ。お兄にいちゃんが一いつ緒しよに寝てくれるなら起きる」

「甘あまえたことを言うな」

　ぺちっと頭を軽く叩たたく。

「え〜、どうして？　昔は一緒に寝てたのに」

「中三にもなった妹と寝られるか」

「やだ、お兄ちゃん。優子のこと意い識しきしてるの？」

　なんだかちょっと優子はうれしそうだ。

「いや、意識する要よう素そがまったくないだろ」

「優子のオトナな部分を見てもないくせに」

「よし、目は覚めたな。今のうちに、歯を磨みがいて、ベッドに移い動どうしろ」

「うっ！　誘ゆう導どう尋じん問もんとは卑ひ怯きようだ！」

　これは別に尋問でもないし、卑怯でもないと思う。

「で、でも、ベッドにはましろさんが……消えた!?」

「椎しい名なは客間に帰ったよ」

　この様子では、今日はもうお開きだろう。

　空そら太たは自分の部屋に戻もどると宣せん言げんして、優ゆう子この側を離はなれた。

「母かあさん、さっきのこと、頼たのんだから」

　部屋を出る際さいに、念のためもう一度伝えておく。

「はいはい」

「お兄にいちゃん、なんのこと？」

「いずれわかるから期待しないで待ってろ」

　それだけ言って、今度こそ空太は部屋を出た。

　後ろから七なな海みがついてくる。

「妹に甘あまいとか思っている？」

「冷たいよりはいいと思ってる」

　短いやり取りのあと、空太は部屋の前で七海と別れた。

　あくびが出る。

　けど、今日はまだ作業をしておきたい。せっかく、可か能のう性せいが見えたのだから。

　そう意い気き込ごんで、自分の部屋に入った瞬しゆん間かん、空太の動きはぴたりと止まった。

　ベッドにましろが寝ねている。体を丸めた格かつ好こうで、気持ちよさそうに寝息を立てていた。胸むな元もとに引き寄よせられた両手には、開いたままのケータイが握にぎられている。寝返りを打った際に、へし折ってくれそうで危あぶなっかしい。

　ましろの手からケータイを抜ぬき取る。閉とじるときに、短い文面が見えてしまった。

　──空太が冷たいわ

　なんとも不本意な内ない容ようだ。他にはどんなことを書いてあるのだろう。ちょっと見てみようか。そう心の中の悪あく魔まが囁ささやいた瞬しゆん間かん、手の中でケータイが震ふるえ出した。

「おわっと！」

　驚おどろいたせいで、危あやうくケータイを落とすところだった。どうやら、リタからの返信が今来たらしい。それで、思い直した空太は、大人しくケータイを閉じて、ベッドの脇わきに置いた。

　熟じゆく睡すいしているましろに毛もう布ふを掛かけてあげる。

「ほら、俺おれは冷たくないぞ」

　何のアピールだかわからない主しゆ張ちようが、物静かな部屋に虚むなしく響ひびく。

　ましろはぐっすりと眠ねむったままだ。その寝顔をじっと見つめていることに気づいた空太は、

「さ、さあ、プレゼンの準じゆん備びだ」

　とわざとらしく声に出してから、机つくえの前に座すわった。

　けど、結局この日は、ましろのメールの文面が気になり、あまり集中できないのだった。




　　　　２




　お風ふ呂ろの壁かべ越ごしに、遠くから除じよ夜やの鐘かねの音が聞こえてくる。今年もあと数分を残すのみだ。

　紅こう白はく歌うた合がつ戦せんも終わり、行ゆく年来る年がはじまったところで、空そら太たは年とし越こしそばを食べている他の面々をリビングに残し、ひとりお風呂に入っていた。

「……どうしたものかな」

　湯船に身を沈しずめて、ぼんやりと天てん井じようを眺ながめながらも、頭はきちんと働かせていた。

　別に、プレゼンの準じゆん備びのことで悩なやんでいるわけではない。それは、メイドちゃんと七なな海みのおかげでひとつの方ほう向こう性せいが見え、考えはだいたいまとまっている。あとは、説明の練習を繰くり返し行い、完かん璧ぺきだと思えるところまで精せい度どを高めていけばいい。

　プレゼンの日につ程ていは一月七日だから、練習の時間もまだ十分にある。

　子犬のようにじゃれついてきていた優ゆう子こも、二十八日の夜からは受験勉強をがんばっているので、邪じや魔まをされることもない。優子の家か庭てい教きよう師し役やくも、昨日からは七海がしてくれていた。

　最初は空太に教えてほしいと駄だ々だをこねていたのに、七海と勉強をはじめて一時間も経けい過かする頃ころには、

「七海さんなら、優子をスイコーに合ごう格かくさせてくれるかもしれない」

　と目を輝かがやかせていた。よほど、七海の教え方がいいのだろう。

　ただ、優子が勉強の成果を発はつ揮きするには、父親からスイコーの受験を許ゆるしてもらう必要がある。空太が今頭を悩なやませているのが、まさにそれだった。

　父親を説得しなければならないのだが、年末のごたごたの最中で、父親とは話ができていなかった。

　とは言え、年が明けたら明けたで、今度は年明けのごたごたが待っているし、母親から聞いた話では四日が仕事始めで、正月はさほどのんびりしていられないらしい。

　できれば、大おお晦日みそかの今日に片付けておきたかったのだが……。

「まずいな……」

　天井から跳はね返ってくる声を聞いていると、ドアの前に人の気配を感じた。誰だれだろうか。まさか、ましろや優子じゃないだろうなと空太が警けい戒かいしたところで、

「空太」

　と父親の声がした。

「な、なんだよ」

「入るぞ」

「え？」

　空そら太たの驚おどろきをよそに、父親が風ふ呂ろのドアを開け放った。

「ぎゃああああ！　あんた、なにしてんの！」

　目の前には、全ぜん裸らで前も隠かくさずに堂々とした態たい度どの四十半ばのおっさんが立っている。

「せめて、前は隠せ！」

「なぜだ？」

「恥はずかしいところが丸見えだからだよ！」

「俺おれの体に恥ずかしい場所などひとつもない」

　力強く断だん言げんした父親は、しっかりした足取りで風呂場に入ってくると、シャワーの前を陣じん取どって空太が浸つかっている湯船からお湯を汲くんで体にかけた。そのまま、ヘチマのたわしに石せつ鹸けんをつけてごしごしと豪ごう快かいに体を洗あらっていく。

「いや、ちょっと、まじでなにしてんの！」

「大事なところを洗っている」

「誰だれが実じつ況きようをしろと言った！　なんだよこれ、もうほんとどうなってんの!?　ちょっと目の前の現げん実じつを受け入れがたいんですけど！　誰か夢ゆめだと言って！」

「父親が登場する夢を見たいとは、お前、頭は大だい丈じよう夫ぶか？」

「大丈夫なわけあるか！　悪夢の真っ最中だよ！」

「あんまり風呂場で大きな声を出すな。響ひびいて敵かなわん」

「今さら常じよう識しき人じんっぽく振ふる舞まっても手て遅おくれだからね！」

「なにが不満なんだ、お前は。カルシウムを取れ。小魚を食えよ」

「この状じよう況きようの全部だよ！　なにが悲しくてこの歳としになって親父と風呂に入らなきゃならないんだ！　しかも大おお晦日みそかの夜に！」

「わがままを言うな。俺とて、どうせ風呂に入るなら優ゆう子こと入りたい。けどな、優子には拒きよ絶ぜつされてもう四年だ。妥だ協きように妥協を重ねた結果、お前で我が慢まんすることにした」

「我慢するくらいなら入ってくるな！　まじで気持ち悪いんですけど！　俺も拒絶してるよ！　全ぜん否ひ定ていだよ！」

「そう照れるな」

「俺の顔が赤くなってるのは、怒いかり百パーセントだからね！　世間の常識をちょっとは考えて行動してくれ！」

「お前はまだ世間なんて曖あい昧まいなものに振ふり回されているのか。情なさけない。尻しりの穴あなの小さい男だな」

「なに、ちょっと意味深なことを裸はだかで尻を洗あらいながら言ってんだ！」

「自分のケツは自分で洗えよ」

「無理無理、もう無理です！　神様！　俺にこの試練は乗り越こえられないって！」

「そう言うな。これがお前と風ふ呂ろに入る最後のチャンスかもしれん」

「健けん康こう診しん断だんでやばい病気でも見つかって、ぽっくりいくのか？　ぜひ、今逝いってください！」

「バカを言うな。俺おれはいたって健康だ。胃のレントゲン検けん査さの際さいに、思わずバリウムをおかわりして、『もうくるな』と医者のお墨すみ付つきをもらった男だぞ」

「それ、迷めい惑わくだから二度とくるなって意味だからね！　どんだけポジティブに受け取ってんの？　てか、もうほんと、なにしてんだよ！　お願いだから、世間様に迷惑をかけるなよ！　恥はずかしい」

　都合の悪いことは耳に入れないつもりなのか、父親はシャワーで髪かみの毛を洗あらいはじめた。

　とりあえず、洗せん髪ぱつが終わるまで静かになったのはよかったのだが、シャワーを止めると、父親はこともあろうに空そら太たが浸つかっている湯船に入ってこようとする。

「待て待て、それは本当に待て！　俺を殺す気か！」

　狭せまい湯船の中で父親と密みつ着ちやくするなど、もはやトラウマ級の拷ごう問もんだ。どんなに口の堅かたい容よう疑ぎ者しやだって一発で自白する。

　けど、それで止まる父親ではない。汚きたない尻しりを空太の方に向けてきた。

「尻ぃ！」

　仕方がないので、空太は父親と入れ替かわりで湯船を出た。このまま、風呂から出て行こう。そうだ、それがいい。なんで、そうしなかったんだろうか。早く出て行けばよかったんだ。いきなりの親父の登場に、冷静さを失っていた。

「どこに行く気だ、空太」

「出るんだよ！」

「話があるんだろ。母かあさんから聞いたぞ」

「は？　いや、ちょっと待て、それで入ってきたの？」

「いいから、さっさと話せ」

「風呂を出てからにしてほしいんだけど」

「ひとつ、人生の教訓をお前に話しておこう」

「なんでしょうか？」

「チャンスは人を待ってくれない。自分の準じゆん備びが整っていないからと言い訳わけをして、目の前のチャンスを見み逃のがしていると、次のチャンスなど決して訪おとずれはしないぞ」

「できればその話は、お互たがい服を着ているときにしてほしかったよ！」

　いいことを言っているのに、何もかもが台無しだ。

「優ゆう子このことだよ」

「娘むすめはやらんぞ」

「俺、息子！　血の繋つながった妹もらってどうすんだ！」

「……」

「え、なに、その沈ちん黙もく」

「……いや」

「なに、目ぇ逸そらしてんの？　実は血が繋つながってないとか？　俺おれにそんな隠かくしステータスがあったの？」

「残念だが……」

「まじで!?」

「お前は俺と母さんの子だ」

「残念って言うな！　俺の方が残念だ！　あ、でも、今、『お前は』って言った？　まさか、もしかして、優ゆう子こが……」

「そうだ」

「……そんな」

「俺と母さんの子だ」

「とりあえず、五、六発殴なぐらせろ！」

「多いな、まけてくれ」

「俺の怒いかりを値ね引びきすんのやめてくれる!?　てか、ちゃんと俺も息子として扱あつかってもらえますか？」

「男が気持ちの悪いことを言うなと、何度言わせれば気が済すむんだ」

「風ふ呂ろに入ってくる方がよほど気持ち悪いよ！」

「結局、お前は何が言いたいんだ。話の本題がまったく見えん」

　父親は呆あきれ顔だ。

「なんで、俺が悪い感じになってるかな……てか、優子の受験だよ」

「……」

「まじめに勉強もしてるようだし、スイコーの試験を受けるくらいは許ゆるしてもいいんじゃないのか？　はっきり言って、あいつの学力じゃ合ごう格かくするのは難むずかしいだろうし」

「……」

「受けてダメなら、優子も納なつ得とくするだろ？　それで、こっちの高校に通うことになるんなら、親父だって安心なんじゃないのか」

「……」

「なあ、親父」

「少しは立りつ派ぱになったな」

「え？」

　そう言った父親の視線はなぜだか、下の方に向かっている。

「どこに話しかけてるんだよ！」

「息子だ」

「お願いだから、もう死んでくれ」

「父親に向かってなんていう口の利きき方だ」

「息子に向かってすごいこと言ったのはあんたの方だよ！」

「褒ほめてやったんだろうが」

「どこの世界に、父親にその部分を褒められて喜ぶ息子がいるんだ！　俺おれがハムスターだったら、もうストレスで死んでるぞ！」

「お前はそれで面おも白しろいことを言っているつもりか？」

「すでに面白すぎるこの状じよう況きようで、なんでまだ笑いを取りにいかなきゃならないんだよ！」

　もう無む視ししよう。そう思って、空そら太たはシャワーの前に座すわってシャンプーのボトルをプッシュした。しゃかしゃかと頭を洗あらっていく。

「なあ、空太」

「……」

「なあ、息子よ」

「……」

「なんて呼よんでほしいんだ」

「そういう問題じゃねえ！　で、何か用ですか？」

「どの子が本命なんだ？」

　突とつ然ぜんの質しつ問もんに、空太は激はげしく咳せき込こんだ。シャンプーが目に入って痛いたい。

「なに、修しゆう学がく旅りよ行こうの夜みたいな質問してんの！」

　そんな空太の反はん応のうを気に留とめることもなく、父親はさらに続ける。

「母さんは、あのポニーテールの子……青あお山やまさんだったか？　彼女がお気に入りのようだぞ」

「ストップ！　今すぐ止まりなさい！」

「俺は別に誰だれであれ、当人同士がよければそれでいいと思っている」

「止まれと言ってるだろうが！」

「だが、だからと言って一いつ夫ぷ多た妻さい制せいには反対だ」

「そういう国に移うつり住んで、帰化しろって言いたいのか！」

「まあ、それはいい」

「いいのかよ！　だったら話題に出さないでくれ」

「で、お前、進路をどうするかはそろそろ決めたのか？」

「……」

「どうなんだ？」

　どうやら、これが父親にとっての本題らしい。

「……今の成せい績せきだとエスカレーターで水すい明めい芸げい術じゆつ大だい学がくはきついかもしれないけど、第だい一いち志し望ぼうは水明だよ」

　すでに決めていたので、空そら太たは即答した。

「エスカレーターがダメだった場合はどうする？」

「一いつ般ぱん受じゆ験けんで水明のメディア学部を受ける」

「落ちたら」

「……それでも行きたい」

　浪ろう人にん生せいとなれば、さすがに一度はこっちに戻もどってくることになるんだろうか。たぶん、そうなるだろう。

「……」

　父親は何も言わない。

「ダメなのか？」

　学費や生活費を考えれば、仕送りだって楽ではないだろう。

「まあ、ダメなら自分でバイトをして、どうにかするよ。どの道、バイトはしなきゃいけないと思ってたから」

　七なな海みを見ていると、自分がどれだけ親に甘あまえているのかがよくわかる。この冬休みの期間、寮りようを追い出されたせいで、七海はバイトができなくて、生活費がピンチだと嘆なげいていた。そういう苦労を空太はまだ知らない。でも、たとえそうなったとしても、今はやりたいと思うことがある。やってみたいと思うことがあるのだ。そのための障しよう害がいなら、乗り越こえていける。

「そこまで決めているなら問題はない。思った通りにやれ。バイトをするのもいいだろう。だが、学費のことは気にするな。お前……いや、お前と優ゆう子この学費くらいは稼かせいでやる」

「……え？　親父？」

「二度は言わんぞ」

　なんだかんだ言いながら、きちんと優子のことを考えていたようだ。この辺は素す直なおに尊そん敬けいできると空太は思った。

「まあ、優子の場合、スイコーに合格するのは無理だろうがな」

「俺おれもそう思う」

　それには答えずに、父親は、

「なあ、空太」

　とぼんやりした顔で呼よびかけてきた。

「なんだよ」

「のぼせて動けない。助けてくれ」

「今、ちょっとでもあんたのことをかっこいいと思った俺の純じゆん情じようにまず謝あやまれ！　助けるのはそれからだ」

「酒を飲んだのが間ま違ちがいだったか」

「酔よった状じよう態たいで風呂に入ってくるな！」

「バカを言うな。息子としらふで話せる親父がどこにいる！」

「偉えらそうに情なさけないことを言うな！」

　その後、父親を風ふ呂ろから担かつぎ出すために、空そら太たは肉体的にも精せい神しん的てきにも大きな打だ撃げきを受けることになった。

　この経けい験けんは、一生忘わすれられないだろう。いや、脳のうに焼き付いて、忘れることなど不ふ可か能のうだ。

「空太」

「なんだよ、まだ言いたいことがあんの？」

「あけましておめでとう」

「とても年明けを祝える心しん境きようにないわ！」

　こうして、新しい年はやってきた。
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　一月六日。この日は昨さく晩ばんからの冷え込みが厳きびしく、太陽が顔を出してからも一向に気温が上がる気配はなかった。吐はく息は白く、冷たい空気に身が引き締しまる。そう感じるのは、初はつ詣もうでにやってきた場ば所しよ柄がらの影えい響きようもあるのだろうか。

　空太たちは今日の午後には福岡を発つ。新しん幹かん線せんのチケットも取ってある。その前に、午前中から出かけて、初詣をすることにしたのだ。

　太だ宰ざい府ふ駅を降おりた空太たちは、改札を出てすぐのところから伸のびている参道をゆっくりと進んでいた。

　三が日を過すぎても参さん拝ぱい者しやは多く、気を抜ぬくとはぐれてしまいそうだ。思うように歩けず、本来なら十分ほどで到とう着ちやくする本ほん殿でんに、二十分が経たった今もたどり着けていない。ようやく、鳥とり居いが見えてきた。六日でこれなら、一月一日など、まともに進むこともできなかっただろう。

　ましろや優ゆう子こが一いつ緒しよであることを考えると、初詣を今日にしたのは正せい解かいだった。

　それにしても歩きにくい。まあ、空太がそう感じるのは、人の多さだけが原げん因いんでもないのだが……。

「なあ、椎しい名な」

「ん？」

「少し離はなれてくれ」

　駅を出てからずっと、右みぎ腕うでにはましろが引っ付いている。

「優子が離れたら、考えてもいい」

　今度は左腕に目を向ける。サルのぬいぐるみのように、ぶら下がっているのは優子だ。

「そういうことらしいぞ、優子」

「ましろさんが離れたら、考えてあげる」

「そういうことらしいぞ、椎しい名な」

「空そら太たはわたしがいなくなってもいいの？」

　この人ごみの中、迷まい子ごになったら一いつ巻かんの終わりだ。

「よし、絶ぜつ対たいに俺おれから離はなれるなよ」

「それ、優ゆう子こも！　優子にも言って！」

「あくまで、迷子になられたら俺が困こまるって意味だからな！」

　そんなわけで、右にましろ、左に優子の状じよう態たいは変わらない。

「じゃあ、あたしも。えいや！」

　掛かけ声と共に、背せ中なかにやわらかいものが覆おおいかぶさってきた。美み咲さきだ。本調子にはまだまだ程ほど遠とおいけど、年明けを境さかいに元気を取り戻もどしつつある。昨日など、優子とお餅もちの大食い対決をして圧あつ勝しようしていた。

　首くび筋すじにかかる美咲の吐と息いきがくすぐったい。鼻先をかすめた髪かみの毛からは、なんだかいい香かおりがした。

「せ、先せん輩ぱい、下りてください！」

　当然声は上うわ擦ずってしまう。

「あ〜、美咲さんずるいよぉ。優子もおんぶ！」

「神かん田だ君、モテモテだね」

　そっぽを向いた七なな海みはなにやらご機き嫌げん斜ななめな様子だ。

「なんで、不満そうなの？」

「不満だから」

　そりゃ、そうだろう。

「人の幸せがそんなに憎にくいですか？」

「やっぱり幸せなんだ。そうだよね。上かみ井い草ぐさ先輩とそんなにくっついたら、色々とうれしいことありそうだもんね。いやらしい」

　表ひよう情じようを殺した七海の目は冷たい。

「いや、待て、違ちがう！　さっきのは間違いだって！　どう考えてもこの状じよう況きようは不幸だろ！」

「知らない」

　ぷいっと七海が顔を背そむける。

「ななみん、こーはいくんの前ならまだ空いてるよ。抱だきついちゃえ」

「……」

「青あお山やま、なぜ、そこで考える」

「べ、別に、抱っことかは考えてないからね」

「そうであってくれないと、俺は今日無事に初はつ詣もうでを済すませて、さくら荘そうまで帰る自信が持てないよ！」

　なんとか参道を抜ぬけて、ようやく空そら太たたちは本ほん殿でんまでやってきた。参道を歩いているときから思っていたが、同年代の参さん拝ぱい者しやが多い。さすが、太だ宰ざい府ふ天てん満まん宮ぐう。受験生の強い味方なだけはある。

　空太たちは五人で一列に並んでお参りをすることになった。

　隣となりでは優ゆう子こが熱心に手を合わせている。聞かなくても、お願いしているのが、スイコー合ごう格かくだとわかる。

　神様に無理なお願いをするのは気が引けたが、空太は「図々しいお願いですが」と前置きをした上で、優子の合ごう格かく祈き願がんをしておいた。

　それと、

　──青あお山やまのオーディションが上う手まくいきますように

　と、しっかり頼たのんでおく。あともうひとつ、

　──美み咲さき先せん輩ぱいが元気になりますように

　と、きちんとお願いした。

　後ろからやってきた他の参拝者に場所を譲ゆずるように、空太たちは本殿横の売店の前に移い動どうした。

　そこで、空太は大事な忘わすれ物に気づいた。

「あ、しまった」

「どうしたの？」

　七なな海みが怪け訝げんな顔をする。

「プレゼンのこと頼たのむの忘れてた」

「だいじょうぶよ」

　そう言ってきたのはましろだ。

「なにが？」

「わたしがお願いしておいたわ」

「そ、そうなのか？」

　少し意外だった。

「うん」

　きっと、ましろのことだ。自分のために、連れん載さい漫まん画がが上手く行きますように、とは祈いのらなかったのだろう。理由を聞けば、それは自分でどうにかすると答えるはずだ。

「私もお願いしておいたから。神かん田だ君のこと」

　小声で七海が言ってきた。

「ありがとな、ふたりとも」

　こういうのは照れくさいけど、素す直なおにうれしい。

「うっ……優子もお兄にいちゃんのことお願いするんだった。お兄ちゃんポイントを稼かせぐ絶ぜつ好こうの機会だったのに……」

「そんなよこしまな理由なら、お願いしてくれなくていいぞ」

「ガーン！　お兄にいちゃんポイントダウンだよ……」

「優ゆう子こちゃんの受験のことも頼たのんでおいたから」

「ほんと!?　ありがとう、七なな海みさん。ねえ、お兄ちゃんは？　お兄ちゃんは、優子のことお願いしてくれた？」

「ああ、心苦しくはあったけど」

「なぜだ!?」

　もちろん、無茶なお願いだからだ。

「きっと、赤あか坂さかだったら、合ごう格かく祈き願がんなどするヒマがあるなら、英単語のひとつでも記き憶おくした方が建けん設せつ的てきだ……とか言うんだろうな」

　ふと、さくら荘そうの隣りん室しつの住人のことが頭に浮うかんだ。ましろとは別の理由で、赤坂龍りゆう之の介すけには、この手の場所が似に合あわない。

「すごい言いそう」

　七海が露ろ骨こつに嫌いやそうな顔をしている。

　さて、このあとどうしようか。そう思っていると、優子が手を引っ張ぱってきた。

「ねえ、お兄ちゃん。これやりたい」

　優子がおみくじの脇わきにあったたくさんの絵馬に駆かけ寄よる。

「せっかくだから書いていくか」

　売店で人数分、計五枚の絵馬を購こう入にゆうする。

「ここで、書いていかれますか？」

「はい」

「では、あちらにペンをご用意してありますので」

　巫み女こさんに促うながされ、空そら太たは絵馬をみんなに配りながら場所を移うつした。

　真っ先にペンを持った優子が、大きな字で、

　──スイコー合ごう格かく！

　と書いている。

　その隣となりでは、ましろが絵馬に優子の似に顔がお絵えを描かいていた。絵馬がどういうものかわかっているんだろうか。いや、わかっていない気がする。今さら説明しても遅おそいので、空太は黙だまっておくことにした。完成した優子の似顔絵は、さすがましろという感じで、圧あつ倒とう的てきに上う手ますぎた。サインペンでの一発描きでこれなのだ。ほんとすごいというか、恐おそろしいくらいだ。

　七海は、

　──オーディションに合格できますように

　と綺き麗れいな字で綴つづっていた。

　空そら太たは、

　──優ゆう子こがスイコーに合ごう格かくしますように

　としておいた。

　ましろを見習うわけではないけど、プレゼンのことは自分でどうにかしようという気持ちになっていた。今度こそミスはしない。ちゃんとやる。そして、結果に繋つなげてみせる。絶ぜつ対たいに……。空太は願うのではなく、そう自らの意気込みを誓ちかいに変えていた。

　その間に、最後までペンを持っていた美み咲さきも書き終えている。

「お兄にいちゃん、かけにいこ」

　本ほん殿でんの裏うらに移い動どうすると、たくさんの絵馬がかけられていた。

「すごい数だね」

　ずらりとかけられた絵馬。一体、何なん枚まいあるのだろうか。この光景はなかなか壮そう観かんだ。何枚か見てみると、さすがに合ごう格かく祈き願がんが圧あつ倒とう的てきに多い。

　自分の合格をお願いしたもの。子こ供どもの合格をお願いしたもの。それから、学校の先生がクラス全員の合格をお願いしたものもあった。なんか、ちょっとドラマみたいだ。

「お兄ちゃん、ここ。優子の隣となりにかけてね」

　言われるまま、兄妹で並ならべてつるそうとしていると、いきなり腕うでを引っ張ぱられた。ましろだ。

「空太は、わたしの隣よ」

「ゆ、優子が先だったもん」

　向き合ったましろと優子が、妙みような意地の張り合いで火花を散らしている。

「はいはい、ケンカするな」

　三枚の絵馬を、ましろ、空太、優子の順番で横一列に並べた。これなら、両方とも空太の隣なので文もん句くはないはずだ。

　なのに、ふたりの表ひよう情じようは納なつ得とくしていない。

　付き合っていられないので、七なな海みと美咲の姿すがたを探さがした。

　七海は少し離はなれた場所に決めたようだ。真しん剣けんな顔で手を合わせている。

　美咲はというと、大人おとなしい表ひよう情じようで絵馬をつるしていた。一体、何を書いたのだろう。普ふ段だんの美咲なら、

　──世界が平和でありますように

　なんて書きそうな気がする。

　気になって、空太は美咲の隣に移動した。

　そして、絵馬を横から覗のぞくと、

　──仁じんが合格できますように

　という、かわいらしい文字が、溢あふれ出る感情と一いつ緒しよに飛び込こんできた。

　胸むねが痛いたい。痛いなんてもんじゃない。ずきずきする。

　あれだけ泣いても美み咲さきは、仁じんの幸せを祈いのるのだ。

　その健けな気げな姿すがたが心しん臓ぞうを締しめ付けてくる。
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　きっと、お参りした際さいにも、美咲は仁の合ごう格かくを祈き願がんしたのだろう。

　自分のために祈ったのではなく……。

「あたしがお願いしなくても、仁は合格するんだけどね」

　顔を上げた美咲の笑顔が痛いた々いたしい。無理をして笑っているのだから。

「俺おれ、ちょっとだけ仁さんの気持ちわかります」

「こーはいくん？」

「美咲先せん輩ぱいはすごいから。文化祭で一いつ緒しよににゃぼろん作ったときに思ったんです。また、こんなのを作ってみたいって」

「じゃあ、やろうよ」

「でも、今度は俺も、もっと役に立ちたいっていうか、作品のためにもっと何かしたいんですよ。美咲先輩や椎しい名なみたいに……」

「……」

「だけど、今はそれをするだけの実力がないから、理想に手を伸のばすんです。色々なことを経けい験けんして、挑ちよう戦せんして、勉強して……前はできなかったことを、次はできるようになるために」

「あたしはもう待てないよ」

　まぎれもなく、嘘うそ偽いつわりのない美み咲さきの気持ちだった。一言一言が痛い。でも、口を閉とざして痛いたみを避さけるのは簡かん単たんだから、空そら太たは擦すり傷きずを作りながらでも前に踏ふみ出した。

「それも、そうなんだと思います」

「あたしは仁じんと一いつ緒しよにいたいだけだよ。いられたらそれでいい。気持ちが一緒ならそれでいいの。仁が嫌いやならアニメを作るのもやめる」

「先せん輩ぱい！」

「どうしたの？　こーはいくん？」

　握にぎった拳こぶしが怒いかりに震ふるえた。でも、それを必死に抑おさえ込こむ。

「そんなこと、絶ぜつ対たいに仁さんには言わないでください」

　仁の夢ゆめは美咲とすごいものを作ることなのだ。美咲は仁の目標なのだ。

「自分のほしがっているものを、持っている人に簡かん単たんに捨すてられたら、たまんないじゃないですか」

「……」

「リタのこと忘わすれたんですか」

　ましろを追いかけて、本気で追いつこうとして、それゆえに深く傷ついたましろの大切な友達……。

「りったん……」

　じっと目を閉とじた美咲が考え込こむ。顔を上げたときには、どこか寂さびしそうに笑っていた。

「そっか。そうだよね」

「そうですよ」

「ごめん。こーはいくん、あたし嘘ついた」

「え？」

「ほんとはアニメを作るのはやめられない。だって、作っちゃうんだもん。楽しいから」

　なんてシンプルな理由だろうか。このシンプルさが美咲の強みでもあり、きっと才さい能のうなんだと思った。自分の好きなことを知っている。楽しいことが何かわかっている。それが自分にとってどういう意味を持つものなのかも知っている。簡かん単たんだけど、それが意外と難むずかしい。

「今もね……早くさくら荘そうに帰って、作りたいと思ってる。イブの夜からずっと仁のこと考えてたはずなのに……。あたしの頭の中は、あそこの演えん出しゆつは引きでやろうとか、今度はバイノーラル録音を試したいとか、そんなことでいっぱいなんだよ……」

「仁さんは、その楽しいことをもっとちゃんとふたりでやりたいんだと思います。刺し激げきをもらうばかりじゃなくて」

「……」

　空太の言葉が美咲に届とどいたかはわからない。美咲はただじっと自分の書いた絵馬を見み据すえているだけだった。

　しばらくそうしたあとで、美み咲さきが声をかけてきた。

「ねえ、こーはいくん」

「はい？」

「合ごう格かく祈き願がんのお守り、仁じんに買っていってもいいかな？」

「渡わたせるといいですね」

　そのためには、もう一度ふたりが向き合う必要がある。

「……やってみるよ。あたしは、仁じゃなきゃダメだから」

　美咲にとっては、その感かん情じようもまた、アニメを作ってしまうのと同じで、きっとシンプルな理由なんだと思った。だからこそ、やめられない。想わずにはいられない。




　絵馬に願いを託たくした空そら太たたちは、おみくじを引きたいと言い出した優ゆう子こに付き合って、一度本ほん殿でんの前に戻もどった。優子、ましろ、美咲、七なな海み、空太の順番でおみくじを引いていく。

　ましろと美咲は見事に大だい吉きち。

「あたし、大吉しか引いたことないんだよねえ。他の入ってるのかな？」

　などと、美咲が恐おそろしいことを言っていた。

「入ってますよ！」

　空太は吉のおみくじを美咲に見せつける。

「すごいね、こーはいくんは。レアアイテムだ」

「本気で、感心しないでください！」

　ちなみに、七海は小吉を引き、「まあ、こんなものかな」と妙みように納なつ得とくしていた。

　最初におみくじを引いた優ゆう子こはというと、どんよりとした表情で俯うつむいている。それも仕方がない。ある意味、一番レアな凶きようを引いてしまったのだ。横からおみくじを覗のぞき込こむと、それほど悪いことが書いてあるわけではない。学業も健康も恋れん愛あいも無ぶ難なんな言葉がずらりと並ならんでいる。

「勉強は日々の積み重ねが大事って言われてるぞ、優子」

「私は、そんな正せい論ろんを聞きたいんじゃないよぉ」

「だったら、どんな論理を聞きたいんだ？」

「合格間ま違ちがいなし、とか？」

「それはもはや超ちよう常じよう現げん象しようだな」

「ぶ〜」

　ふてくされる優子の頭に空太はぽんと手を置いた。

「……ねえ、お兄にいちゃん」

「ん？」

「お父とうさんに、話してくれてありがとね」

　殊しゆ勝しような態たい度どでいきなりそんなことを言われると、正直照れてしまう。

「別に……。俺おれが言ったからじゃなくて、許ゆるしてくれるつもりだったみたいだぞ」

「うん、でも、ありがとう。お兄にいちゃんがお兄ちゃんでよかったよ」

「な、なんだよ、それ」

　空そら太たは、頬ほおをぽりぽりと掻かきながら視し線せんを逸そらした。なんともくすぐったい。

「ま、兄として当然だろ。ほら、おみくじ、結びに行くぞ」

「あ、待ってよぉ」




　おみくじを結びつけた空太たちは、太だ宰ざい府ふを発つ前に、本ほん殿でんの裏うら側がわに並んだお茶屋さんで、名物の梅うめヶが枝え餅もちを揃そろって食べた。

「おいしいね。こーはいくん、また食べにこよう」

「日帰り旅行でなければお供ともします」

　前に、たこ焼きを食べに大阪まで連れて行かれたり、ラーメンを食べに札さつ幌ぽろまで飛んで行ったりしたことがある。あの強行スケジュールは、旅行というよりも、罰ばつゲームと表ひよう現げんする方が絶ぜつ対たいに正しい。

　空太の隣となりでは、長崎にちゃんぽんを食べに連れて行かれたことを思い出しているのか、七なな海みがげんなりした表ひよう情じようを浮うかべていた。

　お茶屋さんを出た空太たちは、駅への帰り道で優ゆう子こが見つけた合格バーガーなるものを昼食代わりに食べることにした。かりっと焼きあがったバンズに、チキンカツがメインで挟はさまったハンバーガーで、はじめて食べる味だったけど、ものすごくおいしかった。

　昼食を取り終えたところで、空太が時計を見ると、そろそろ博はか多た駅に向かわなければならない時間になっていた。

　まだ遊び足りない感じの優子をなだめながら、空太たちは新しん幹かん線せんに乗るために博多駅を目指す。これで里帰りも終わりだ。

　三十分ほど電車を乗り継ついで、博多駅に到とう着ちやくした。荷物と猫ねこのこまちを車で駅まで運んできてくれた母親と合流する。

　ついでに、おみやげもたくさん持たされた。明めん太たい子こ、もつ鍋なべセット、お土産みやげのお菓か子し……両手にどっさりだ。

「年末年始のお忙いそがしい時期に、お世話になりました」

　丁てい寧ねいに七海が母親にお辞じ儀ぎをする。

「お世話になりました」

　ましろもそれに続く。

「なりました」

　最後は美み咲さきだ。

「いいのよ。みんなのおかげで楽しい年末年始だったわ。また、いつでも遊びにいらっしゃいね」

「も、もう来るな〜」

　母親の背せ中なかに隠かくれた優ゆう子こが、ましろに向かって小声で何か言っている。

「あ、そうそう、空そら太た」

「なに？」

「お父とうさんから伝言」

「あんま聞きたくないんだけど」

「『男なら責せき任にんを取るように』ですって」

「なんのだよ！」

「あと、『来月になったら優子が受験でそっちに行くから、そのときは頼たのむ』だってさ」

「はじめからそのつもりだよ。てか、優子ひとりで来させる気？」

「空太がいるから平気でしょ？」

　そう言われては、無理とは言えない。

「そりゃ、平気だとは思うけど」

　しかし、さくら荘そうのあの部屋に泊とめるとなると、試験に集中できないんじゃないだろうか。覚えたことが一ひと晩ばんで全部飛んでしまいそうだ。千ち尋ひろには一言断ことわっておく必要があるだろう。まあ、家族なら大だい丈じよう夫ぶだと思うが……。

「それと、お母かあさんからも一言」

　やけにうれしそうな母親が、こっちにこいと空太に手て招まねきをしてきた。

「なに？」

「いいから、耳を貸かしなさい」

　仕方がなく母親に身を寄よせる。

「お母さん、お嫁よめさんは、七なな海みちゃんがいいなあ」

「な、なに言ってんだよ！」

「あら、嫌いやなの？」

「嫌っていうか、青あお山やまの方が嫌だと思うけど」

「じゃあ、七海ちゃんが嫌じゃないと言ったら、空太はどうするの？」

「……」

「七海ちゃん、面めん倒どう見みもよくて、よく気がつくし、かわいくていい子だとお母さんは思うんだけど？」

　まあ、それはまったくもって母親の言う通りだ。話しやすいし、結けつ構こう、色々なところで共感できる。頼たよりにもなるから一いつ緒しよにいて安心だってできる。だけど、本当は弱い部分もあって、それを見せないようにしているのだって知っていた。

「空太はどう思っているのかしらね？」

「それは……」

　クラスメイトの女子。でも、ただのクラスメイトの女子ではたぶんない。仲のいいクラスメイトの女子で、さくら荘そうで一いつ緒しよに暮くらしてもいる。声せい優ゆうを目指してがんばっていて、その夢ゆめを応おう援えんしたい気持ちがあるし、叶ってほしいと本気で思ってる。そうした存そん在ざいをどう呼よべばいいのかなんてわからない。

「お母かあさんが言いたいのは、それだけよ」

　肩かたをぽんと押おされて、母親が空そら太たを送り出す。気がつくと空太は七なな海みの隣となりに並ならんでいた。

「なにを言われたの？」

「な、なんでもない」

　母親が変なことを言うから、顔を覗のぞき込こんできた七海を妙みように意い識しきしてしまう。

「ほんと、なんでもないから！」

「神かん田だ君、変だよ？」

「そ、そんなことはない」

「空太、怪あやしいわ」

　ましろまで口を挟はさんできた。

「怪しくない！」

　必死に否ひ定ていする空太を、母親がにやにやと眺ながめている。

「ほら、そろそろ新しん幹かん線せんの時間だから」

　思わず早口になってしまった。動どう揺ようしているのが丸わかりだ。

　もう一度、七海がお世話になりましたと頭を下げている。それに、母親が小さく手を振ふって応こたえ、優ゆう子こがましろに対してべ〜っと舌したを出した。

　美み咲さきが先頭になって改札を抜ぬける。それに七海が続いた。ましろを先に行かせて、その後ろから空太が切きつ符ぷを通す。

　優子がまだ何か言っていたけど、人の流れの邪じや魔まになるので、振り向いて軽く手を振るだけにしておいた。

「これで、冬休みも終わりだね」

　そう言った七海の横顔には、かすかな緊きん張ちようが見て取れた。きっと、来月のオーディションのことを考えているんだろう。

　空太も新幹線のホームに上がったときには、気持ちが切り替かわっていた。

　明日は一月七日。三学期の始業式だ。でも、空太にとっては、ただの三学期がスタートする日ではない。始業式のあとには、空太にとっての大一番が控ひかえている。

　開始時間は午後の四時。ゲーム企画オーディション『ゲーム作ろうぜ』のプレゼンテーション審しん査さ。

　思いつく限かぎりの準じゆん備びはした。練習だって何度も繰り返した。あとはプレゼン本番を完かん璧ぺきにやり遂とげるのみだ。

　そう決意を固めたとき、ホームを歩く足が震ふるえていることに空そら太たは気づいた。

　でも、それを情なさけなく思うことはなかった。焦しよう燥そうに駆かられることもない。

　ただ、静かに、

　──また、お前か

　と心の中に生まれた感かん情じように、空太は語りかけていた。

　その正体は、体を蝕むしばむほどの緊きん張ちよう感かん。四ヵ月ぶりの再さい会かい。それは、少しばかりの懐なつかしい気持ちを空太に運んできた。そして、そんな風に思える自分を、このとき空太はちょっとだけ楽しんでいた。
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　一月七日。新学期がはじまった。始業式を終え、帰りのＨＲを済すませた空太は、ましろを迎むかえに美び術じゆつ科かの教室を目指していた。

　真っ直ぐに伸のびた廊ろう下かを、いつもと同じつもりで進んでいく。だけど、その足取りは、どこか不自然でぎこちない。顔色も芳かんばしくなく、表ひよう情じようも冴さえていなかった。

　今け朝さからずっとそうだ。体がふわふわ浮ういているみたいで、自分の肉体という実感が持てない。体重も半分くらいに減へっているような気がする。

　気のせいで片かた付づけられる次元の緊きん張ちようではない。骨ほねの髄ずいまで、血の一いつ滴てきまでもが、このあとに待ち構かまえているプレゼンという名の魔ま物ものに怯おびえまくっている。

　昨日はまだ余よ裕ゆうがあったせいか、この緊張感を前に、ちょっと楽しいかもしれないなどと思えていたが、今振ふり返ってみると自分の愚おろかさに恥はずかしさを覚える。

　一夜が明けて、心身に圧のし掛かかるプレッシャーは目に見えて大きくなっていた。

　先ほど、教室を出る際さいには、急いでバイトに行こうとしている七なな海みから、

「神かん田だ君、顔色悪いよ？」

　と本気で心配されたくらいだ。

「大だい丈じよう夫ぶ。びびってるだけだから」

　冗じよう談だん半はん分ぶんで笑ったつもりだったけど、七海が残念そうに眉まゆ根ねを寄よせたところを見ると、空太はさぞ微び妙みような表ひよう情じようをしていたのだろう。

　操そう縦じゆうの上う手まく利きかない体を引きずって、なんとか廊ろう下かを前に進む。

「準備はちゃんとやったんだ。あとは練習通りにやればいい」

　それがわかっていても、押おし寄せる緊張の波は高くなる一方だ。

「練習ではノーミスで説明できたんだ」

　だから、本番でもやれる。やらないといけないのだ。今度こそ、プレゼンで手て応ごたえを感じるために。何もわからないままに終わった前回とは違ちがう自分を見せるために。

　どうにか到とう着ちやくした美術科の教室には、ひとりの生徒も残ってはいなかった。もうＨＲは終わったようだ。

「ましろなら美術室よ」

　その声は廊下の方からした。姿すがたを確かく認にんしなくても千ち尋ひろだとわかる。

「初日から実習ってわけじゃないですよね？」

　今日は始業式とＨＲだけのはずだ。

　千尋の隣となりには、長年の腐くされ縁えんらしい現げん代だい国こく語ごを担たん当とうしている白しろ山やま小こ春はるの姿もあった。ＨＲが終わって職しよく員いん室しつに戻もどる途と中ちゆうだろうか。

「大学の方から依い頼らいがあってね。ましろの描かいた絵を……何号館だったかしらね？　とにかくどっかのロビーに飾かざりたいんだってさ」

「椎しい名なさんすごいよね〜」

　どこまで本気かわからない感想を小春が口にする。

「ふ〜ん」

　今さら、そんな話がましろに来たところで驚おどろかない。むしろ、本来なら、世界的に有名な天才画家であるましろが、さくら荘そうで空そら太たたちと一いつ緒しよに生活をして、普ふ通つうに日本の高校に通っていることの方がイレギュラーなのだ。

「そういや、先生、オーストラリアはどうでした？」

　福岡から帰ってきたばかりの昨日は、長旅で疲つかれていたせいもあって、ゆっくり話を聞いている時間は取れなかった。

「お土産みやげはないんですか？」

「あんた、教きよう師しに土産を要求するって、ご両親からどんな教育を受けてきたわけ？」

「今思えばスパルタンな教育ですかね」

　年ねん齢れいを重ねるごとに、自分の家族が少し変わっていることに気づいていく。

「てか、俺おれのことはいいんですよ。千ち尋ひろ先生のオーストラリアは？」

「ねえ、ふたりとも、そのオーストラリアってなんのことなのぉ？」

　隣となりで聞いていた小こ春はるが疑ぎ問もんを口にする。いつも一緒にいるのに、千尋は冬休みの予定を、小春に話していなかったんだろうか。てか、そもそも、彼氏のいない千尋のことだから、小春とでも旅行に行ったのだと決めつけていたので、正直意外だった。

「千尋ちゃん、冬休みはずっと日本だったでしょ？　初はつ詣もうでだって私と行って、今年こそは結けつ婚こん相あい手てが見つかりますようにって、お願いしてきたのにぃ」

「はあ？」

　さらに、意味不明なことを小春がもらした。

「小春が夢ゆめでも見てたんじゃないの？」

「もう、なんでそんな嘘うそをつくかなぁ」

「先生、どういうこと？」

　さすがに、押おし切るのは無理と思ったのか、千尋が露ろ骨こつに舌した打うちをする。

「ちょっと手て違ちがいがあって行くのをやめたのよ」

「え!?　なにそれ!?」

　本気でびっくりだ。

「だったら、俺、椎しい名なたちを連れて実家に帰る必要なかったんじゃ？」

「まさに骨ほね折おり損ぞんのくたびれもうけってやつね。勉強になったでしょ」

「そうですか、先生はあれですか。俺が憎にくいんですか!?　嫌きらいなんですか!?　俺、なんかしましたか!?」

「別に、憎にくくもなければ、嫌きらいでもないわ」

「納なつ得とくいかねえ！　せめて、明めい確かくな理由をください！」

「もしかして、千ち尋ひろちゃん、まだ話してないの？」

　何なに気げない小こ春はるの一言だった。空そら太たは、なんのことだ、と思いはしたものの、特に気に留とめたわけではない。でも、千尋が表ひよう情じようを引き締しめ、顔つきが鋭するどくなったことには、少し引っかかった。

「話してないって、なにをですか？」

「決まっていないことを話してなんになるのよ」

　それは空太の疑ぎ問もんに対する答えではなく、小春に対して発せられた言葉だった。どこか、千尋の口調には苛いら立だちを感じる。

「先生？」

「でも、時間の問題でしょ」

　小春はいつもの調子で言葉を返す。ふたりして空太を無む視しするものだから、完全に会話の外だ。

「どういうことですか？」

　それでも、空太は食い下がった。

「今のところは、あんたには関係のない話よ」

「あとで関係するかもしれないなら、今、教えてくださいよ」

　そうであれば事前に心の準じゆん備びができる。

「えっとねぇ、神かん田だ君」

「小春、余計なこと言うんじゃないわよ」

　千尋の鋭い眼がん光こうに睨にらまれた小春は、わざとらしく困こまったような顔をして、

「だってさ、神田君」

　と言ってきた。

「神田、あんた、今日はプレゼンでしょ？　そっちのことだけ考えておきなさい」

「はあ」

　なんだか、いつもの千尋じゃない気がする。さくら荘そうで飲んだくれて荒あれているときはあるけど、こんな風にピリピリした雰ふん囲い気きは見せたことがない。

「ほら、さっさと帰りなさい」

　少し気になるけど、これはしつこく食らいついても話してはくれないだろう。そういう意思を千尋からは感じる。

　それに、言われた通りで、今はプレゼンに意い識しきを集中した方がいい。

「じゃあ、俺おれ、行きます」

「神かん田だ」

「なんですか？」

「完かん璧ぺきにやろうとするんじゃないわよ」

「え？」

　いきなりだったので、何に対しての発言なのか、すぐにはわからなかった。でも、瞬まばたきを繰くり返しているうちに、プレゼンに向けての千ち尋ひろなりのアドバイスなんだと気づいた。

　でも、その意味はしっくりきていない。

「あ、はい。気合いを入れてがんばります」

「ダメね。あんたは、全然わかってない。がんばるなって言ってんのよ」

　そう捨すて台詞ぜりふを残して、千尋は小こ春はるを連れて遠ざかっていった。

「だったら、わかるように教えてくれたらいいのに」

　千尋の言葉をなんとなく頭の中で反はん芻すうする。

　──完璧にやろうとするんじゃないわよ

　どういう意味だろう。

　──がんばるなって言ってんのよ

　ほんとにさっぱりだ。がんばるに決まってるじゃないか。そのために、福岡でも正月返上で準じゆん備びをしてきたのだ。今度こそ完璧な準備をして、完璧なプレゼンにするために。

「ま、たいした意味なんてないのかもな」

　なんたって、さくら荘そうが世界に誇ほこるものぐさ教きよう師しだ。気にするのはやめて、空そら太たは別べつ棟むねの美び術じゆつ室しつに足を向けた。




　美術室の前で、大学の関係者っぽい集しゆう団だんとすれ違ちがった。ひとりが大きな額がく縁ぶちを脇わきに抱かかえていたので、それがたぶん千尋が話していたどこかのロビーに飾かざられる絵なのだろう。

　教室に空太が顔を出すと、ましろだけがぽつんと残っていた。

　隅すみっこの椅い子すにちょこんと浅く腰こしを掛かけ、熱心に漫まん画が本ぼんを読んでいる。二年ほど前に大ブレイクして、ＴＶアニメにもなった少女漫画だ。別におかしな光景ではないのだけど、どうにも違い和わ感かんがある。

　駆かけ出しとは言え、ましろは月げつ刊かん誌しに連れん載さいを持っているれっきとした漫画家だ。漫画を読んだっておかしくはない。人の作品から学べることだってあるだろう。けど、こうして、黙もく々もくと読み耽ふけっている姿すがたを見るのは、実は今日がはじめてだったりする。普ふ段だん、ましろは漫画を殆ほとんど読まない。

　それが、今け朝さになって急に読み出したのだ。登校中も漫画本からまったく目を離はなさなかったので、空太が引っ張ぱって学校まで連れてきた。朝がそんな調子で、今がこの様子だと、始業式やＨＲの最中でも、ずっと読み続けていたんじゃないだろうか。その証しよう拠こに、今朝は一いつ巻かんを読んでいたのに、今ましろの手には七なな巻かんがある。

「椎しい名な、帰るぞ」

「……」

「おい、椎名」

　もう一度呼よんだところで、ましろが立ち上がった。でも、やっぱり、漫まん画がから顔を上げない。仕方がなく、空そら太たは制せい服ふくの肘ひじの辺りを掴つかんで、ましろと美び術じゆつ室しつを出た。

「なんで急に漫画に目覚めたんだよ」

「勉強よ」

「綾あや乃のさんに、言われたのか？」

　空太の知らないところで、担たん当とう編へん集しゆうさんから連れん絡らくでもあったんだろうか。

「リタのアドバイス」

「はい？」

　そう言えば、前に「リタに相談してみる」とか言っていたことがあった。

「勉強って、何を勉強してるんだ？」

「空太には内ない緒しよよ」

「そう言われると気になるな」

「ねえ、空太」

「なんだよ」

「バレンタインって知ってる？」

　素すっ頓とん狂きような質しつ問もんに、空太は階かい段だんの途と中ちゆうで足を止めた。後ろを歩いていたましろが背せ中なかにぶつかってくる。

「自分の存そん在ざい価か値ちについて考えてしまう日がどうかしたのか？」

　なんとも卑ひ屈くつな答え方だけど、その日にいい思い出がなければこんなものだろう。龍りゆう之の介すけだったら、チョコレート会社の販はん売ばい戦せん略りやくに日本中が踊おどらされる日などと言いそうだから、それよりはずっとましだ。

「知ってるならいいわ」

「たぶん、知らないのは、日本中探さがしても椎名だけだと思うぞ」

「……」

「聞いちゃいないと……」

　だいたい、イギリスにもバレンタインはあるだろうに。意味合いは国ごとに、結けつ構こう違ちがったりすると、前にＴＶか何かで見た気がするけど。

　一階に下りたところで、空太は見知った後ろ姿すがたを発見した。

　廊ろう下かの柱の陰かげに身を潜ひそめているのは美み咲さきだ。下げ駄た箱ばこの方を覗のぞき込こんでいる。

「美咲先せん輩ぱい、なにしてんですか？」

　声をかけると、美み咲さきが肩かたで驚おどろいてから振ふり向いた。

「なんだ、こーはいくんか〜。びっくりしたなあもう」

「……先せん輩ぱいでもびっくりすることがあるんですね」

　存そん在ざい自じ体たいがびっくりなびっくり人間なのに……。

「こーはいくんは、あたしをなんだと思ってるんだ」

「地球外生命体かと」

「地球人だって、宇う宙ちゆう人じんから見たら宇宙人なんだぞ」

　ついに、宇宙人であることを認みとめる発言が出てきてしまった。

「空そら太た」

　そこに、ましろが声をかけてきた。真っ直ぐに柱の向こうを見ている。先ほど、美咲が様子を窺うかがっていた方向だ。

「どうした？」

「仁じんがいるわ」

　そういうことかと納なつ得とくしながら、柱の陰かげから空太も顔を出した。仁がいる。でも、ひとりじゃない。あれは、生徒会長……ではなくて、元生徒会長が一いつ緒しよだ。すでに靴くつには履はき替かえていて、ふたりで話している。いや、元生徒会長が一方的に文もん句くを言っているようだ。

「三み鷹たかはさっさと帰れ」

「いいよ。俺おれもはうはう待つって」

　意外な組み合わせから、意外な名前が出てきた。まあ、名前とは言っても、あだ名の方だけど。『はうはう』とは、美咲が自じ主しゆ制せい作さくしているアニメで、音楽を担たん当とうしている美咲の友達のことだ。文化祭で制作した『銀ぎん河が猫ねこにゃぼろん』でも、迫はく力りよくのあるＢＧＭから細かい効こう果か音おんまでを用意してくれた音楽科の三年生。空太はまだ面めん識しきがない。

「ふたりとも隠かくれて！」

　美咲に襟えりの後ろを引っ張ぱられる。その直後、奥おくから声がした。

「さっきから、なんだ。誰だれかいるのか」

　元生徒会長が、空太たちの隠れた柱に意い識しきを向けている。

「ブボォー、ブボォー」

　ごまかすつもりなのか、突とつ然ぜん、美咲が妙みような鳴き声を発した。

「なんで、ここでウシガエルなんですか！」

　小声で空太が叫さけぶ。こういった場合、猫ねことかネズミが定番だ。どちらも学校では見かけないけど……たぶん、ウシガエルよりはいる可か能のう性せいが高い。

「あたし、ウシガエルのものまねだったら、誰にも負けない自信があるんだもん」

「そんな自信はどぶに捨すててしまえ！」

　もうここまで騒さわいだら、誰かが出て行くしかない。そして、美咲は出て行きたくないようだし、ましろでは事じ態たいを収しゆう拾しゆうするのは不ふ可か能のうだ。残された選せん択たく肢しはひとつしかないわけで、空そら太たは小さくため息を落としてから、ましろと下校する風を装よそおって、仁じんと元生徒会長の前に身をさらすことにした。

「あ、仁さん」

　わざとらしい発言に、仁が苦笑している。柱の陰かげにいるのは空太たちだと、気づいていたのだろう。付き合いも長いから、声だけでも十分にわかる。

「ふたりは仲良く今帰りか？」

　そう言われ、ましろと顔を見合わせる。

「別に仲良くってことは」

「仲良く下校よ」

　空太とましろで同時に反対のことを言う。そして、また顔を見合わせた。

「漫まん才ざいやってないで、今日は早く帰れよ。このあとプレゼンだろ？　油売ってていいのか？」

「そうですけど……必要な油なら売ります」

　あえて少し含ふくんだ言い方を空太は選んだ。暗に美み咲さきのことを考えてくれと言っているようなものだ。

　でも、それで心の体たい勢せいを崩くずすような仁じゃない。

「たくましいねえ。てっきり、がちがちになってるかと思ったのに」

「ご期待通り、今朝から体はふわふわしてます」

「その緊きん張ちようが外に出てなければ上出来だろ」

「仁さん、さくら荘そうには帰ってこないつもりですか？」

　横目で隣となりにいる元生徒会長を見る。目が合ってしまった。反はん射しや的てきに小さくお辞じ儀ぎをすると、複ふく雑ざつな表ひよう情じようを浮うかべられた。文化祭のときのことでも思い出しているに違ちがいない。

「まあね。受験が終わるまでは、生徒会長……じゃなくて元生徒会長の部屋に居い候そうろうすることにしたから」

「おい、勝手に決めるな。お前、冬休みの間だけって話だったぞ！」

「あ、じゃあ、今話したから、よろしく」

「よろしくない！」

「心配しなくても、はうはうを部屋に呼ぶときは、ちゃんと気を遣つかって外に出るよ」

「だ、誰だれがそんな心配をするか！　そもそも、俺おれと沙さ織おりは……」

　沙織とは会話の流れからして、はうはうの本名だろうか。

「手も繋つないでないんだっけ？」

「そ、それは……」

　そこでまた元生徒会長と目が合ってしまい、思い切り睨にらまれた。仁に敵かなわないからといって、八つ当たりをするのはやめてほしい……。

「その反はん応のう、さては手ぐらい繋つないだな？」

「い、いちいち、お前に報ほう告こくする義ぎ務むはない」

「なるほど、キスまではいったんだ」

「……っ!?」

　顔を背そむけた元生徒会長は、耳まで真っ赤に茹ゆで上がっている。仁じんの言葉は図星のようだ。

「ごめん、総そう一いち郎ろう君。待たせたね」

　そこにひとりの女子生徒が小走りでやってきた。ふわふわのショートヘアの上から大きなヘッドフォンを付けている。手足が長く、女子にしては背せが高い。目元も顔立ちもきりっとしていて、純じゆん粋すいに綺き麗れいな人だなと空そら太たは思った。

「なんだ、三み鷹たかも一いつ緒しよか」

　やってきた女子生徒が、仁を見るなりうんざりしている。
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「はうはうは、総一郎君しか眼中にないわけね」

「当たり前だろう。彼は私の恋こい人びとだ」

「だ、そうだぞ、総一郎君」

「気持ちの悪い呼よび方をするな、三鷹」

「だってさ、はうはう」

「沙さ織おりに言ったんじゃない。お前だ、お前！　わかっているのに、どうしてお前はいつもそうやって俺おれのことをからかうんだ」

「きっと、そうやってムキになって反はん論ろんするからだと思いますよ」

　思わず、空太は口を挟はさんでしまった。今の流れで、目の前の美人がはうはうだということもはっきりした。同時に、元生徒会長が館たて林ばやし総一郎という名前であることを、空太は思い出していた。

　そのはうはうが空太に気づいて、じっと見つめてくる。

「あ、俺は……」

「神かん田だ空太君と、そっちが椎しい名なましろさんでしょ？」

　天才画家のましろはわかるとして、空太のことを知っているとは意外だった。

「君たちのことは、美み咲さきから色々と聞いてるよ」

　色々とは一体どんなことだろうか。

「えっと、神田空太です。はじめまして……はうはうさん？」

「姫ひめ宮みや沙織だ。以後、姫宮さんと呼ぶように」

　整った顔立ちで、憮ぶ然ぜんとした表ひよう情じようを浮うかべられると、そこには有無を言わせない迫はく力りよくが生まれる。『はうはう』という、あだ名の由来は聞かない方がよさそうだ。

「え、あ、はい。姫宮先せん輩ぱい」

「はうはうってあだ名、嫌きらいみたいなんだよね」

「何度言っても、君と美み咲さきはやめてくれないようだけどね」

「美咲がやめないってことは、本気で嫌がってるわけじゃないってことだろうからな」

「……そ、そんなことは」

　否ひ定ていしながらも、沙さ織おりは言葉に詰つまっていた。

「それで、沙織はもう帰れるのかな？」

「ごめんなさい、総そう一いち郎ろう君。留りゆう学がくのことで先生と話があるから先に帰って」

「だったら、ここで待ってるよ」

「いいわよ。寒いし」

「卒業まで、一日でも多く一いつ緒しよに帰りたいんだ」

　目を逸そらした元生徒会長の声は小さい。毅き然ぜんとした印象しか抱いだいていなかった空そら太たの目には、ものすごく新しん鮮せんに映うつった。

　そんな空太に、仁じんが「はうはう、卒業後はオーストリアに留学するんだよ」と教えてくれた。

「……うん、わかった。なるべく早く戻もどってくる」

「いいよ。じっくり先生と話してきてくれ。大事なことなんだから」

「ありがとう。じゃあ、行ってくる」

　小さく手を振ふってから、沙織が小走りで去っていった。

「初うい々ういしいね〜」

「それ以上、冷やかすなら、もううちに泊とめないぞ」

「別に冷やかしちゃいないって」

　とてもそうは見えない。

「じゃあ、なんなんだその態たい度どは」

「羨うらやましいと思ってんの」

「……」

　元生徒会長が仁じんの真意を探さぐるように口を噤つぐむ。

「俺おれも、本当はふたりみたいな恋れん愛あいをしたかった……そう思ってね」

　昇しよう降こう口ぐちの外に広がる遠い空を見上げた仁が、眩まぶしいのを我が慢まんするように目を細める。でも、その先に太陽はない。今日は曇くもり空がどこまで続いているのだから。

「ふざけるな」

「ふざけちゃいないって、全部本気だよ」

「そういう意味じゃない」

「ならどういう意味よ」

「勝手に諦あきらめて、人を羨ましがっているお前には、腹はらが立つって意味だ」

「いいね〜。元生徒会長のその真っ直ぐなとこ。そうやって、俺を叱しかってくれる人間がいるから、俺みたいな人間も生きていけるんだよね」

「また適てき当とうなことを」

　元生徒会長はそう口にしたけど、それが仁の本心だと空そら太たには思えた。仁の言葉はいつも真実の全部は語っていないとしても、やはり、どこかに本心が隠かくれていると感じさせられていたから。それは、今も同じだった。

「じゃ、俺は先に帰るよ。ご飯作って待っとくわ」

　背せ中なか越ごしに手を振ふって、仁がひとり歩き出す。

「三み鷹たか」

「ん？」

「お前、鍵かぎがないだろ」

　昇しよう降こう口ぐちを出た仁に向かって、元生徒会長が弓なりに鍵を放った。仁はその鍵を片かた手てでキャッチして、にっと口元に笑みを浮うかべる。それから寒い寒いと独ひとり言を繰くり返しつつ、ポケットに両手を突つっ込こむと、他の生徒たちにまぎれて、校門に続く道に消えていった。

　取り残されたのは空太とましろ、それに元生徒会長だ。

「もう用事がないなら、ウシガエルを連れてさっさと下校しろ」

　そう言って、元生徒会長は風の通り道を避さけるように、階かい段だんの側にある自じ販はん機きへと足を向ける。そこで沙さ織おりを待つようだ。

　空太が背はい後ごの柱を振り向くと、少し不安そうな表ひよう情じようをした美み咲さきが小動物のように顔を出していた。胸むね元もとには両手で大切そうに、何かを握にぎっている。福岡で買ってきた合ごう格かく祈き願がんのお守りだ。仁じんに渡わたしたかったのだろう。でも、クリスマスイブの夜のことがあって、話しかけることすらできなかった。

「先せん輩ぱいも一いつ緒しよに帰りましょう」

「うん」

　柱の陰かげから、のそのそと美み咲さきが出てくる。

　靴くつに履はき替かえてから、三人で並ならんで歩き出した。

「はうはう先輩……じゃなくて、姫ひめ宮みや先輩って綺き麗れいな人ですね」

「うん」

「それに、元生徒会長と付き合ってるんですね」

「そうだよ」

「色々驚おどろきでした。でも、一番驚いたのは……」

　空そら太たは歩きながら、元生徒会長がいるであろう、自じ販はん機きの方に目を向けた。ここからでは、もうその姿すがたまでは見えない。

「あの人……よくウシガエルのものまねだってわかったな」

　それだけでもう只ただ者ものではない。




　　　　２




　呼こ吸きゆうが浅い。深く吸すっても、息苦しさが消えない。もちろん、Ｙシャツにネクタイの襟えり元もとを緩ゆるめてもそれは同じだ。

　地下鉄の改札を通り抜ぬけ、階かい段だんを一歩ずつ確たしかめながら、スーツ姿すがたの空太は必死に呼吸を整えようとしていた。

　でも、どれだけゆっくり歩いても、深呼吸を繰くり返しても、まったく効こう果かがない。それもそうだ。息切れをしているわけじゃない。酸さん素そは十分に足りている。

　長い階段の最後の一段に足をかける。借り物としか思えない体を引きずって地上に出ると同時に、空太は無理やり覚かく悟ごを決めて顔を上げた。

　始業式のあと、さくら荘そうに戻もどった空太は、少し早めに昼食を取り、直前にもう一度プレゼンの練習をしてから、会場までやってきた。

　地上に出た空太を出で迎むかえたのは、目的地であるハードメーカーの本社ビル。こうして、向き合うのは約四ヵ月ぶり。

　前回は夏の終わりだった。冬場に来てみると、行き交う人々の服ふく装そうのせいか、それとも、空気の違ちがいのせいか、少し印象が違っている。

　不思議なことに、記き憶おくの中よりも、建物が小さく見えた。

「これ、俺おれが大きくなったんじゃなくて、記憶の中で勝手に建物をでかくしたんだろうな」

　オフィスビルを見上げながら、空そら太たは自分に対して乾かわいた笑みを浮うかべた。そんな風に、わざとらしく自分を作って、この状じよう況きようを演えんじていないと、腹はらの真ん中に居い座すわっている緊きん張ちよう感かんに体を食い尽つくされてしまいそうだった。

　ケータイで時計を見る。午後の三時四十五分。約束は四時だから少し早い。

　どこかで五分ほど時間を潰つぶそうかと思っていると、手の中でケータイが震ふるえた。

　ディスプレイがメールの着信を告げている。

　ボタンを操そう作さしようとした指先が上う手まく動かない。もちろん、寒さのせいではない。

　大だい丈じよう夫ぶだと自分に言い聞かせながら、空太はメールを開いた。

　送ってきた相手は七なな海みだ。

　──プレッシャーになるかもって思ったけど、言いたいから言うね

　文章はそこで一度途と切ぎれている。でも、まだ下に続いているようだ。一行ずつスクロールさせていくと、ボタンを五回押おしたところで、七海からのメッセージが顔を出した。

　──がんばれ！

　たったの一言。でも、その一言に、空太はぐっと下した唇くちびるを噛かみ締しめていた。これからだっていうのに、目頭が熱くなる。

　お互たがいにがんばろうと約束した相手だからこそ、うれしいと感じることのできる言葉。無む責せき任にんな「がんばれ」ではなくて、そこには「自分もがんばるから」という想いが詰つまっている。だからこそ、がんばろうと思える。一いつ緒しよにがんばろうと。

　七海からの短いエールは、空太の心の大事な部分にやさしく触ふれていた。

　ほんの少しだけど、体の怯おびえがやわらいだ気がする。

　まだ言うことを聞かない指で、空太は返信を綴つづった。

　──任まかせとけ！

　力強く文字を打つ。でも、何度も改行したあとで、

　──って、メールでなら言える

　と付け加えて送信した。

　ディスプレイの中で、翼つばさの生えた手紙のアイコンが羽ばたいてポストに投とう函かんされていく。

　それを見み届とどけてから、空太はビルの入り口に向かって歩き出した。返事は待たなかった。きっと、七海のことだから、気を遣つかってこれ以上は送ってこないだろう。さっきの一通だって、すごく悩なやんで、やっぱりやめようかと何度も考えて、それでも、伝えたいことがあったから、覚かく悟ごを決めて送ってきたんだ。いかにも七海らしい。

　挑いどむ勇気をもらった空太は、しっかりとした足取りで、ビルの入り口を通り抜ぬけた。会え釈しやくしてくる警けい備び員いんに、軽く頭を下げる余よ裕ゆうがあった。

　脱ぬいだコートを腕うでにかけ、受付の前に立つと、三人の受付嬢じようが空太を迎むかえてくれた。

「お世話になっています。私、神かん田だ空そら太たといいます。今日は、『ゲーム作ろうぜ』のプレゼンテーション審しん査さのためにお伺うかがいしました」

　少し早口にはなったけど、第一声は噛かまずに言えた。たったそれだけのことに、ひとまずほっとする。今日の目標はミスなしでプレゼンを終えること。この挨あい拶さつだってバカにはできない。

「こちらこそ、お世話になっております。ただいま担たん当とうの者をお迎むかえに上がらせますので、しばらく後ろの席でお待ちいただけますでしょうか？」

　受付のお姉ねえさんが空太の背はい後ごのシートを手で示しめす。それから、来らい客きやく名めい簿ぼに名前を書き、受け取った入にゆう館かん証しようのＩＤカードを首から提さげた。

　指定された通りに、後ろの座席で待つことにする。

　吹ふき抜ぬけになったロビーは開放感があって、見上げると視し界かいが開けてとても綺き麗れいだった。前回来たときは、気づきもしなかった。極度の緊きん張ちようのせいで、見えているはずのものが、見えてはいなかったから。

　今、思い返しても、記き憶おくの曖あい昧まいな部分が多い。

　三分ほど待っていると、見覚えのある女性社員が声をかけてきた。前回も、こうして空太を迎えに来てくれた人だ。

「神田さんで、お間違いございませんか？」

「はい。今日はよろしくお願いします」

「こちらこそ、よろしくお願い致いたします。では、早速、会場にご案内いたします」

　ＩＤカードを使って駅の改札口に似にたゲートを抜ける。上品なベルを鳴らしてやってきたエレベーターに乗ると、ノンストップで二十五階まで連れていかれた。

　ここまでは前回と同様なので、特に驚おどろきはない。

　二十五階のフロアに出ると、七の番号が付いた会議室に通された。それがプレゼン対象者の待合室になっているのだ。

　でも、空太が通されたとき、会議室には誰だれの姿すがたもなかった。

「こちらで少々お待ちいただけますか？」

「はい」

　少しずつ息を吐はき出して、ドアから一番近い椅い子すに座すわった。静かに目を閉じる。プレゼンの冒ぼう頭とうの部分だけを、頭の中で繰くり返した。

　トイレは駅で済すませてきたので大だい丈じよう夫ぶだ。

　五分経たったのか、十分経ったのか、体感ではまったくわからなかった。

　ただ、会議室のドアが外から開き、男性社員が顔を出したので出番が来たのだと思った。

「神田さん、到とう着ちやくしたばかりで申し訳わけありませんが、プレゼンテーションをはじめたいと思います。準じゆん備びはよろしいでしょうか？」

　こう切り出されて、もう少し待ってくださいと言えるなら苦労はしない。

「はい」

　短く返事をして席を立った。

　女性社員に見送られ、空そら太たは会議室のドアが並ならぶフロアで、迷まい子ごにならないように男性社員の背せ中なかについていく。

　空太は小さく息を吐はいて、意い識しきを集中させた。気持ちを研ぎ澄すませていく。これからはじまるのだ。

　大だい丈じよう夫ぶ。たくさん練習はした。練習では上う手まくできた。今回こそはちゃんとやる。やってみせる。気合は十分だ。

「こちらです」

　男性社員に促うながされてプレゼン会場のドアをくぐる。

　そこは、前回とは別の会議室だった。その事実に気づいたのは、横一列に並んだ審しん査さ員いんに「よろしくお願いします」と頭を下げ、正面のスクリーン脇わきに設せつ置ちされたノートパソコンの前に移い動どうしてからだった。

　顔を上げた途と端たんに面めん食くらってしまった。部屋が狭せまい。審査員がすぐ手前にいる感じで、表ひよう情じようまでよく見えた。顔ぶれが前回と同じかどうかは、ちょっと自信が持てない。中央に座すわったこの会社の代だい表ひよう取とり締しまり役やく社しや長ちようと、今回も右の隅すみに座ったゲームクリエイターの藤ふじ沢さわ和かず希きはわかるけど、残りの三人は他の大人おとなと区別がついていなかった。

　この距きよ離りだと、審査員のちょっとした反はん応のうも目につく。

　予想していなかった事じ態たいに、空太は早速やばいと感じて、気持ちが浮うき足あし立だつままに生なま唾つばを飲み込こんでいた。

　視し界かいが徐じよ々じよに狭くなっていく。頭が白く濁にごっていく。その状じよう況きようがなおさら空太の焦しよう燥そうを駆かり立て、胸きよう中ちゆうを掻かき乱みだした。

　とにかく何かしゃべった方がいい。自分の状態もそれで把は握あくできるはずだ。

「神かん田だ空太です。今日はよろしくお願いします」

　ごまかしようがないくらい、声は完全に裏うら返がえっていた。せめて、笑ってくれればいいのに、審査員たちはくすりともしない。

　前を見ている度胸はあっさりと失われ、空太は俯うつむくようにお辞じ儀ぎをした。その際さいに、マイクに額ひたいをぶつけた。

　ごつっと重たい音が、静せい寂じやくに包まれた会議室に響ひびき渡わたる。

　さすがに、それには耐たえ切れなかったのか、審査員のひとりが軽く噴ふき出した。藤沢和希だ。

「藤沢」

　中央に座った社長が渋しぶい声で指し摘てきする。

「すいません。本当にマイクに頭をぶつける人をはじめて見たものですから。実じつ在ざいしたんですね。貴き重ちようなシーンを目もく撃げきすることができました」

　お腹なかを抱かかえて笑う和かず希きを、眼がん光こうだけで社長が黙だまらせる。

　恥はずかしさに顔から火が出そうだ。顔面が熱くて仕方がない。きっと耳まで真っ赤になっていることだろう。

　やっと掴つかんだリベンジの機会なのに、完かん璧ぺきを目指すどころか、冒ぼう頭とうから見事に躓つまずいてしまった。まだ企き画かく内ない容ようの説明をはじめてすらいないのに……。

　これで、早くも自じ己こ評ひよう価かの満点はなくなった。

　けど、それに落らく胆たんしてもいられない。

　目線を上げる。不思議なことに視し界かいは先ほどよりもクリアになっていた。

　白く濁にごっていた頭の中も、霧きりが晴れている。

　──完璧にやろうとするんじゃないわよ

　ふと千ち尋ひろの言葉を思い出していた。

　あれは、もしかしたら、こういうことだったんだろうか。スマートにかっこよく、そして、完璧に。そんな風に思って、ひとつのミスもなくやろうとすると、それが返ってプレッシャーになり、結果的にミスを呼よび込こむことになる。

　逆に、少しくらいの失敗は、まあ、仕方がないかと高をくくっていれば、些さ細さいなミスでペースを崩くずさずに、気楽にのびのびと目標に挑いどめるような気がする。

　だから、千尋はあんなことを言っていたのかもしれない。

「どうかされましたか？」

　空そら太たが自分の思考に囚とらわれているのを心配に思ったのか、社長の隣となりに座すわった眼鏡めがねの男性が声をかけてきた。年ねん齢れいは四十代半ばくらいだろうか。

「あ、すいません。大だい丈じよう夫ぶです」

　今度は声も普ふ通つうに出た。裏うら返がえってもいない。

　どうせ、もう満点は出せない。そう思うと、開き直れる部分もあった。

　前を向いて声を出す。

「それでは、『リズムバトラー』の企き画かく内ない容ようの説明をはじめさせていただきます」

　自然体でマウスに手を伸のばし、空太は一度クリックをした。指先はまだ言うことを聞かないけど、動くならそれでいいと思えた。

　スクリーンに映うつされている企画書が、表紙から一ページ目に切り替かわる。企画の概がい要ようを記しるしたページだ。

「まずは、本企画の概要からになります」

　大丈夫。声は出ている。少し震ふるえている気がするけど想定内だ。

「ジャンルはリズムアクションバトルゲームとなっています。これが、どのようなものかと簡かん単たんにご説明しますと……楽曲のリズムに合わせ、タイミングよくボタンを押おすことで、プレイヤーキャラクターが敵てきキャラクターに攻こう撃げきを行い、ダメージを与あたえ、一曲が終しゆう了りようするまでの間に、敵キャラクターを撃げき破はすることが目的のゲームです」

　ノーパソの画面を見たままで、空そら太たはさらに続ける。

「映えい像ぞうと楽曲の融ゆう合ごう演えん出しゆつが、本ほん企き画かくの特とく徴ちようとなっており、一曲を遊び終えた映像を、リプレイしますと、かっこいいプロモーションビデオが完成しているようなイメージになります」

　企画書を一ページ進める。

「ターゲットは、中高生から大学生くらいまでを中心に考えていますが、操そう作さはシンプルですので、どの年ねん齢れいの方にも男女問わずに遊んでいただけると思います」

　少し余よ裕ゆうが出てきた空太は、スクリーンに視し線せんを移うつした。

「ただ、メインのターゲットはあくまで中高生から大学生くらいと考えています。その理由としましては、それくらいの年ねん齢れい層そうが、本企画の特徴である『映像と楽曲のコンビネーション』に興きよう味みを抱いだいていると感じているからです」

　レーザーポインターの光を使って、企画書の動画サイトにまつわる文章を強調する。

「近年、スマートフォンやモバイル端たん末まつ、携けい帯たい音おん楽がくプレイヤーといったデータを手軽にダウンロードし、持ち歩けるアイテムが広がりを見せ、場所を問わずに『映像』や『音楽』を楽しむことができるようになりました。私自身もそうですが、比ひ較かく的てき若わかい世代にとっては、もはや動画サイトを視し聴ちようすることは、日にち常じようの一部になっています」

　この要よう素そはあとで追加した内容だ。メイドちゃんに方ほう向こう性せいのアドバイスをもらい、七なな海みがくれたアイディアから空太なりに考えて、たどり着いた結けつ論ろんである。

　正せい解かいかどうかはわからない。わかるのはプレゼンが終わったあとだ。

「その特徴は、自分が好きなときに見られる点、視聴者がコメントを残せる点、それと誰だれでも手軽に動画をアップロードできる点にあると思います。特に、誰もが簡かん単たんに提てい供きようする側になれる要素と、視聴者同士がコメントを通して、間接的にコミュニケーションを取れる点が、多くの人を引き付ける要よう因いんなのではないでしょうか。この特徴は、本企画との親しん和わ性せいが非ひ常じように高いと考えています。ゲームのプレイ映像を動画サイトにアップロードすることで、自分の個こ性せいを表ひよう現げんする場所を得ることができるからです。そして、その映像と楽曲が良ければ、より多くのコメントが寄せられ、必然的にアクセス数は上がり、ゲームを知らない人々からも注目されるようになるので……つまり、高い宣せん伝でん効こう果かを得られると思っています」

　言葉を切った後、空太は少し間を置いた。

　それから、

「そうした世の中の事じ情じようから、本企画には多くのユーザーを獲かく得とくできる可か能のう性せいが秘ひめられていると考え、このように提てい案あんをさせていただいています」

　目が合うと緊きん張ちようするので、なんとなくだけ視し線せんを五人の審しん査さ員いんへと向けた。どう反はん応のうされているのかはわからない。全員難むずかしい顔をしている。

「以上のことを踏ふまえた上で、企き画かくの内ない容ようを詳くわしく説明させていただきます」

　今は考えても仕方がない。振ふり返って反省するにしても、それは終わってからでいい。ここまではきちんとしゃべれているのだ。それは、何度も、何度も声に出して説明の練習をしてきた成果だと思う。頭の中で考えるだけだったら、絶ぜつ対たいこんな風にはしゃべれなかった。だから、積み重ねてきたものを信じよう。自分のやってきたことを。

　ページをまた次に進める。一見すると、従じゆう来らいの対たい戦せん格かく闘とうゲームのような画面イメージがスクリーンに表示される。画面の下部は楽がく譜ふのようになっていて、その上を右から左に流れてくる音おん符ぷを模もしたアイコンは、リズムアクションのタイミングを示しめしたものだ。
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「冒ぼう頭とうに申し上げたように、プレイヤーの目的はリズムに乗って、敵てきを倒たおすことにあります。ただし、どのような倒し方をするかは、プレイヤー次第です。リズムアクションを行う際さい、プレイヤーには使用するボタンの選せん択たく権けんが委ねられます。たとえば、○ボタンを押おせば、『剣けん』で攻こう撃げきする。×ボタンを使うと『魔ま法ほう』を放つ。△では『蹴けり技わざ』が発動し、□では『体当たり』で相手を吹ふき飛ばすことが可か能のうです。つまり、○ボタンばかりを使って、ひたすら剣で攻撃をして敵を倒すこともできますが、四つのボタンを使い分けて、まず『剣』で切り込み、『蹴り技』で敵を宙に浮かし、その直後に今度は『魔法』を放って空中の敵を追撃し、落ちてきたところに『体当たり』を叩たたき込む……などという連れん携けいをプレイヤーが自在に組み立てることができるわけです。この連携の組み立てこそが本企画の醍だい醐ご味みで、音楽に合わせて自分なりの『かっこいい戦い方』『魅みせ方』を楽しむことができます」

　ましろの描かいてくれた説明の図で、連れん携けいの様子を追って示しめしていく。これなら、ぱっと見で、内容が伝わるはずだ。

「こうして、連れん携けい攻こう撃げきを決めた場合は、敵てきに与あたえるダメージが増ぞう加かします」

　企き画かく書しよの中では『連携を決めると大ダメージ』と太文字で強調してある。

「また、特定の順じゆん序じよでボタンを押おして、テンポよく連携を決めることで『必ひつ殺さつ技わざ』を発動させることが可か能のうです。たとえば、○○○×△のコマンドで発動する必殺技があるとした場合、『剣けん』で三回攻撃し、続けて、『魔ま法ほう』を放ち、敵を『蹴けり技わざ』で宙に飛ばすことになるわけですが、その直後に、追加の攻撃として、派は手でな演えん出しゆつの『必殺技』が炸さく裂れつします」

　ページの中央には『決めろ必殺技！』という文字が躍おどり、その横には、上空に打ち上げられた敵に対して、巨きよ大だい化かした剣を振ふり下ろすキャラクターの絵が描えがかれている。

「必殺技よりもさらに強力なのが『超ちよう必ひつ殺さつ技わざ』です。こちらも特定のボタン入力によって発動します。必殺技よりもさらにど派手な演出を売りにしたもので、この間は、リズムアクションの成せい否ひにかかわらず、豪ごう快かいな連続技をキャラクターが自動で叩たたき込みます。ただ、この間のリズムアクションの成否にも意味はあり、超必殺技の最終的なダメージ計算に影えい響きようします。もちろん、成功している回数が多いほど、ダメージは大きくなります」

　そこまで一気に説明して、空太はゆっくりと息を吐はき出した。

「ちなみに、リズムアクションに失敗した場合は敵からの攻撃を受け、プレイヤーキャラクターの体力が減へります。何度も失敗して体力がゼロになれば敗北となり、ゲームオーバーです。以上が、少し細かくなりましたが、ゲーム本ほん編ぺんの内ない容ようになります。引き続き、その他の要よう素その説明をさせていただきます」

　資し料りようを一ページ進め、キャラクターのカスタマイズに関する項こう目もくを呼び出す。

「ゲーム中で使用するキャラクターは、プレイヤーの好みに合わせて、容よう姿しや装そう備びの変へん更こうが可能となります。武ぶ器きも複ふく数すう種しゆ類るいを用意し、たとえば、『剣』と『銃じゆう』では、雰ふん囲い気きのまったく違ちがったバトルを楽しむことができます」

　さらに次の要素に話を進める。

「また、複数のプレイヤーでセッションを行う協力プレイもできるようにと考えています。これは、リズムアクションの難なん易い度どが高い楽曲でも、パートを分ぶん担たんすることで操そう作さを簡かん単たんにするという側面を持ちつつ、単たん純じゆんに友達とわいわい騒さわぎながら遊んでもらうために用意しました」

　喉のどに絡からまった唾つばを一いつ旦たん飲み込こむ。

　ここまでくれば残す説明はあと少しだ。

「設せつ定ていとしましては、電子ネットワークの世界を想定しています。バグやウィルスがモンスター、すなわち、敵として存そん在ざいしており、それらの繁はん殖しよくを抑おさえ、討とう伐ばつするために、プレイヤーがキャラクターを操あやつり戦っているというイメージです」

　正面の大きなスクリーンには、堂々と世界観を表ひよう現げんしたイメージボードが映うつっている。ましろが描かいてくれたもので、このときだけは、五人の審しん査さ員いんが一同に顔を上げた。

　さすが、ましろの絵だ。今日のプレゼンの中で、今の瞬しゆん間かんが最も審査員の心を動かしている。それを心の中で笑うだけの余よ裕ゆうが空そら太たにはあった。

「最後になりますが、本ほん企き画かくのコンセプトをまとめさせていただきます」

　用意した企画書も、これがラストのページだ。

「『かっこいい曲に合わせて、かっこよく敵てきを倒たおすのが気持ちいい』というのが本企画の本ほん筋すじです。また、それによってユーザーの心には『爽そう快かい感かん』を植えつけつつ、同時に『誰だれかに見せたい』という新たな欲よつ求きゆうを芽生えさせることで、『個こ人じんから個人への繋つながり』を生み出せるのではないかと考えています。まさに、『遊んでも楽しい』『見ているだけでも楽しい』ゲームを目指したいと思っています」

　スクリーンから目を離はなし、空太は審査員の正面に体を向けた。

「以上で、『リズムバトラー』の企画説明を終わります。ありがとうございました」

　静かに頭を下げる。そのまま、時間をかけて深しん呼こ吸きゆうをした。

　やるべきことはやった。最初は変な緊きん張ちようからおかしなミスを犯おかしたけど、逆ぎやくにそのおかげでリラックスすることもできたし、前回のように途と中ちゆうで頭が真っ白になることもなかった。

　自じ己こ評ひよう価かとしては上々だ。いや、思い描えがいていた完かん璧ぺきとは違ちがってしまったけど、これはこれで完璧だったと思う。たぶん、今はこれ以上のことは自分にはできない。

　もし、足りないのなら、もっと、本ほん格かく的てきに底力を上げる必要が出てくる。

　質しつ疑ぎ応おう答とうに備そなえて、空太は前を向いた。

「……」

　最初に視し界かいに入ったのは中央に座すわった社長の姿すがた。両目を深く閉とじ、腕うで組ぐみをした姿し勢せいで固まっている。その周囲にいる人々は、藤ふじ沢さわ和かず希きも含ふくめて、社長の第一声を待っている様子だった。

　前回はその社長から直ちよく接せつ不ふ合ごう格かくを突つきつけられた。あれがトラウマになっているのか、どうしても目を逸そらしてしまう。

　鼓こ動どうが高鳴っていく。心しん臓ぞうが痛いたいくらいだ。どくんどくんと外にまで音が聞こえてくる。沈ちん黙もくが重たい。質問がないなら早く結果を教えてほしい。でも、結果を催さい促そくするなんてことは、恐おそろしくてできるわけがない。今になって口がぱさぱさに乾かわいてきた。

　そんな空太の気持ちなど、もちろん届とどくはずもなく、突とつ然ぜん社長は重たい口を開き、

「藤沢。お前のところで作るとなれば、開発費はどれだけになる？」

　と発言した。

「なんですか、やぶからぼうに」

　困こん惑わくしたような口調のくせに、和希の表ひよう情じようは先ほどから変わっていない。人のよさそうな温和な雰ふん囲い気きを漂わせている。

「質しつ問もんに答えろ」

「正せい確かくな制せい作さく費ひの計上ではありませんが、うちで引き受けるなら、デバッグ費用込こみで、最低一億はほしいですね」

　さらっとした話しぶりなのに、出てきた数字は莫ばく大だいだった。

「……」

　文字通り、空そら太たは開いた口がふさがらなくなった。

　そんな空太の前で、今度は社長の隣となりに座すわっていた眼鏡めがねの男性が、

「一ダウンロードを五百円で計算したとして、二十万ダウンロードが必要ですから、現げん実じつ的てきではありません」

　と付け加える。同時に社長の前に何かを書いたメモを流していた。

　それに社長が目を落とす。

「あこぎな商売をしてもいいんでしたら、追加の有料ダウンロードコンテンツを作って、そちらで経けい費ひの回かい収しゆうをするという手もあるとは思いますよ。回収に時間はかかりますが、企き画かくの性せい質しつ上じよう、新曲や、新しん武ぶ器き、新しん衣い装しようなどは売り物としては十分成立するでしょう。特に、新曲ですね。必然的にターゲットがコア層そうに移うつり変わっていかざるを得ないという弊へい害がいはありますが」

　和希の案に対して、社長は眉間に皺を寄せている。

「随ずい分ぶんと商売を優ゆう先せんした発言をするようになったな」

「僕ぼくは、あくまでひとつの可か能のう性せいを提てい示じしただけです。二ふた子こ社長が何か引っかかっているご様子でしたので」

「外部に出した場合はどうだ？」

「一千万で試し作さく評ひよう価か版ばんを作って、七千万で本ほん制せい作さくでしょうかね。どこに出しても、渋しぶい顔はされるでしょうけど」

　すでに答えを準じゆん備びしていたのか、和かず希きが即そく答とうした。

「試作に一千万とは贅ぜい沢たくな時代になったものだな」

「まったくですよ。僕のときは、全予算込こみで、一千万でしたからね」

　何か、含ふくみのある口調だ。

「藤ふじ沢さわ、言いたいことがあるなら、言ったらどうだ」

「いえ、あの頃ころは開発者の根こん性じようで経費をどうにかできるいい時代だった……と懐なつかしく思っているだけのことです。そして、あんな経験をさせてくれた二子社長には、感かん謝しやしています」

「おふたりとも、その辺にしていただけませんか？」

　眼鏡の男性が、苦々しい表ひよう情じようで口を挟はさんだ。ちらちらと空太のことを見ている。部外者の前でする話じゃないということだろう。

「では、フルパッケージで皿を売るならどうだ？」

「楽曲の使用料に関してはどのように処理しましょうか？」

　眼鏡めがねの男性が確かく認にんの言葉を返す。答えたのは和かず希きだった。

「プレイ動画のアップロードを許きよ容ようするのであれば、楽曲はすべて本作のために書き下ろす必要があるでしょう。権けん利り関かん係けいをクリアにするためにも。ですので、使用料は気にしなくていいはずです。逆ぎやくに、よそが権利を持っている楽曲を使ってしまうと、ユーザーの行こう為いが、違い法ほうアップロードになってしまいますからね」

　それに、社長が深く頷うなずく。

「そうなると、売上に計上できるのは、一本二千二百円計算が妥だ当とうかと。採さい算さん分ぶん岐き点てんは約四万五千本です。うちで予算を通す上では、目標売上本数は十万必要でしょうが」

　眼鏡の男性の言葉に、社長は考え事をするように天てん井じようを見上げた。

　それから、視し線せんを空そら太たの企き画かく書しよに落とした上で、

「悪くはない」

　と、はっきり口にした。

　別にゲームの内容を褒ほめてくれたわけではない。それくらいは空太にもすぐにわかった。議ぎ論ろんが行われているこの状じよう況きようも含ふくめて楽しんでいるのは、社長の口元の笑みが物語っている。

　取り残された空太は、どうすることもできずに、ただ立ち尽つくしているしかなかった。

　会話が途と切ぎれたところで、ドアがノックされた。

　やってきたのは、眼鏡をかけた女性社員で、顔を見せるなり、

「社長、お話し中に申し訳わけありませんが、次のご予定が……」

　と恐きよう縮しゆくした様子で社長に話しかけた。恐おそらく、社しや長ちよう秘ひ書しよというやつだ。

「わかった」

　手で社長が秘書を制せいする。すると、ドアの脇わきに秘書が下がった。

「できれば、そろそろ彼に結果を教えてあげてはどうでしょうかね？　先ほどから、自分の立ち位置がわからずに困こん惑わくしているようですよ」

　そう言ったのは和希だ。わかっていたのなら、もっと早く助けてほしかった。

「神かん田ださん、今日は貴き重ちようなお話を聞かせていただきました」

「は、はい。こちらこそ、お忙いそがしいところありがとうございます」

「残念ながら、今日の企画に弊へい社しやが予算を出しゆつ資しするのは、難むずかしいというのが結論です」

「……はい」

　やはり、そう簡かん単たんにはいかない。先ほどの会話の内容を聞いて、少し希望が見えたような気がしていたけど、だいぶお金がかかるって話になっていたようだし……。

「ですが、もし、神田さんさえよろしければ、企画内容をブラッシュアップするお手伝いを、うちのスタッフにさせてもらえないでしょうか」

「え？」

「つまり、半分は合ごう格かくということですよ」

　ぽかんとした空そら太たに和かず希きがそう添そえてくれた。

「社長、お時間が……」

　申し訳わけなさそうに秘ひ書しよが口を挟はさんできた。

「わかっている。藤ふじ沢さわ、あとは任まかせる」

「僕ぼくですか？」

　その和希の抗こう議ぎに、社長は取り合わない。

　さっさと立ち上がり、

「神かん田ださん、今日は慌あわたただしくて申し訳ありませんが、ここで。続きは残ったものがきちんとお話させていただきますので」

「あ、はい」

　小さく礼をして、社長と、三人の審しん査さ員いん、それからドアの脇わきにいた秘書が続けて部屋を出て行った。残ったのは、藤沢和希だけだ。

「やれやれ、二ふた子こ社長にも困こまったものですね。多た忙ぼうなのだから、いい加か減げん、『ゲーム作ろうぜ』の審査員は下に任まかせればいいものを」

　早速という感じで、和希が軽い調子で文もん句くを言う。

「さて、何から話しましょうか。まずは神田さんのご意い思しの確かく認にんですかね。どうします？」

「あ、あの、その前にひとつ質しつ問もんがあります」

「はい、なんでしょう」

「ブラッシュアップのお手伝いとは、どういうことでしょうか？　この先に、どんなことが待っているんでしょうか？」

　想定していなかった事じ態たいだけに、いまいち頭がついてこない。

「ああ、それもそうですね。自分がわかっていることは他人もわかっていると思ってしまうのは、僕の悪い癖くせです。え〜っと、近年のゲームコンテンツの開発費高こう騰とうの話は、神田さんもご存ぞん知じかと思います」

「はい」

「その影えい響きようは企き画かくオーディションのあり方にも及およんでいまして、正直な話を申し上げますと、エントリーしてもらっているアイディアの殆ほとんどが、予算面においてクリアになっていないんです」

　大人おとなが真ま面じ目めな顔をして、空太に語りかけている。なんとも不思議な感覚だ。

「僕の時代は一千万程てい度どで作れたので、当初はそれくらいの予算で作れるなら、アイディアを持ってくる連中に作らせてしまえというノリが通用したんですけどね」

「今はそうもいかないと」

「ええ。知っていますか？　ケータイ電話のアプリですら、最近ではまともに制せい作さくすると二千万もの経けい費ひがかかるんです」

「そ、そんなに!?」

　さっきの一億って数字にもびっくりしたが、二千万も相当だ。ノリで一千万という話もむちゃくちゃだと思うが……。

「十年前のように、予算がない分は気合でどうにかしろとも、言いにくいご時世になっていますしね」

　そこで和かず希きが苦笑する。自分のときを思い出しているんだろうか。

「その上、ゲームの売上本数は、開発費の分だけ増ぞう加かしたというわけではありません」

「はい」

「なので、エントリーされている企き画かくアイディアを見ても、作るとなると採さい算さんが合わないものが殆ほとんどなんです」

「……」

「もちろん、ゲームの面白さを評ひよう価かするというのがオーディションの大だい前ぜん提ていとして存そん在ざいしているわけですから、ＢＰ……ビジネスプランまで踏とう襲しゆうした企画書を要求するつもりはありません。外部の方から見ると、どの作業にどれだけお金がかかるのかなど、わかるはずもありませんからね。同業者であれば、ゲームのボリュームを見て、その辺はだいたいわかるものなんですが」

「なるほど」

「そこで、近年では、将しよう来らい性せいのある企画に対して、数字の部分は我われ々われの方でお手伝いをしようという動きになってきています。企業として、採算の取れる形に落とし込んだ上で、再さい度ど、タイトル審しん査さ会かいという会議に提てい出しゆつし、予算をつけるのか、つけないのか……つまり、企画のプロジェクト化を問うわけですね」

「……そこを通れば」

「二ヵ月から三ヵ月程てい度どの期間で、試作を行うことになります。実じつ際さいにゲームの体裁にしたときに、果たして企き画かく内ない容ようが机き上じようで考えていたのと同じように、面白いものなのかを審査するための評ひよう価か版ばんということです」

「じゃあ、それが面おも白しろくなかった場合は」

「プロジェクトを閉とじる場合もあれば、一ヵ月ほど期間を延えん長ちようして試作を続行する場合があります」

「……」

「今から深しん刻こくに捉とらえる必要はありませんよ」

「そ、そうですよね」

「で、試作評価版にゴーのサインが出れば、いよいよ本制作に突とつ入にゆうするわけです。質しつ問もんの答えにはなりましたか？」

「はい。ありがとうございます」

　ものすごく話がわかりやすい。

「あ、そうそう。あくまで企画は神かん田ださんのものですので、予算がつくとなった場合、どのような制せい作さく形けい態たいを望むかは、神かん田ださんの意い思しに委ねられますのでご安心ください。我われ々われは、こちらの開発チームで作るという可か能のう性せいを提てい示じしたり、外部の開発会社との橋はし渡わたしをしたりすることはできますが、ご自身でチームを作って制せい作さくを行うというのであれば、そういったことも可能です。会社を作ってもらっても構かまいません」

「か、会社ですか？」

　はるか別世界の話を聞いているようで、上手くイメージも掴つかめない。

「とは言え、現げん在ざいの企き画かくの規き模ぼだと、二、三人で作るというわけにはいかないと思いますのでなかなかに難むずかしいとは思いますが」

「そう、なんですか？」

　その辺の感覚がよくわからない。作ったことがあると言えば、文化祭のときにやった『銀ぎん河が猫ねこにゃぼろん』くらいだ。あれも、結けつ構こうなボリュームがあった。その物量をやり遂とげたことに関しては、ましろや美み咲さき、龍りゆう之の介すけといった個こ人じんの力によるところが大きいのだが……。

「キャラクター、武ぶ器き、衣い装しように、モンスターとあるので、効こう率りつ化かしないとモデリング作業が重たいと思います。それと、モーションも。ただ、今の話は現げん状じようの企き画かく内ない容ようを、残らず網もう羅らしようと思えば……という意味ですけど」

「そうですか」

「ちなみに、予算がついた段だん階かいで、企画内容を買い取ることも可能ですよ」

「……」

　反はん射しや的てきに顔を上げて、思わず、和かず希きを見み据すえてしまった。

「やはり、自分で作りたいですよね。安心してください。取り上げたりはしませんよ」

　全部見み透すかされている。

「で、ここまで聞いたところでどうしますか？」

　現役のゲームクリエイターと打ち合わせができる。ものすごく魅み力りよく的てきだ。今回考えた企画にとってもいい話だし、空そら太た個人にとっても非ひ常じように興きよう味み深ぶかい。一体、どんな話し合いが行われるのか……。心はすでに楽しみにしている。断ことわる理由なんてなかった。

「よろしくお願いします」

「そうですか。となると、僕ぼくも逃にげるわけにはいきませんね。二ふた子こ社長に頼たのまれてしまったというのもありますし」

　和希は席を立つと空太の前までやってきて、名めい刺しを一いち枚まい差し出してきた。

　前に一度もらったことがある名刺だ。まあ、あのときは、千ち尋ひろに渡わたしてほしいと頼まれただけだけど……。

「これ、僕の連絡先です。あ、会社名がここと違ちがうのは、僕は別の会社の人間だからです」

「それは知っています……じゃなくて、存ぞんじています」

　名刺の肩かた書がきには代だい表ひよう取とり締しまり役やく社しや長ちようの文字がある。社名の方はあまり有名ではないと思う。和かず希きの会社はゲームの販はん売ばいを自社では行わず、今空そら太たが来ているハードメーカーを通して行っているからだ。ＣＭなどで表に名前が出ることはない。でも、作っているタイトルを言えば「ああ、知ってる」という人が多い。

　そこにノックの音が割わり込こんできた。ドアが開き、受付からこの階まで空太を案内してくれた女性社員が顔を見せる。

「まだお話し中でしたか」

　出て行こうとする彼女を、和希がもう終わりますと言って呼よび止めた。

「帰ったら、ひとまずメールをください。こちらの準じゆん備びが整ったら、次の打ち合わせの日につ程ていを決めましょう」

「あ、はい、ありがとうございます。それと、その……」

「はい？」

「ごめんなさい」

「なんです、突とつ然ぜん」

「千ち尋ひろ先生に名めい刺し渡わたしたんですけど、びりびりに破やぶかれてゴミ箱に捨すてられました」

「……」

　一いつ瞬しゆん、きょとんとした和希だったが、次の瞬しゆん間かんには声を上げて笑った。

「いいですよ。言ったでしょう？　どうせ、そうなると」

「何の話ですか？」

　空太と和希の会話を不思議に思ったのか、ドア口に立った女性社員が尋たずねてきた。

「プライベートな話ですよ」

「それは驚おどろきですね。仕事にしか興味がない藤ふじ沢さわさんに、プライベートがあったなんて」

　女性社員が少し悪戯いたずらっぽく笑う。真ま面じ目めな顔しか知らなかった空太にとって、その表ひよう情じようはやけに新しん鮮せんに映うつった。

「酷ひどいこと言うなぁ」

　和希に強く反はん論ろんする意思はないようだ。どこかで、女性社員の言葉を認みとめているという感じがした。

「では、今日はここまでということで」

「はい。ありがとうございました」

「それはもう聞きましたよ」

　和希に促うながされて、空太は会議室を出た。廊ろう下かを進んで、女性社員と一いつ緒しよにエレベーターに乗り込む。

「帰ったら、すぐメールを送ります」

「はい。では、また後日」

　手を振ふる和希に見送られ、空太はエレベーターの中で頭を下げた。ドアが閉とじても、しばらくそうしていた。

　一階に到とう着ちやくした後、ＩＤカードを受付に返へん却きやくして空そら太たはビルを出た。

　空はもう真っ暗だ。でも、周囲の明かりのおかげで、それほど暗さは感じない。

　頭の中は空っぽだった。でも、覚えていたことが急に飛んで、目の前が真っ白になったときとは全然違ちがう感覚だ。単に何も考えられない。そこに不安はなくて、心地いい無心があるだけだった。

　地下鉄の階かい段だんを一歩ずつ下りていく。改札を抜ぬけてホームに出ると、一番前まですたすたと歩いた。

　反対側のホームに電車が入ってくる。停車して、周囲が人の気配でざわつく。駆かけ込こみ乗車は危き険けんだとアナウンスが流れた。

　そして、ドアが閉しまり、再ふたたび電車は走り出し、ホームから出ていった。

　そのときだった。空そら太たは自分の中にある喜びに、ようやく追いついた。

　右手をぐっと握にぎり締しめていた。顔がにやけていく。でも、側にスーツを着た男だん性せいがやってきたので必死に我が慢まんした。飛び跳はねたい衝しよう動どうが体中に広がっていく。とても抑おさえ切れるものじゃない。

　どうにかしようと思って、狭せまいホームの上で、短い距きよ離りを行ったり来たりした。どんなに踏ふん張ばっても、足がリズミカルに跳はねてしまう。興こう奮ふんが体を躍おどらせる。

　そして、やっぱり、顔はにやけていた。

　──そうだ。みんなに報ほう告こくしないと！

　色々と手伝ってもらったのだ。

　ケータイを出して、ましろ、七なな海み、美み咲さき、仁じん、龍りゆう之の介すけのアドレスを宛あて先さきに登録する。でも、文章を書こうとしても、なんて書くべきなのかが思い浮うかばない。

　それに、あくまで半分合ごう格かくしただけで、これで終わりというわけじゃない。

「ああ、もう、面めん倒どうくさい！」

　開き直った空太は、

　──プレゼン大成功！

　と書いたあとに、

　──これも、みんなのおかげ！　ありがとう!!

　と続けて打った。

　送信ボタンを押したところで、ホームに電車が入ってきた。

　一体、誰だれが一番最初に返信をくれるだろうか。

　そんなことを考えながら、空太は文字通り電車に飛び乗った。




　　　　３




　行きと同じ電車を一時間ほど乗り継つぎ、空そら太たは慣なれ親しんだ芸大前駅に帰ってきた。改札を抜ぬけると、本当に「帰ってきた」という実感があった。

　その足で、空太は商店街を通り抜けて、さくら荘そうを目指した。

　いいことがあったはずなのに、空太の表ひよう情じようはすぐれない。少し前までは、頬ほおが緩ゆるむのを必死に耐たえていなければならないほどだったのに……。

　難むずかしい顔で、ケータイのディスプレイを見み据すえている。

　なぜなら、誰だれからも返信が来ないのだ。

　今となっては、あんなにテンションの高い文面を送ったことを後こう悔かいしつつある。それにしても、ひとりくらいは返事をくれてもいいんじゃないだろうか。

　まあ、ましろは漫まん画がの原げん稿こうを描かいていれば、電話が鳴ろうと気づかないかもしれない。七なな海みもバイト中であるなら、ケータイを気にしてばかりもいられないだろうし、返事を書いている余よ裕ゆうもない。今の美み咲さきの心情を慮おもんぱかると、文もん句くも言えない。仁じんと龍りゆう之の介すけは、それぞれに考え方は微び妙みように違ちがっても、別に自分が返信しても空太は喜ばないだろうからと、返事を見送っている可能性はある。

「なんだよ、みんなしてさ」

　一緒に喜んでくれることを期待していただけに、落らく胆たんというか、残念というか、ふてくされてしまいたい心境だった。

　ひとり文句を言いながら、空太は十分ほどかけてさくら荘の前まで戻もどってきた。

「あれ……」

　ふと隣となりの敷しき地ちを見ると、長らく空き地になっていた場所に、建けん築ちく機き材ざいが運び込こまれている。家でも建つのだろうか。

　苦く情じようとか来たら、大変そうだなあとか思いながら門もん扉ぴを通り抜ける。

　目の前にあるのは、いつも通りのさくら荘だ。プレゼンが上う手まくいったからといって、姿すがた形かたちが変わるはずもないし、突とつ然ぜん綺き麗れいになるわけもない。

「浮うかれてた俺おれが悪いのかな……」

　たまにはそんな日があってもいいじゃないかと、半ば諦あきらめの気持ちを抱いだき、空太はがっくりと肩かたを落としたまま、さくら荘の扉とびらを開けた。

　俯うつむいたまま玄げん関かんに足を踏ふみ入れる。

　すると、次の瞬しゆん間かん、いくつかの声が重なって、

「おめでと〜！」

　というメッセージと共に、五十個こを超こえるクラッカーの合唱が響ひびき渡わたり、紙ふぶき、紙テープが空そら太たの全身を包み込んだ。

　突とつ然ぜんのことに、空太はびっくりしすぎて、尻しり餅もちをついていた。紙ふぶきと紙テープに体が半分埋うもれている。さすがさくら荘そうだ。限げん度どを知らないし、容よう赦しやがない。

「……みんな」

　尻しり餅もちをついたまま、空太は玄げん関かんに立った三人の女子を見上げた。中央に美み咲さきがいて、その両りよう脇わきには、ましろと七なな海みが控ひかえている。手には空になった大量のクラッカー。

「心しん臓ぞう……止まるかと思いました」

「さくら荘殺さつ人じん事じ件けん！　『犯はん人にんはキャスト欄らんの三人目！』だね！」

　美咲が満面の笑みで出で迎むかえてくれた。この笑顔を見るのは久ひさしぶりで、それで空太のテンションは一気に上がった。

「誰だれだ、三人目は！」

「う〜ん、ななみん？」

「ち、違ちがいます！　だから、私はクラッカーの数は減へらした方がいいって言ったんですよ」

　だとしたら、七海が手に持った無数のクラッカーはなんだろうか。

　空太の視し線せんに気づいた七海が、今さらのように、空のクラッカーを背せ中なかに隠かくす。そして、証しよう拠こ隠いん滅めつとばかりに廊ろう下かの奥おくにぽいっと放り投げてから手を差し伸のべてきた。その手を掴つかんで空太は起き上がる。

　すると、遅おくれてもう一発クラッカーが鳴った。美咲たちの背はい後ご……退たい屈くつそうな顔で廊下の壁かべに寄よりかかっていたのは赤あか坂さか龍りゆう之の介すけだ。

「一いち応おう、おめでとうと言っておこうか」

「おう、サンキュ！」

　龍之介には企き画かく書しよの作り方の基き礎そ、心こころ構がまえに至いたるまでを教えてもらった恩おんがある。

「メイドちゃんにも、よろしく言っといてくれ」

「ああ、それなら、伝言を受け取っている」

「伝言？」

「『お礼なら例の件けんでいいので、よろしくお願い致いたしますね』とのことだ」

　例の件。たぶん、ふらっとイギリスまで飛んで、約一名片付けてきてほしいというあれのことだろう。もちろん、できるわけがないので、電子のメイドとは、後ほど他のお礼の方法を話し合う必要がありそうだ。

「例の件？」

　身を寄せてきたましろが聞いてきた。

「世の中には知らない方がいいこともあるんだぞ」

「メイドちゃんとふたりだけの秘ひ密みつを持ってるなんて、こーはいくん、やらし〜ぞ！」

「そんないいもんじゃありません！」

　できれば、空そら太ただって誰だれかに相談したい。でも、殺人計画を依い頼らいされていることなど誰に話せばいいというのだ。

「こーはいくんも帰ってきたところで、『こーはいくんをお祝いしてあげようパーティ』を開かい催さいするんだも〜ん！　あたしが根こん性じよう込こめて作った豪ごう華か料りよう理りを用意しておいたから、存ぞん分ぶんに堪たん能のうするんだぞ、こーはいくん！」

　そう言って、ドタドタと美み咲さきがダイニングに駆かけ込こんでいく。

　空太は靴くつを脱ぬぎながら、周囲を見み渡わたした。ここにいてほしい人物がひとり足りない。龍りゆう之の介すけでさえ部屋から出てきてくれているのに。

「私から、三み鷹たか先せん輩ぱいも誘さそったんだけど……やっぱり、ね？」

「……そっか」

「うん、でも、伝言はもらってるよ」

「なんて？」

「おめでと、だってさ」

「なんか普ふ通つうだな」

　仁じんのことだから、空太を冷やかすようなことでも言ってきそうなものだが……。

「三鷹先輩も、実は今、あんまり余よ裕ゆうないんじゃないのかな」

「受験、近いしな」

「そうじゃなくて……上かみ井い草ぐさ先輩のこと」

「ああ……まあ、そうかな」

「こらー、こーはいくん！　早く来ないとあたしがひとりで全部食べちゃうよ！」

　なかなかダイニングにやってこない空太たちに業ごうを煮にやしたのか、美み咲さきが走って戻もどってきた。

「じゃあ、着き替がえたらすぐ行くんで一分待ってください」

「三十秒だよ、こーはいくん！」

「らじゃ！」




　部屋でスーツを脱ぎ、ダイニングに顔を出した空太を出で迎むかえたのは、円えん卓たくの中央に鎮ちん座ざした巨きよ大だいなお釜かまだった。

　学校給食や飲食店で使用されている、いわゆる業ぎよう務む用ようのやつで、一体何人前を同時に炊たけるのか、見た目では全然わからない。

　そして、その中身は白いご飯ではなく、あずき色をしている。

「聞いても無む駄だだとはわかっているんですが、あえて聞こう！　なんで赤せき飯はんなんですか！」

「おめでたいからだよ！」

　別のお祝いのように感じるのは気のせいだろうか。

「はい、まずはこーはいくんから食べてね！」

　そう言って、美み咲さきがひとりにひとつずつしゃもじを配っていく。

「え？　そういう感じでいくんですか？」

　自分で言っていて、どういう感じかさっぱりわからない。隣となりに座すわったましろはしゃもじをじっと見み据すえて、何か考え込こんでいる。七なな海みは唖あ然ぜんとしていた。ひとり龍りゆう之の介すけだけは動じた様子もなく、

「お好み焼きをへらで食べるようなものだな」

　と納なつ得とくしている。

　まあ、なんであれ、こんな風にお祝いしてもらえるのは、素す直なおにうれしかった。誰だれもメールの返信をくれなかったから、なんだよ、とか思っていたけど、単に空そら太たを驚おどろかすために、あえてみんなして黙だまっていたのだ。

「じゃあ、せっかくなんで行きます！」

　あずき色の大地に、しゃもじを突つっ込こんで赤せき飯はんを掬すくい上げ、その下に顔を滑すべり込ませて空太は大量のご飯を頬ほお張ばった。

　振ふりかけられたゴマの風味はやさしく、塩しお加か減げんも絶ぜつ妙みようだ。ものすごく美お味いしい。たぶん、こんな風にしゃもじで食べているせいもあるんだろう。

　空太に続いて、美咲、ましろ、七海も挑ちよう戦せんする。最後に龍之介も淡たん々たんと参加していた。

「お祝いしてもらうのは大変うれしいんですけど、実はちょっと複ふく雑ざつだったりもするんですよね」

　あくまで半分合ごう格かくでしかないのだ。視し線せんが自分に集まったところで、今後は開発者と打ち合わせを持ちながら、企き画かくを詰つめる作業が待っていることを、みんなに話した。そして、そのあとには、企画のプロジェクト化を問う、タイトル審しん査さ会かいなる、新たなる関門が待ち受けていることも……。

「だから、ほんとの意味で合格ってわけじゃないんですよ」

「だったら、ちゃんと通ったときには、もっと盛せい大だいにお祝いをしないとね！」

　美咲らしさがだいぶ戻もどってきた。やはり、美咲はこうでないといけない。

「うん、上かみ井い草ぐさ先せん輩ぱいの言う通りだよ」

「じゃあ、またお祝いをしてもらえるように、今後もがんばります」

　開発者との打ち合わせが、一体どんな形で行われるのかわかっていない。ぼんやりと想そう像ぞうすることはできるけど、きっと実際の打ち合わせは違うものになるだろう。龍之介に聞けばわかることもあると思う。でも、それを聞こうとは思わなかった。なにが待っているかはわからない。それは不安でもあるけど、そのことを空太は楽しいと感じていた。

　たまらなく待ち遠しいのだ。今、こうして、みんなとご飯を食べていても体が疼うずいて走り出したくなる。

「青あお山やま、メール、ありがとな」

「うん……迷めい惑わくじゃなかった？」

「会社のビル入る前で、めちゃくちゃやる気出た」

　自然と笑顔が零こぼれる。

「そっか。だったら、よかった」

　ほっとしたように、七なな海みが微笑ほほえんでいる。

「メール？」

　そう聞いてきたのはましろだ。

「プレゼンの直前に『がんばれ』って青あお山やまがメールをくれたんだよ」

　じっとましろが七海を見み据すえる。

「メール、空そら太たはうれしいの？」

「ああ、うれしかったよ。力にもなった」

「じゃあ、待ってて」

　席を立ったましろがダイニングを出ていく。小さな足音が二階に上がっていった。

「待ってろって、何を？」

　当人がいないので、七海に聞いてみる。

「さあ？」

　七海は聞かれても困こまるといった表ひよう情じようだ。

　少しすると、空太のケータイが鳴った。メールの着信だ。

　──がんばって

　送り主は、先ほど二階に消えたましろである。

　返事を送らずに待っていると、ましろがダイニングに戻もどってきた。

「これは何の冗じよう談だんだ？」

「メール、うれしいって言ったくせに」

「今言うなら、せめて『おめでとう』にしておいてくれますか!?　それともこれはもっとがんばれって意味？　椎しい名なに言われると重みが違ちがうんですけど！」

「七海のときと違う」

　ましろが少し不満そうに目を細めた。

「そりゃ、違ってくるだろ！」

「差別？」

「違うわ！」

「七海だけずるいわ」

「ずるいってお前ね」

「空太は七海だけ特とく別べつ扱あつかい」

「俺おれは日々、椎名を特別扱いしてるよね？」

　事実を述のべても、ましろはまだ不満そうだ。というより、ちょっと拗すねているようにも見える。

「てか、椎しい名なも企き画かく書しよの絵、ありがとな」

「……」

「おかげで説明がめちゃくちゃ楽になったよ」

「ほんと？」

「ああ、椎名の絵がなかったら、絶ぜつ対たいに上う手まくいかなかった」

「なら、許ゆるしてあげるわ」

「そりゃ、どうも」

「でも……」

　そう含ふくんだましろはじっと七なな海みを見ている。

「ん？　私が何？」

　赤せき飯はんを頬ほお張ばりながら、七海がましろの視し線せんに応こたえる。

「なんでもない」

「椎名？」

「もう少し考えておく」

　なんだか、最近のましろは時々わからない。いや、前からわかってなんかいなかったけど、その未知なる部分の質が、別のものになっている気がする。少なくとも、前は自分のことがわからないなんて、ましろは言わなかったはずだ。

　何か思うところでもあるのか、七海は神しん妙みような面おも持もちだった。

　少しして、玄げん関かんの方で扉とびらが開く音がした。

　真っ先に美み咲さきが反はん応のうする。きっと、仁じんの帰りを待っているんだ。

　でも、ダイニングに顔を出したのは、美咲の想い人ではなく、さくら荘そうの監かん督とく教きよう師しである千ち尋ひろだった。

　千尋はテーブルの上の赤飯を見るなり、

「で、どっちとやったの？」

　と、ましろと七海を見み比くらべたあとで空そら太たに聞いてきた。

「先生、今聞いたことは忘れるんで、帰ってきたところからやり直してください！」

「何度やり直しても、私は同じ発言をするけど、あんたの心はそれに耐たえ切れるわけ？」

「ブレイクするに決まってんでしょ！　今の一回で十分ですよ」

　見れば、頬ほおを赤く染そめて七海は固まっている。

「青あお山やま、セクハラで先生を訴うつたえれば勝てるぞ。裁さい判ばんのときは俺おれが証しよう人にんとして出しゆつ廷ていするから安心しろ」

「せ、先生は、なにをゆーてますのん！」

　少し遅おくれて、標ひよう準じゆん語ごを忘れた七なな海みが千ち尋ひろに抗こう議ぎする。でも、少しも千尋は聞いちゃいない。平然とした様子で、

「で、それで誰だれがおめでたなのよ」

　となおもそっちの話題を続けていた。

「神かん田だ君のプレゼンが上う手まくいったので、そのお祝いをしているんです！　おめでたじゃありません！　私も赤せき飯はんはどうかと思ったんですけど、私がバイトから戻もどったときには、もう上かみ井い草ぐさ先せん輩ぱいが用意していたので……」

　なんとか持ち直した七海がはきはきと説明する。千尋は特に興きよう味みなさそうだ。

「ま、上井草なら仕方ないわね」

　その名前ひとつで、この事じ態たいを納なつ得とくさせることができるのだから、方ほう向こう性せいはどうであれ、美み咲さきのすごさには改めて驚おどろかされる。

「あ、先生」

「なによ？」

「俺おれの企き画かく、藤ふじ沢さわさんが見てくれることになりました」

「それがなに？」

「いや、一いち応おう、言っておいた方がいいかと思って」

　そんな話聞きたくもないといった様子で、千尋は空そら太たからしゃもじを奪うばうと、赤飯を一口食べた。

「あら、おいしいじゃない」

　さらに、口に運んでいく。

「あ、そうそう、青あお山やま」

「なんですか？」

　さっきのことがあるせいか、教きよう師しが相手だというのに七海の態度は冷たい。

「あんたにこれ届とどいていたわよ」

　千尋が持っていたＡ４サイズの封ふう筒とうを差し出す。

　それを受け取った瞬しゆん間かんから、七海の表ひよう情じようは一変した。先ほどまでのリラックスした雰ふん囲い気きはなくなり、頬ほおを引き締しめ、眼がん光こうは鋭するどくなっている。

　呼こ吸きゆうも不ふ規き則そくになっているような気がした。

　さほど厚あつさのない封筒の中身には、心当たりがあった。

　恐おそらく、来月に控ひかえている養成所のオーディション台本が入っているのだ。

「青山、これ」

　空太は文ぶん房ぼう具ぐを納おさめた棚たなから、ペーパーナイフを持ち出して七海に渡わたした。

　無言で受け取った七海が封を開ける。

　全員の視し線せんが七海に集中していた。

　中から出てきたのは、十じゆう枚まい程てい度どの紙の束。軽いけど、七なな海みにとっては重たい意味を持っている。二年間積み重ねてきた努力が、その台本によって試されるのだから。泣いても笑っても勝負は一回限かぎり。来月のオーディションが運命を決める。事じ務む所しよに所しよ属ぞくできるか、できないのか……。ダメだったら大阪に帰ってこいと父親に言われている七海にとって、それは大きすぎる分かれ道だ。

　七海が軽く下した唇くちびるを噛かんでいる。目は真しん剣けんそのものだ。ゆっくりと息を吐はく。それから、静かな声で、

「このときが来たんだ……」

　と、これまでの努力の日々を噛み締しめるように呟つぶやいた。
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　空そら太たのプレゼンが終わってからのさくら荘そうは、そこはかとない緊きん張ちよう感かんを漂ただよわせつつも、どこか穏おだやかで、物静かな日々の繰くり返しだった。きっと、全員が目標を持ち、やるべきことに意い識しきを傾かたむけていたからだと思う。

　空太は企き画かく内ない容ようのブラッシュアップ。ましろは漫まん画がの執しつ筆ぴつと読書。美み咲さきはアニメの制せい作さくを再さい開かいし、龍りゆう之の介すけはプログラム作業を続けている。七なな海みは二月十四日に決まったオーディションに向けての準じゆん備びをはじめていた。クリスマスイブの夜以来帰ってきていない仁じんもまた、受験を間近に控ひかえている。

　そんなわけで、それぞれに個こ人じん的てきな感かん情じようの揺ゆれ動きはありながらも、一月は緩ゆるやかに通り過すぎていった。

　その間に、空太は二度の打ち合わせを和かず希きと持った。タイトル審しん査さ会かいを通つう過かするために必要なアドバイスを受け、その場で話し合うこともあれば、持ち帰ってアイディアを選出することもあった。

　和希の指し摘てきは的てき確かくで、話す言葉のひとつひとつに説得力があるのが、ものすごく印象的だった。本当に話がわかりやすいのだ。きちんと、高校生の空太に合わせた話し方をしてくれているという感じがした。

　一回目の打ち合わせでは、空太の企画『リズムバトラー』の商品力についての話し合いが行われ、企画の性せい質しつ上じよう、使用する楽曲の重要性に気づかされた。

「ストレスのない操そう作さ性せいやインターフェース、レスポンスは当然大切ですが、音ゲーの場合ですと、その商品力を決定付けるわかりやすい要よう因いんがひとつあります。なんといっても、音ゲーですからね」

「そうですよね……どんなタイプの音楽を使うか、か……。なんとなく、ＲＰＧの戦せん闘とう音おん楽がくのようなものを勝手に想そう像ぞうして、それ以上考えていませんでした」

「では、楽曲のコンセプトを立てるところから、打ち合わせを進めていきましょうか」

　その後、二回目の打ち合わせで、メインに据すえる楽曲の方向性は決まった。

　合間の休きゆう憩けい時じ間かんになると、和希は経けい験けんから学んだという色々な話も聞かせてくれた。中でも記き憶おくに残っているのがクリエイターに必要な資し質しつの話だ。

「ゲームクリエイターに必要な資質とは、なんだと思いますか？」

「コミュニケーション能のう力りよくでしょうか？」

「どうしてそう思いますか？」

「雑ざつ誌しなどのクリエイターインタビューでよく目にするので」

「どうして、コミュニケーション能力が必要だと思いますか？」

「ゲーム制せい作さくは集しゆう団だん……チーム作業だからだと思います」

　それも雑ざつ誌しの受け売りだった。

「では、コミュニケーション能のう力りよくとは、具体的にはどういったスキルを指すと思います？」

「えっと、チームの人間関係を乱みださないように……周囲と協きよう調ちよう性せいを持つことでしょうか？」

　具体的にと言われると結けつ構こう困こまる。

「なるほど、協調性ですか。確たしかに、クリエイターにはコミュニケーション能力が必要で、ゲーム制作は集団作業だからと言われたら、そう受け取ってしまいそうですよね」

「違ちがうってことですか？」

「違うというわけではありません。コミュニケーション能力はもちろん大切です。ですが、その言葉の解かい釈しやくという点では違ってきます。まあ、神かん田だ君くんに誤ご解かいを与えた原げん因いんは、コミュニケーション能力が必要と語る人でも、案外、『コミュニケーション能力』という言葉の本ほん質しつを深く考えてはいないからなんですけどね」

「そう……なんですか？」

「はい。誰だれかから聞いた『コミュニケーション能力が必要』という意見を鵜う呑のみにしてしまい、その言葉を自分の意見のようにただ繰くり返してしまうことは、決して珍めずらしい話ではありません」

「そう言われてみると……」

　心当たりがないわけではない。というか、空そら太たも雑誌の受け売りを口にしただけだ。

「でも、おかしいとは思いませんか？　本来コミュニケーションとは、お互たがいの意い思し疎そ通つうを正しく行うことですよね？　なのに、そのコミュニケーション能力の大切さを謳うたう人が、どうして『コミュニケーション能力が必要』と語るその話の中で、自分が口にした言葉の本質までを懇こん切せつ丁てい寧ねいに語って、相手に誤ご解かいがないように伝える努力をしていないのでしょうか」

「……」

「それが単なる紙面の都合や、クリエイター自身の怠たい慢まんであるならまだいいのですが、先ほど言ったように、自分が語っている言葉の本質を理り解かいしていない人は意外と多いんです。人から聞いた話を自分の感覚や言葉に落とし込こめていれば、そうした事じ態たいにはならないと思うんですけどね」

「なるほど」

「つまり、僕ぼくが考えるコミュニケーション能力とは、知り得た情じよう報ほうから自分の意見を正しく導き出し、自分で思った自分の考えを、自分の言葉で正しく伝えようと努力する姿し勢せいのことなんですよ」

「……」

「それは、同時に、相手の意見を一度は受け止める余よ裕ゆうを持って、相手の話の本質がどこにあるのかを考えながら、相手の話を最後まで聞く姿し勢せいのことでもあります。必ずしも、話をしている当人が、当人の言いたいことを言葉で完かん璧ぺきに表ひよう現げんできているとは限かぎりませんのでね。聞く側にも協力する姿し勢せいは大切だと思います。そういうわけですから、当然、コミュニケーション能のう力りよくというのは、打ち合わせの席で空気を読んだつもりになって、自分の思考を放ほう棄きして、他人の意見に乗っかる上辺だけの協きよう調ちよう性せいのことではないんですよ」

「……」

「少し話が長くなりましたが、自分の話をするときは、自分の考えをきちんと把は握あくした上で相手に伝え、相手の話を聞くときには、相手の話の本ほん質しつがどこにあるのかを考えながら耳を傾かたむける……まずは肯こう定てい的てきに。僕ぼくはこれが『コミュニケーション能力』だと思っています。それができていれば、打ち合わせや会議の席で、相手の意見に対して『でも』や『だけど』を使う場面も減へって、建けん設せつ的てきな話し合いができますから」

「はい……」

　空そら太たは感心して頷うなずくことしかできなかった。

「でも、騙だまされてはダメですよ？」

「え？」

「今、僕は自分の言ったことの半分くらいしか信じていません」

「半分？」

「資し質しつの話です。クリエイターに必要とされるね」

「それはなんですか？」

　ぜひとも知っておきたい。

「確たしかにコミュニケーション能力は大切だと思います。でも、社会人であればどのような職しよく業ぎようであれ、当然のように求められるものですよね？　わざわざそれをあげるのは芸がないとは思いませんか？」

　新しいゲームを発案し続ける和かず希きらしい発言だった。

　でも、なんだろうか。もうひとつの資質とは。

「……」

「わかりませんか？　実に単たん純じゆんな答えですよ。いくら打ち合わせでお互たがいの心を通い合わせ、意見のすり合わせが完かん璧ぺきにできたとしても、出来上がる作品のクオリティが伴ともなっていなければ、何かを作るというこの仕事においては何の意味もなさないんです」

「それは……」

「要するに、アイディアを具ぐ現げん化かする創そう造ぞう力りよくなくして、我われ々われの仕事の価か値ちは語ることができません。だから時として、言葉など陳ちん腐ぷに思える瞬しゆん間かんがあります」

「……」

「少し、話が抽ちゆう象しよう的てきでしたかね？」

「いえ、すごくよくわかりました」

「すごく、ですか？」

「企き画かく書しよの絵を描かいてくれたやつが、まさにそんな感じなんです」

　色々なものを飛び越こして結果に到とう達たつする。もしかしたら、ましろの中では順じゆん序じよがあるのかもしれないけど、その順序を空そら太たが感じることはできないし、目には見えない。それは、やはり、空太から見たら、ないのと同じだ。

　ましろが筆を走らせるだけで、さっきまで真っ白だったカンバスに感動が生まれている。

　企画書の絵え素そ材ざいを頼んだときだって、言語や態たい度どでは理り解かいしている風がなくても、結果としては、空太の求めているものをしっかりと用意してくれた。ずっとそんなことの繰くり返しだったのだ。

「僕ぼくの会社にも、嫌いやなプログラマーがいるんですよ。打ち合わせが嫌きらいでしてね。寡か黙もくで無む駄だな話は殆ほとんどしません。しゃべるのが苦手だからと、その技ぎ能のうを伸のばすことを完全に放ほう棄きしているので、時々無む性しように腹はらが立ちます」

「そんなこと言っていいんですか？」

「大だい丈じよう夫ぶですよ。今から褒ほめますので。これは僕の持じ論ろんですが、ゲーム制せい作さくの要かなめはプログラマーです。どんなアイディアも彼かれらの手を借りなければ、具ぐ現げん化かすることはできませんし、ゲームという遊びに転化することはできません。優れたプログラマーがひとりいるだけで、作品のクオリティは大きく変化します。ゲームエンジンや開発ツールがどれだけ進歩したとしても、その点は変わらないでしょうね」

　空太は、ぼんやりと龍りゆう之の介すけの顔を思い出していた。

「結局、企画やディレクター、プロデューサーというのは、プログラマーやグラフィッカー、サウンドスタッフといった、本当に何かを作っているクリエイターたちの力がなければ何もできないんですよ」

　それはそうかもしれない。にゃぼろんを作ったと言っても、空太が『作った』と言える部分など、アイディア段だん階かいのものだけだ。

「だから、彼ら本物のクリエイターを信しん頼らいし、彼らの個こ性せいと正面から向き合える企画担たん当とう者しやになってほしいと思います。そうした気持ちがあれば、自然と先ほど話したようなコミュニケーションの取り方になっていくと思いますからね」

　和かず希きの話は、空太の中にあった形になっていない感かん情じようの数々を、わかりやすい言葉に変へん換かんしてくれた気がした。何を目指せばいいのか。ひとつの指し針しんになったのは間ま違ちがいない。

　そうした経けい験けん論ろんも交えながら和希が接してくれたおかげで、一月の中ちゆう旬じゆんと、下げ旬じゆんに設せつ定ていされた二度の打ち合わせは、どちらも空太にとって貴き重ちような時間となった。

　自然とテンションは高い状じよう態たいが維い持じされ、毎日は充じゆう実じつしたものとなっていく。

　そうなってくると、気持ちにも余よ裕ゆうは出るもので、タイトル審しん査さ会かいに向けた企画内容のブラッシュアップをする傍かたわらで、空太は年末にできなかった大おお掃そう除じをしたり、オーディションに向けた七なな海みの練習にも定期的に付き合ったりしていた。

　七なな海みの練習は、声を張はっても誰だれにも迷めい惑わくをかけない大学の録音スタジオを借りて、週に一度、二時間ずつくらい集中してやった。

　ここなら、音声を録音して、すぐに七海が確かく認にんできるところがいい。

「自分の声を聞くのって変な感じしないか？」

「はじめはそうだったけど、今はもう慣なれたよ。聞かないと上達しないし。演えんじているときはもうちょっと感かん情じようを込こめているつもりなんだけど、意外と声には乗らないんだよね」

　空そら太たの役目は、もっぱら審しん査さ員いん役やくと録音機材を操そう作さするエンジニア役。

　オーディション用の台本は事前にふたつ届とどいていて、朗ろう読どく用ようのやつは誰だれでも知っている日本の童話で、お芝しば居い用ようのやつはシェイクスピアのハムレットだ。

　シェイクスピアに関しては、読んだことも見たこともないので詳くわしい内ない容ようは知らないけど、オーディション用に切り取られたそのシーンが、物語の重要な場面であることは、七海の演えん技ぎを見てよくわかった。

　七海の演じるヒロインのオフィーリアという女性が、ハムレットに別れを告げられる場面。

　棒ぼう読よみでもいいからと言われるまま、何度か相手役として空太も練習に付き合った。

　その様子は、ビデオカメラで撮さつ影えいもしたのだが、とてもじゃないが空太は見る勇気が持てなかった。七海がくすくすと笑っていたのは、絶ぜつ対たいに空太の演技を見てだ。

「素人しろうと相手に酷ひどいぞ、青あお山やま」

「なんて斬ざん新しんなハムレットなんだろう」

「俺おれのことはいいんだよ！」

「辛つらいときは、これを思い出すことにするね」

「今すぐ忘わすれろ！」

　そんな七海の練習には、毎回ましろもついてきて、ミキサールームの後ろのソファに座すわって、黙もく々もくと少しよう女じよ漫まん画がを読んでいた。最近は往おう年ねんの名作を次々に読どく破はしている。

「椎しい名な、その漫画面おも白しろい？」

「よくわからないわ」

「……そうか」

　ただ、どの漫画を読んでいても、聞くとだいたい同じ答えが返ってくる。前に勉強中と言っていたが、本当に何の勉強をしているのかは謎なぞだ。

　そんな穏おだやかに充じゆう実じつした日々は続き、カレンダーの日付は二月も十日を駆かけ抜ぬけた。




　二月十二日。土曜日。この日は、スイコーの入学試験を受けるため、妹の優ゆう子こがさくら荘そうにやってきた。夕方着の新しん幹かん線せんで来ることを事前に知らされていた空太が、優子のわがままを聞く形で、先ほど駅まで迎むかえに行ってきたのだ。

　さくら荘に到とう着ちやくした優子は、空太の部屋に入るなり、

「うわ〜、猫ねこがいっぱい。なにこの壁かべ紙がみ？　にゃぼろん？　あ〜、お兄にいちゃんのにおいがいっぱいするよぉ」

　とはしゃぎまくっている。半日がかりの長旅もなんのそのだ。

「お前、疲つかれてないのか？」

「新しん幹かん線せんの中でぐっすり寝ねてきたから元気だよ」

「そこは受験生らしく勉強しとけよ。夜眠ねむれなくて、明日の試験中に爆ばく睡すいしても、知らないからな」

「はっ!?　その可か能のう性せいについては考えていなかったよぉ。どうしよう、お兄ちゃん。優ゆう子こダメかもしれない」

「安心しろ。どの道ダメだ」

「あ、それもそうだよね……って、ダメじゃないよぉ」

　これだけ元気なら夜までには疲れて、熟じゆく睡すいできることだろう。

「意地悪ばっかり言うお兄ちゃんの秘ひ密みつを暴あばいてやる！」

　宣せん言げんするなり、優子がベッドの下に潜もぐり込こんでいく。

「あ、バカ！　お前、そこは！」

「どうせ、妹とあんなことやこんなことをしちゃうＤＶＤとか持ってるんでしょ！」

「誰だれがそんなもん持ってるか！」

　優子の両足を掴つかんで、問答無用で引っ張ぱり出す。スカートがめくれてパンツが丸見えになろうがお構かまいなしだ。

　でも、どうやら手て遅おくれだったようで、優子の手にはしっかりとブツが握にぎられていた。

「お兄ちゃんのお宝たからゲットだよ！」

　高らかに優子が掲かかげたのは漫まん画が雑ざつ誌しだ。

「……って、あれ？」

　しかも、少女漫画だから、優子が不思議に思うのも仕方がない。

「どうして、ましろさんが連れん載さいしている雑誌がお兄ちゃんの部屋にあるの？」

　もちろん買ったからだ。

「どうして、ベッドの下に隠かくしてあるの？」

　秘密にしておきたかったからに決まっている。

「もしかして、お兄ちゃんは、お姉ねえちゃんだったの!?」

　そんなわけはない。ただ、一いつ冊さつでも多く売れた方がいいんじゃないかと思って、それで毎月ましろには内ない緒しよで買っているだけだ。

　とにかく、優子の手から雑誌を回かい収しゆうしてベッドの下に戻もどす必要がある。いつましろがやってくるかわかったものじゃない。そう思った矢先に、足音が近づいてきた。

「空そら太た」

　背せ中なかに聞こえたのは、まぎれもなくましろの声だ。なんてタイミングだろうか。

　空そら太たは即そく座ざに優ゆう子こから雑ざつ誌しを奪うばうと、ベッドの下に放り込こんだ。それから、自然な態たい度どを心がけて振ふり向く。

「お兄にいちゃん、ましろさんの漫まん画がは丁てい寧ねいに扱あつかわないと」

「わたしの漫画がどうかしたの？」

　そう首を傾かしげたましろは、どうしたことか、バスタオルを一いち枚まい巻まいただけの危あぶなげな姿すがただった。肩かたや腕うで、胸むな元もとから湯気が立ち上り、白い肌はだは朱しゆ色いろに染そまって少し汗あせばんでいる。それがやけに色っぽい。髪かみの毛からはぽたぽたと水すい滴てきが滴したたり落ちていた。

「あ、いや、違ちがう。って、違うわけでもないけど、そう！　最近、漫画の調子はどうだって話だよ」

「来月は表紙と巻かん頭とうカラーが決まったわ」

「お、まじか。すごいな」

　表紙を飾かざるなんて、人気があると認みとめられた証しよう拠こだろう。さすが、ましろだ。空太がやっとの想いで一歩前進した傍かたわらで、軽々と山を飛び越こえていく。

「でも、油ゆ断だんは禁きん物もつよ」

「……って担たん当とう編へん集しゆうの飯いい田ださんに言われたのか？」

　うん、とましろが頷うなずく。

「アンケートの結果もいいけど、それは画力の貯金に過すぎないので」

「そうか」

「今後はドラマで見せていかないと順位は下がるわ」

「と、飯田さんが言ったんだな？」

　再ふたたび、ましろが首を縦たてに振る。なんとか雑誌を買っている件けんについてはごまかせたようだ。ばれても構かまわないような気もするけど、今日まで隠かくしてきてしまったので、ちょっと言い出しづらい。

「ていうか、これ、冷静に会話を楽しんでいる場合じゃないよ！」

　突とつ然ぜん、声を荒あららげたのは優子だ。

「ましろさん、あられもない姿だよぉ！　お、お兄ちゃん逃にげて！　襲おそわれる！」

「で、椎しい名なはなにをしている？」

　とりあえず、優子は無む視しして、空太はバスタオル一枚のましろに声をかけた。

「お風ふ呂ろ入ってた」

「その状じよう況きようでトイレに入ってたら驚おどろきだよ！　なんで服を着てない！」

「空太がいないからよ」

　確たしかに、ましろの着き替がえは毎日空太が用意している。

「俺おれ、優子を迎むかえに、ちょっと出てくるって伝えたよね？」

「聞いたわ」

「だったら、俺おれいないのわかってたよね？」

「空そら太たはやればできる子よ」

「少なくともワープとか分ぶん裂れつはできないんだよ！　俺、典型的な地球人だからさ！」

「空太」

「なんだよ！」

「いつまで見てるの？」

　急に、ましろが視し線せんを逸そらした。ほんのりと頬ほおが色づいているのは、お風ふ呂ろ上がりだからではなさそうだ。

「わたしの恥はずかしい姿すがたを」

「なっ！」

「そ、そうだよ、お兄にいちゃんのエッチ、スケベ、ド変へん態たい！」

「自覚があるなら、そんな格かつ好こうで出てくるな！　うっかり、妹の前で理り性せいが飛んだらどうしてくれるんだ！」

「お兄ちゃんがケダモノだよ！　ケダモノがお兄ちゃんだよぉ」

　優ゆう子こが背せ中なかに駄だ々だっ子パンチを見み舞まってくる。もう無茶苦茶だ。




　とりあえず、優子の相手は七匹ひきの猫ねこに任まかせて、空太はましろを着き替がえさせるために、二階の部屋に連れていった。

　下着にパジャマ、上から羽は織おる厚あつ手でのカーディガンを用意した後、空太はため息に交じりに自室に戻もどった。

　部屋では、ベッドの上で仁に王おう立だちを決めた優子が待ち構かまえていた。まあ、ちっとも怖こわくはないのだが……。

「お兄ちゃん、そこに座すわって」

「はいはい」

　ベッドの縁ふちに腰こしを下ろす。

「正せい座ざ」

「誰だれがするか」

「反省が足りないよ！」

　腕うでにまとわりついてきた優子が頬をぱんぱんに膨ふくらませ、空太の体を前後に揺ゆすって不満をぶつけてくる。

　でも、すぐに疲つかれたのか、息が上がっていた。

「お、お兄ちゃんはましろさんとデキてるの？」

「デキてない」

「なのに、バスタオルで部屋に来るの？」

「……」

「わかった。カラダだけのカンケイだ」

「違ちがうわ！」

「じゃあ、ふたりはなんなのさぁ」

「俺おれが知りたいよ……」

　ほんとに知りたいと思う。空そら太たとましろの関係はなんなんだろうか。

　答えのない問いを考えていると、着き替がえを済すませたましろが戻もどってきた。あたたかそうに、もこもこと着き込こんでいて、手にはドライヤーを持っていた。

　ましろは無言のまま近づいてくると、ベッドの縁ふちに腰こしかけていた空太の膝ひざの間に、身を割わり込ませてきてちょこんと座すわる。肩かた越ごしにドライヤーを渡わたしてきた。

　いつものことなので、今さら驚おどろきはしない。空太はごくごく自然にドライヤーを受け取り、手を伸ばしてコンセントに挿さし、温風でましろの髪かみを乾かわかしていく。

　その一連の流れを、優ゆう子こは唖あ然ぜんとした様子で見ていた。開いた口が塞ふさがらなくなっている。
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「な、な、なにをしてるかぁ、お兄にいちゃん！」

「なんだ、そのしゃべり方は」

「動どう揺ようしてるんだよぉ」

「俺おれはドライヤーをしている。どないや〜」

「……」

「……」

　バカなことを言ったら空気が凍こおった。

「嘘うそだ！　乳ちち繰くり合っているようにしか見えないもん！」

「……」

　今さらのように、自分の置かれた状じよう況きようを分ぶん析せきしてみる。

　ベッドに腰こし掛かけた空そら太た。その膝ひざの間に座すわったましろ。そのましろにドライヤーをしてあげている。

「……」

　どうやら優ゆう子この言っていることの方が正しそうだ。大だい正せい解かい。バスタオルでの登場に比くらべたら、なんてことはないと思って、完全に油ゆ断だんしていた。

「騒さわぐほどのことではないわ」

　言い訳わけを探さがす空太よりも前に、ましろがそんなことを言う。

　助け舟ぶねを出してくれたのだろうか。

「いつものことだもの」

　そんなわけはなかった。

「傷きず口ぐちにハバネロを塗ぬるような発言はやめてくれ！」

「空太が困こまってるから」

「もっと困ったことになったよ！」

「大だい丈じよう夫ぶよ」

「なにが!?　どこが!?　どの辺が!?」

　振ふり向いたましろの目は、「ほら」とでも言いたげに、優子を見ている。

　その優子はというと、ぶつぶつと「これは悪あく夢むだよ……」とか言いながら、茫ぼう然ぜん自じ失しつの表ひよう情じようを浮うかべていた。魂たましいが抜けている。

「完全にソウルがブレイクしてるじゃねえか！」

　果たして、こんな状況で、優子は明日の入学試験を無事に終えられるのだろうか。元々、合ごう格かくは期待できない学力だけど、今のショックで、覚えてきたことが全部飛んでしまったかもしれない。さすがにそれはかわいそうだ。

「空太」

「なんだよ」

「獅し子しはウサギを狩かるのにも全力なのよ」

「ライオンは案外狩りが下へ手ただからね！」

　いらない動どう物ぶつ知ち識しきを披ひ露ろうしたところで、百ひやく獣じゆうの王なんて言われているくせに、意外と不器用なところがましろみたいだなあと空そら太たは思うのだった。




　優ゆう子こが現げん実じつ世せ界かいに戻もどってくるのを待ってから、空太、ましろ、優子の三人は、２０１号室から出てきた美み咲さきを交え、夕食を囲んだ。

　ここ最近、美咲はアニメの制せい作さくのため、部屋にこもっている時間が長い。特に二月になってからは、三年生は授じゆ業ぎようもなく自由登校なので、すでに水すい明めい芸げい術じゆつ大だい学がくの映えい像ぞう学がく部ぶに進学を決めている美咲は、有り余あまる時間の殆ほとんどを作業に当てていた。

　外に出るときも、行き先が大学の編へん集しゆう室しつや、モーション撮さつ影えいスタジオだったりと、もう何者だかわからない感じの生活をしている。少なくとも普ふ通つうの女子高生じゃない。

「制作、順調なんですか？」

「作画は動画と背はい景けいが少し残ってて、効こう果かはこれからだね」

　空太の作った料理を次々に美咲が口に運んでいく。

　元気は元気だけど、宇う宙ちゆう人じんらしい元気とは少し違ちがう。でも、その理由はわかっているので、わざわざ指し摘てきもしない。

　仁じんが側にいない。それが美咲にとってのすべてだ。

「確たしか、仁さんも試験明日でしたよね？」

「うん……」

　小さな声で美咲が答える。今日、優子がやってきたように、仁は大阪に向かったはずだ。

　結局、美咲は出発までに、福岡で買ってきた合ごう格かく祈き願がんのお守りを、仁に渡わたすことはできなかった。それどころか、今年になってから一度も話をしていないんだと思う。

　時々、学校で、仁の背せ中なかを階かい段だんの物もの陰かげや、遠くの窓まどから眺ながめている美咲を見かけたけど、本当に見ているだけだった。最後の最後まで……。

「先せん輩ぱいはこのあとも作業ですか？」

「ううん。今日はここまで。今からやることがあるんだもん」

　お腹なかいっぱいと言って立ち上がった美咲は、キッチンの戸と棚だなから製せい菓か用ようのチョコレートチップを取り出して、ボウルにばらばらと入れた。それをお鍋なべに沸わかしたお湯に浸ひたして、ゆっくりと溶とかしていく。

　どろどろになったところで、美咲はヘラを使ってハートの型にチョコを流し込んだ。それから、椅い子すの上に体たい育いく座ずわりをした格かつ好こうで、固まっていく様子をじっと観察する。

　今年はだいぶシンプルなチョコレートにしたようだ。去年は、レンガみたいなチョコを削けずり、自分の彫ちよう刻こくを作って仁に渡していたのに。

　仁からは真ま面じ目めな顔で、

「空太だったら、どこから食う？」

　と相談されたものだ。

「合ごう格かく祈き願がんのお守りは渡わたせなかったけど……今度こそがんばるよ」

「渡せるといいですね」

「うん……」

　美み咲さきはチョコが固まるまで、身動きひとつ取らなかった。きっと仁のことを考えていたに違ちがいない。空そら太たには向けられたことがない、やさしい顔をしていた。

　その様子を、ましろが羨うらやましそうに見ていたけど、最後までやりたいとは言ってこなかった。前に料理でケガをして、空太とケンカになったことを気にしているらしい。

　でも、作るとなったら、ましろはそれを誰だれにあげるんだろうか。どうしたって、ちょっとは期待してしまう。

「お兄にいちゃん、さっきからましろさんをちら見してる！」

「し、しとらんわ！」

「空太は、いつだってわたしをもろ見」

「ちょろ見くらいだよ！」

　そんなやり取りをする空太たちをよそに、美咲は冷めて固まったチョコレートを用意してあった箱に収おさめ、ピンクの包ほう装そう紙しでラッピングして、その上からリボンをかけていた。出来上がったバレンタインのチョコを、大切そうに両手で持って、二階に戻もどっていく。それを、複ふく雑ざつな心しん境きようで空太は見送った。

　本当に、今度こそ渡せればいいと思う。

　最後までゆっくりご飯を食べていた優ゆう子こを待って、空太は食後のお茶を入れた。

「ねえ、お兄ちゃん。七なな海みさんは？」

「土日は、声せい優ゆうの養成所とバイトの連投だから、帰ってくるのは十時過すぎかな」

「え〜、そうなのぉ。私、七海さんに聞きたいところあったのにぃ」

「青あお山やま、今は大変な時期だから、帰ってきても迷めい惑わくかけるんじゃないぞ」

　事じ務む所しよへの所しよ属ぞくがかかったオーディションは、十四日の月曜日……明後日に迫せまっているのだ。

　さすがの七海も、ここ一週間くらいはだいぶ落ち着きがなくなっている。買い出し当番を忘わすれて手ぶらで帰ってきたり、お風ふ呂ろを沸わかすのを忘れて水風呂に入りそうになったり、三日前にいたっては、朝あさ寝ね坊ぼうをして危うく学校に遅ち刻こくしそうになっていた。気がついた空太が起こして、ましろと三人で走って登校したのは新しん鮮せんな出来事だった。

「夜、眠ねむれなかったのか？」

「うん……寝ねつきが悪くて」

　それで、明け方まで起きていたらしい。

　そんなわけで、三日前からは、七海のさくら荘そうの当番は全部空太が引き受けている。

　提てい案あんしても最初は渋しぶるだろうなと思っていたのに、七海は意外とあっさり承しよう諾だくした。

「なんで、神かん田だ君が驚おどろくの？」

「驚おどろいてなんかいないぞ」

「嘘うそ、どうせ、私が素す直なおに頷うなずいたからでしょ」

「……ま、まあね」

「夏みたいにまた無理をして、神かん田だ君にお説教されたくありませんから」

　そう言って、七なな海みはちょっとふざけた感じに笑っていた。別に説教はしてないと思うのだが……。

「ただいま」

　噂うわさをすればなんとやら。まだ八時半を少し回ったところだったけど、七海が帰ってきた。早速、ダイニングに顔を出す。

「あ、七海さんだ」

「いらっしゃい、優ゆう子こちゃん。あのあと勉強は進んだ？」

「うん、絶ぜつ対たい合ごう格かくしたいよ」

「誰だれも願望は聞いてないぞ……」

　七海も苦笑いをしている。

「青あお山やま、腹はら減へってるなら料理残ってるから食べるか？　すぐあたためるぞ」

「あ、うん。バイト前に食べる時間なかったから、お願いしてもいい？」

「風ふ呂ろも沸わいてるけど、どっち先がいい？」

「む？」

　なにやら、優子が驚いている。

「ご飯でお願いします」

　ぺこりと七海が頭を下げる。

「あと、洗せん濯たく物ものが干ほしっぱなしだったから、たたんで部屋に置いといたから」

「そ、それは放っておいてくれてもよかったのに」

「お兄にいちゃんがやさしい……」

　ぼそりと、優子が不満をもらしている。

「いや、どうせ今日も遅おそいと思ってたからさ」

「あ、ありがと」

　七海の場合、下着類は部屋で干しているから、取り込こんでたたんだと言っても、ブラウスや靴くつ下した程てい度どだ。

　ましろが来る以前の空そら太ただったら、女子の衣服に触ふれるだけでも緊きん張ちようしていただろうけど、今では無心になってたたむことができる。誇ほこらしげに言うことではないが……。

　鞄かばんを置いてくると言って、七海は二階に消えた。

「お、お兄ちゃん、どういうこと！」

「どうした急に、興こう奮ふんして」

「そりゃ、興こう奮ふんするよ！　ハジケるよ！　お兄にいちゃんと七なな海みさんって何なの!?」

「はあ？」

「どうして、ごくごく自然に『腹はら減へってるなら、何か作るぞ』とか、やさしい感じで『風ふ呂ろ、一いつ緒しよに入るか？』とか、包み込こむようなあたたかさで『洗せん濯たくしといたから』とか言ってるの？　なんで、なんで、どうして、なんで？」

「だいぶ違ちがう内ない容ようになってないか？」

「優ゆう子この記き憶おく力りよくではこれが限界なの！」

「ああ、そりゃあ、仕方がない」

「なんで七海さんがお兄ちゃんに色々としてもらってるの？　おかしいよ、絶ぜつ対たいにおかしいって！」

「わたしも空そら太たにしてもらってるわ」

「ましろさんはしょうがない子だからいいの！」

　優子に言われるのは、さすがにましろも心外だろう。

「ちゃんとしている七海さんが、お兄ちゃんに、ご飯作ってもらって、お風呂勧すすめられて、その上、洗濯物までたたんでもらってるなんて大問題だよ！　そんなのもう、カップルを通り越こして、同どう棲せい二年目のオトコとオンナの関係だと思う！」

「そのリアルな数字はどこから出てきたんだ……」

「ふたりの会話が自然すぎて怖こわいよ！」

　優子が真しん剣けんな顔で考え込む。

「はっ!?　そうか！」

　そして、何かわかったらしい。

「ケーカイすべきは、ましろさんじゃなくて、七海さんだったんだ。優子の目は節ふし穴あなだったよ！」

　いつにも増ましておかしなこと言い出した。

「まあ、だいたいいつも節穴だよな」

「バカな！」

「いい機会だから言っておくが、お前は残念な子だぞ」

「ましろさんとどっちが!?」

「いい勝負かな」

「そんなに!?」

　驚おどろいたことに優子の中では、ましろには勝っているつもりだったらしい。

「椎しい名な、そろそろ怒おこってもいいぞ」

「今はそういう話はしてない」

　意外なことに、ましろの敵てき意いは空太に向いている。

「そ、そうだよ！　お兄ちゃんと七海さんのことなんだよ。ナイス、ましろさん！」

　イエ〜イとか言いながら、優ゆう子こがましろにハイタッチを強要している。でも、タイミングが合わずに、すれ違ちがって終わっていた。

「……」

「……」

　微び妙みような空気が流れている。一体、何がしたいんだろう。

「と、とにかく、お兄にいちゃんは七なな海みさんのことどう思ってるの？」

「どうって」

「オンナとして見てるの？」

　その絶ぜつ妙みようなタイミングで、部屋着に着き替がえた七海がダイニングに戻もどってきた。口に髪かみ留どめのゴムを咥くわえて、長い髪を結い直している。

「私がどうとかって聞こえたけど、何の話？」

　両手で髪を押おさえている七海は、なんだか首のラインが無む防ぼう備びで、空そら太たは無む意い識しきに視し線せんを注いでいた。

「あ〜、お兄ちゃんがいやらしい目で七海さんを見てるよぉ」

「え、神かん田だ君!?」

　咥えていた髪留めのゴムが床ゆかに落ちる。

「バ、バカを言うな！　そんな目では見てない！　いつも通りだ!!」

「なら、空太はいつもいやらしい」

　ましろがぼそりと口を挟はさんできた。

「さくら荘そうが突とつ然ぜんアウェイになっているのはなぜだ!?」

　ようやく髪を留めた七海は、不ふ審しん者しやを見るような目つきをしている。

「そんな露ろ骨こつに避さけないでくれる？」

「す……」

「す？」

「少しくらいなら、えーけど」

「え？」

「やらしい目ぇで見ても」

　口をぽかんと開けてしまった。

「あっ……ちゃ、ちゃうねん！　なにゆーてんの!?」

「言ったの青あお山やまだから！」

「い、今のは、なんでもあらへん！　ウチ、そ、その、もう寝ねる！　お風ふ呂ろ入ってくる！」

　ドタドタと七海がダイニングを出て、洗せん面めん所じよへと逃にげ出していく。

「待て待て！　ご飯は!?」

「お、お風呂のあとで！」

　七なな海みの声は廊ろう下かの向こう……お風ふ呂ろへと消えた。

「あ、あやしいよ、ふたりとも！」

「あやしくない！」

「ムキになってる！　お母かあさんも、七海さんお気に入りだし……。付き合うの？　結けつ婚こんするの？　どうなの、お兄にいちゃん！」

「いいから、お前は試験のことだけを考えていなさい」

「ごまかしてる」

　優ゆう子こが頬ほおをぱんぱんに膨ふくらませる。

「ごまかしてない！」

「ごまかしてるわ」

　今度はましろが迫せまってきた。

「ごまかしてない！　てか、お前らいつからそんなに仲良くなったんだよ！」

　その追つい及きゆうは、七海がお風呂から出てきて、食事をしている間もずっと続くのだった。
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　翌よく日じつ十三日の日曜日は、朝から粉雪の舞まう灰はい色いろの空そら模も様ようだった。

　その中を、空そら太たは身を縮ちぢめながら、試験会場の学校まで優子を連れていった。

　英語、数学、国語、理科、社会の五教科と、それが終わったあとには面めん接せつまで控ひかえている。一日がかりの大仕事だ。

　試験中はヒマなので、一度さくら荘そうに戻った空太が、優子を迎むかえに再びスイコーまでやってくる頃ころには、足がわずかに沈しずむくらいには雪が積もっていた。

　午後の四時半を回ったところで、へとへとになった優子が校門から出てきた。元から集中力に欠ける優子には辛つらい日につ程ていだったはずだ。

　お疲つかれと声をかけてから、空太は優子を連れて、新しん幹かん線せんの停車駅に向かった。

「お兄ちゃんともっと一いつ緒しよにいたかったのに」

　試験の直後に福岡に帰らなければならないのは、父親が事前に今日の新幹線のチケットを取ってしまっていたからだ。一日でも早く、娘むすめには自分の側に帰ってきてほしかったのだろう。

「お父とうさんは心しん配ぱい性しようなんだから」

「優子が相手じゃ、親父の気持ちも少しはわかるけどな」

「え？　お兄ちゃんもそんなに私が好きなの？」

「それはいいとして、試験はどうだった？」

「名前はちゃんと書いたよ」

　ちょっと目標が低すぎないだろうか。

「面めん接せつは？」

「元気があっていいですねって言われちゃった。合ごう格かく間ま違ちがいないでしょ、これ」

「その場合の元気は、『バカ』の丁てい寧ねい語ごだって前に教えたろ」

「じゃあ、バカでもいいですねってこと？　やっぱり、合格だ！」

「そうだといいな」

　もう説明するのが面めん倒どうくさい。

　駅に着いた空そら太たは、お弁べん当とうとお茶、それから優ゆう子こがほしがったお土産みやげとお菓か子しを買ってあげて持たせた。

　すると、優子は背せ負おっていたリュックサックの中から、お返しとばかりに小さな包みを出して、空太に押し付けてきた。

「一日早いけど、これお兄にいちゃんに」

　急にちょっとしおらしくなる。

「お、お母かあさんに手伝ってもらったけど、今回のチョコは手作りなんだよ」

「はいはい、どうも」

　少し照れくさいので、素そっ気なく受け取っておく。

「ましろさんと、七なな海みさんには負けないもん」

「言っている意味がわからないけど、そろそろ時間だからもう行きなさい」

「じゃあ、四月になったらまた来るね！」

　そう何の疑うたがいも持たない笑顔を振ふり撒まき、優子は福岡に帰っていった。

　合格発表は一週間後。例年、昇しよう降こう口ぐちの前に大々的に張はり出される。当然、福岡の優子はわざわざ確かく認にんに来られないので、空太が見に行く必要がある。

「てか、これはつまり、俺おれが優子に不合格を通知しないといけないのか」

　その事実に気づいた空太は、何かの間ま違ちがいであってもいいから、優子が合格していることを本気で願うのだった。




　優子の試験から一夜が明けた。その日の目覚めはよくて、すぐに体の異い変へんに気づいた。間違いなく緊きん張ちようしている。

　二月十四日。世間的にはバレンタインデーなのかもしれないが、空太の頭には、七海のオーディションのことが張はり付いていた。

　自分のことじゃないのに体がふわふわしている。

　空太がダイニングに顔を出すと、すでに制せい服ふくに着き替がえた七海がいた。

「青あお山やま、おはよ」

「おはよう、神かん田だ君」

　短く言葉を交わしたあとで、七海は落ち着かないから先に行くねと言って、早々と学校に向かった。

　七なな海みを見送ったあとで、空そら太たはましろを起こすためにダイニングを出た。

　すると、驚おどろいたことに、ましろが自分から階かい段だんを下りてきた。しかも、制せい服ふくにコート、マフラー、手て袋ぶくろのフル装そう備び状じよう態たいで、いつもは空太が中身を用意している鞄かばんも、両手で持っている。

「椎しい名な、自分で準じゆん備びしたのか？」

「当たり前でしょ」

「この世で最も説得力のない言葉だな！」

　一見した限かぎりでは用意は完かん璧ぺき……と思ったら、靴くつ下したを片かた方ほうしかはいていない。

「それは、おしゃれか？」

　ましろが足元を見る。

「靴下なのに、ひとつしかなかったわ」

「そりゃあ、自動的にペアで行動するものじゃないからな！」

　文もん句くを言ってもはじまらないので、空太は二階に上がって、ましろの部屋から靴下の片かた割われを発はつ掘くつして戻もどってきた。

　それをましろにはかせる。これで完璧。今度こそパーフェクト。だけど、それで油ゆ断だんする空太ではない。今日までにどれだけましろの非ひ常じよう識しきに苦く汁じゆうを呑のまされてきたことか。

　一いち応おう、見えないところがどうなっているのかも、確かく認にんしておく必要はあるだろう。

「お前、スカートの中がネイキッドスタイルだったりしないよね？」

　オブラートに包んだら首を傾かしげられてしまった。

「パンツは装そう着ちやくしてるか？」

「はいてるわ」

「そうか」

「かわいいやつよ」

「そこまでは聞いてない！」

「……」

「上もちゃんとつけてるよな？」

「パンツとお揃そろいよ」

「報ほう告こくは簡かん潔けつに！　いらん情じよう報ほうを付け足すな！」

　とりあえず、服装は大だい丈じよう夫ぶそうだ。となれば、あとは鞄の方か。ちゃんと必要なものが入っているのか、見ておいた方がいい。

　空太が何なに気げない感じでましろの鞄に手を伸のばすと、ましろは今まで見たことがないような俊しゆん敏びんさで鞄を胸むな元もとに引き寄よせた。絶ぜつ対たいに渡わたさないとばかりにきつく抱だき締しめている。

「え？　なにしてんの？」

　ほんとにわけがわからない。

「女の子の鞄かばんを調べるなんて最低よ」

「それで最低なら、今日までに椎しい名なのもっととんでもない部分を見てきた俺おれはどうなるんだよ！」

「ひとでなしね」

「なんで今日は朝から罵ば声せいを浴びせられないといけないの？」

「鞄はダメ」

「忘わすれ物あっても知らないぞ。俺は助けないぞ」

「大事なものは入れた」

「そうですか」

「気合も入ってる」

「……なんだかわからんがもういいよ。見ないから。見ません。一生見ない」

「明日ならいいわ」

「はあ？」

「隅すみ々ずみまで見せてあげる」

　今日がダメで、明日ならいい。

「……」

　今日はバレンタインデーだ。これは、少しくらいは期待をしてもいいんだろうか。

「ま、まあ、いいや。朝飯食ったら、もう学校に行くぞ」

「……」

　ましろが朝食を食べている間に、空そら太たは自室に戻もどって自分の準じゆん備びを済すませた。着き替がえをしていても、ましろの鞄の中身から頭が離はなれなかった。

　そんな状じよう態たいだったから、空太は出かける寸すん前ぜんまで、七なな海みに代わって今週は買い出し当番を割わり当てられていることをすっかり忘わすれていた。

　玄げん関かんで靴くつを履はいている最中に思い出し、ダイニングの棚たなに置かれたさくら荘そう共有の財さい布ふを取りに戻る。住人全員の一ヵ月分の食費が入っている財布だ。

　それから、ましろの待つ玄関に戻った。

「じゃあ、行くか」

「行くわ」

　未練たらしく、空太の視し線せんは今一度ましろの鞄を捉とらえていた。過か度どな期待をしているとあとで痛いたい目を見る。相手は一いつ般ぱん常じよう識しきの欠けつ如じよしたましろなのだ。そう自分に言い聞かせ、空太は買い出しの品目を思い浮うかべながら、ましろを連れてさくら荘を出るのだった。




　学校に着いた空太は、いつも通り下げ駄た箱ばこの前でましろと左右に別れた。ましろが在ざい籍せきする美び術じゆつ科かの教室は、空太のクラスとは廊ろう下かの反対方向にあるからだ。

　他の生徒たちに混まざって、階かい段だんを上がる。

　誰だれもがどこかそわそわしているように見えるのは、たぶん気のせいじゃない。下げ駄た箱ばこの前でも、挙きよ動どう不ふ審しんな男子生徒がいた。思わぬ相手からチョコレートをもらって驚おどろいているんだろうか。羨うらやましい話だ。

　空そら太たのクラスは、チャイムの五分前だというのに、まだ半分くらいしか席が埋うまっていなかった。まあ、だいたい、いつもこんな感じなので問題はない。

　先に登校していた七なな海みと目が合った。授じゆ業ぎよう中ちゆうでもないのに、背せ筋すじを伸のばして座すわっている。その隣となりが自分の席なので、空太は大人おとなしく座った。

「今日くらい休めばよかったのに」

「授業が終わってからでも間に合うから、休む理由がないよ」

「そっか」

「うん」

「……」

「……」

　ＨＲがはじまる前の教室は、どこかまったりした雰ふん囲い気きがある、何度も繰くり返されてきたありふれた朝の光景だ。でも、空太と七海を取り巻まく空気だけは、日にち常じようとも、バレンタインデーとも違ちがっていた。

　言葉の節々や、態たい度どのひとつひとつがどうにもぎこちない。

　授業が終わったあとには、声せい優ゆう事じ務む所しよに所しよ属ぞくできるかを決めるオーディションが待ち構かまえているのだ。普ふ段だん通どおりに過すごせるわけがない。

「その……悪い」

　息苦しい沈ちん黙もくから抜ぬけ出そうとして、空太はそんなことを言った。

「なんで謝あやまるの？」

「気の利きいた言葉が出てこない」

「大だい丈じよう夫ぶ」

「え？」

「期待してないから」

　そう言って七海がわざとらしく笑みを作った。まったく、情なさけなくなる。当事者である七海より、空太の方が緊きん張ちようしているんじゃないだろうか。気を遣つかってもらってどうする。

「今のはちょっと傷きずついたぞ」

「ごめん」

「いや、冗じよう談だんだから」

「気持ちだけ受け取っておくよ。そういうのはうれしい。素す直なおにうれしい」

　ざわついた教室の中でも、七海の呟つぶやきはきちんと空太の耳に届とどいた。

「こわくないか？」

「オーディションは一発勝負だから、こわくないって言えば嘘うそになる。でもね……」

　そこで言葉を切ると、七なな海みは顔を上げて真っ直ぐに空そら太たを見てきた。

「神かん田だ君に勇気をもらったから」

「俺おれ？」

「努力は報むくわれるって、神田君が証しよう明めいしてくれた」

「……あ、ああ」

　そうか。

　──努力は報われるってことを、青あお山やまに証明してほしいのかもしれない

　前に空太が言ったことだ。

　そのことを誰だれかに証明してほしいと強く願っていたのは、むしろ、七海の方だったのかもしれない。

　二年間だ。親元を離はなれ、生活費や養成所のレッスン料をバイトして稼かせぎ、ひとつの目標だけを見定めて打ち込こんできた。長い時間と、大きな労力を注ぎ込こんで……。

　空太の何倍も、七海はがんばってきている。だからこそ、その日々が何の実も結ばなかったらなんて考えると、恐おそろしくて仕方がなかったはずなんだ。

　でも、それを七海は表には出さない。出さないだけで、怯おびえがなかったわけじゃない。

　選考からもれるということは、二年の歳さい月げつが無む駄だだったと言われるようなものだ。その上、反対している父親のこともある。本当に、ダメだったとき、七海は大阪に帰ってしまうんだろうか。そんな未来は見たくない。想そう像ぞうするだけで、嫌いやな気持ちが広がってくる。だから、七海には上う手まく行ってほしいと思う。心から。だけど、決めるのは空太じゃない。オーディションの結果も、そのあとのことも。

「約束、覚えてる？」

「え？」

　考え事をしている最中だったので、空太は少し驚おどろいた。

「忘わすれたの？」

　約束。思い当たるのはひとつしかない。

「去年のイブの？」

「うん」

　オーディションが終わったら、聞いてほしい話があると言われていた。

「ちゃんと覚えてるって」

「そっか、なら、いいよ。覚えてるならいいの」

「お、おう」

　そこで、チャイムが鳴った。

　何人かの男子生徒が、慌あわてた様子で教室に駆かけ込こんでくる。その後ろから、ひとりだけ余よ裕ゆうの表ひよう情じようで、龍りゆう之の介すけがやってきた。チャイムが鳴り止むと同時に着席する。七なな海みの真後ろで、空そら太たの斜ななめ後ろの席だ。

「おはよ、赤あか坂さか」

「ああ」

　短く返事をした龍之介は、鞄かばんからノーパソを出して机つくえの上で広げた。けど、電でん源げんのボタンに指を伸のばしかけたところで動きを止める。なにを思ったのか、ノーパソをたたんで、鞄に戻もどした。

「どうしたんだ？」

　充じゆう電でんするのを忘わすれてきたんだろうか。いや、そうだとしても、電でん源げんケーブルを持ってきているはずだから、それをコンセントに挿させばいい。いつもなら授じゆ業ぎよう中ちゆうでも、突とつ然ぜん立ち上がり、電源の確かく保ほに努めている。

「ポニーテールのオーディションが今日だったはずだな」

「そうだけど？」

　龍之介と馬が合わない七海は、どこか警けい戒かいした様子だ。

「もしかして、気を遣つかってるとか？」

「キー操そう作さの音がうるさくて集中できなかったなどと、あとで難なん癖くせをつけられてはたまらない」

「つけないわよ」

「女は理り性せいを超ちよう越えつした生き物だ。信用できない。その上、執しゆう念ねん深ぶかいときている」

「それ、特定の誰だれかのこと言ってないか？」

　苦虫を噛かみ潰つぶしたような龍之介の表情が、空太の想そう像ぞうを肯こう定ていしていた。にっこり笑ったリタの顔が脳のう裏りをよぎった。

「まあ、静かにしてくれるのは、ありがたいけど」

「なら、せいぜい勝手に感かん謝しやしていろ。僕ぼくはポニーテールに感謝されたところで、心地よさを感じることはないから、ただの自じ己こ満まん足ぞくだろうがな」

「だったら、感謝はしないわよ！　そもそも、赤坂君が悪いんだからね！」

　それは無む視しして、龍之介はスマートフォンで何かを操そう作さしている。

　少し遅おくれて、空太のケータイが鳴った。龍之介がメールでも送ってきたんだろうかと思って確かく認にんすると、送り主は意外なことにましろだった。

　──放課後、屋上で待ってる

「はい？」

　これは、どう受け取ればいいのだろうか。

「どうしたの？」

「椎しい名なからメールが来た」

「なんて？」

「『放課後、屋上で待ってる』ってさ」

　少し間をおいてから、

「ふ〜ん」

　と、七なな海みは意味深な声をもらした。

　今け朝さの様子といい、このメールといい、普ふ段だんのましろとはどこか違ちがう。もしかしたら、本当にバレンタインデーだからということもあるかもしれない。

　そう思うと、空そら太たの体は七海のオーディションとは別の理由でそわそわとしはじめた。蓋ふたをしたはずのましろへの気持ちが、じわじわと隙すき間まからにじみ出してくる。気がつくと、放課後が待ち遠しくなっていた。
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　放課後に期待する気持ちがあったせいか、六時間目まであったこの日の授じゆ業ぎようはやたらと長く感じた。

　早く屋上に行きたいのに、空太は教室の掃そう除じ当とう番ばんで、しかも、ゴミ捨すてのじゃんけんに負けたせいで、なかなか自由になれない。

　浮うかれた放課後の廊ろう下かを、空太はゴミ箱を持って歩いていた。やけに男女の組み合わせを目にするのは、チョコレートの日だからだ。

　校こう舎しや裏うらのゴミ捨すて場に向かう途と中ちゆう、下げ駄た箱ばこの前の廊ろう下かで見知ったふたつの背せ中なかを見つけた。

「先せん輩ぱい」

　美み咲さきの小こ柄がらな背せ中なかに声をかける。振ふり向いた美咲と一いつ緒しよにいるのは、対照的にすらっとした長身の三年生、姫ひめ宮みや沙さ織おりだ。今はヘッドフォンを首にかけている。

「こーはいくんは、ゴミ捨てじゃんけんで負けた敗北者か」

「その通りです」

　沙織と目が合ったので、どうもと会え釈しやくをしておく。

「こんにちは」

　凛りんとした挨あい拶さつが返ってくる。

「先輩方は何をしているんですか？」

「仁じんを待ってるの」

「あ、ああ」

　聞かなくてもいいことを聞いてしまった。美咲の手には、バレンタインのチョコが握にぎられているのに。

「でも、今日、仁さん学校来るんですか？」

　三年生は自由登校の期間だし、そもそも仁じんは受験のために、先週末から大阪に行っているはずだ。

「今け朝さ向こうを発って、もう戻もどってきているらしい。総そう一いち郎ろう君が絶ぜつ対たいに連れてくると言っていたから間ま違ちがいない」

「はう……」

「はう？」

　危あやうくあだ名を呼よびそうになると、鋭するどい敵てき意いを向けられた。

「い、いえ、姫ひめ宮みや先せん輩ぱいの……彼氏さんというか、元生徒会長が？」

「か、彼氏とか、余よ計けいなことは言わなくていい」

　しっかりしているようで、この手の話題は得意ではないらしい。

「じゃ、じゃあ、邪じや魔まをしたら悪いので、俺おれはここで」

「うん」

「美み咲さき先輩」

「なに、こーはいくん」

「俺おれ、応おう援えんしてますから」

「うん、がんばるよ」

　深く美咲が頷うなずく。その隣となりで、沙さ織おりが、

「美咲はいい後こう輩はいを持ったな」

　とぼそりと言っていた。

　ふたりと別れた空そら太たは、校こう舎しやの裏うら口ぐちから伸のびたすのこの上を歩いて、ゴミ捨すて場を目指した。その足は、せわしなく動いている。

　あまり遅おそくなって、ましろを待たせるわけにもいかない。それ以上に、妙みような期待が、空太の胸むねを躍おどらせていた。

　ゴミ箱の中身を、ゴミ捨て場のタンクに放り込こむ。

　引き返すときは、もう半分小走りになっていた。

　そのとき、ポケットの中でケータイが振しん動どうした。ましろから催さい促そくのメールでも来たんだろうか。けど、これは電話だ。

　取り出して見てみると、ディスプレイには『青あお山やま七なな海み』の表ひよう示じがあった。

　先に体が反はん応のうした。心しん臓ぞうがどくんと疼うずく。少し遅おくれて嫌いやな予感が押おし寄よせてきた。七海はオーディションを受けるため、ＨＲが終わってすぐに学校を出た。もう芸大前駅から電車に乗っていてもおかしくない。そんなタイミングで空太に電話をしてくる理由など、何も思いつかなかった。まさか、買い出しのお願いってこともないだろう。

　通話ボタンを押おしてケータイを耳に当てる。

「青山？」

「どうしよう、神かん田だ君！」

　関かん西さい弁べんになった七なな海みの声は、不安に揺ゆらいでいて、少し湿しめったように上うわ擦ずってもいた。

「どうした？」

　なるべく冷静であるように返事をする。

「もう、あかんねん」

「落ち着いて。何があった？」

「電車、止まってもうてん」

「事じ故こでもあったのか？」

「うん……人身事故ゆーてる」

「復ふつ旧きゆうの見み込こみは？　アナウンスで何か言ってないか？」

「いつ走るか、わからへんて……駅の人が……」

　寝ねぼけていた頭を叩たたき起こすように、空そら太たは脳のうをフル回転させた。

「ウチ、もういやや。なんで、こんな日に」

「養成所に連れん絡らくは？　事じ情じようを言えばわかってくれるだろ？」

「ゆーたけど、時間は遅おくらせられても、日にちは変えられへんって……ウチ、もともとオーディション時間遅おそかってん。だから、六時までには着いとかんと他の人も終わってしまう……」

　ケータイの時計が見られないから正せい確かくじゃないけど、六時間目まで授じゆ業ぎようをして、今が掃そう除じのあとだから、もう絶ぜつ対たいに三時半は回っている。たぶん、四時に近いはずだ。

　電車が動けば一時間程てい度どでたどり着くだろう。でも、いつ動くかわからないんじゃ待ってもいられない。最悪、復旧に時間がかかれば、間に合わなくなる。

「大だい丈じよう夫ぶだ」

「神田君？」

「青あお山やま、今どこの駅だ？」

「芸大前駅の隣となり」

「今すぐ行くから待ってろ」

「え？」

「電車の外には出られるんだよな？」

「うん、今、駅のホームからかけてる」

「じゃあ、改札出たところで待ってろ。すぐ行く」

　言いながら、空そら太たはその場にゴミ箱を放置して、もう駆かけ出していた。

　七海の小さな「うん」という返事を待って空太は電話を切った。

　美み咲さきに車を出してもらうのが確かく実じつだけど、今日だけは頼たよるわけにもいかない。美咲も自分のことで手て一いつ杯ぱいだ。自分のせいで、その邪じや魔まをしたとなれば、七海だってこの日のことをずっと後こう悔かいするに決まっている。そんな風にはさせられない。

　そう思ったところで、空そら太たはましろのことを思い出した。一度、屋上に行こうか。いや、でも、そんな時間はない。今は一分一秒が惜おしい。

　空太はケータイを取り出すと、焦あせって上う手まく動かない指で、ましろの番号をアドレス帳から探さがした。

　呼よび出し音は鳴って、ましろは電話に出ない。出てくれと祈いのっていると、電話が繋つながった。

「椎しい名な、悪い。ちょっと遅おくれる……」

　とまくし立てたところで、留る守す電でんだと気づいた。発信音が鳴ったあとで、メッセージを吹ふき込こんでおく。

「少し遅れる。青あお山やまが電車止まって足止めされてるんだ。寒いから教室で待ってろ」

　すぐにケータイを閉とじて、空太は再ふたたび駆け出した。

　上うわ履ばきのまま裏うら口ぐちから外を目指していると、横の駐ちゆう輪りん場じようから自転車が飛び出してきた。

「あぶね！」

　自転車に乗っていた生徒が、急ブレーキをかける。耳みみ障ざわりで嫌いやな音がしたけど、今は無む視しした。

「ごめん。見えてなかった……あ？　神かん田だか」

　自転車の生徒は、空太がさくら荘そうに島流しにされるまで、一いつ般ぱん寮りようで同室だった宮みや原はら大だい地ちだった。

　考えるよりも先に、空太は口に出していた。

「宮原、自転車貸かしてくれ！」

「いきなりなんだよ。ひったくりでも追いかけるのか？」

「青山が、電車止まって足止めされてんだよ！　それで、今日オーディションで」

「……」

「とにかく急いでんだ!!」

「一大事か、わかったよ、乗れ！」

「宮原？」

「いいから」

　肩かたに手を置いて、空太が後輪の留とめ金がねの部分に乗ると、大地は力強く自転車をこぎ出した。

「こら、お前ら、ふたり乗りは禁きん止しだぞ！」

「あとで怒おこられにくるんで、今は目を瞑つぶってね」

　校門で生徒の見送りをしていた体たい育いく教きよう師しに向かって、大地は軽やかにそう告げた。

「宮原、隣となり駅えきまで頼たのむ」

「ラジャー」

　さらに大地が自転車を加速させる。後ろに空太が乗っているのにものともしない。多少の坂道だろうと、減げん速そくする気配はなかった。さすが現げん役えきの水泳部。体力が違ちがう。

「お前、部活は？」

「今日は休み」

「悪い。せっかくの休みに」

「ロードワークするつもりだったから、こういうのもありでしょ」

「筋きん肉にくバカの発言だな」

「違ちがいない」

　軽口を叩たたきながらも、大だい地ちのこぐ自転車は軽けい快かいに進み、芸大前駅と隣となり駅えきを隔へだてた長い坂道に差し掛かかる。駅と駅の間が丘おかになっていて、隣駅はまさに山ひとつを越こえたところにあるのだ。

　半分ほど上ると、さすがに大地のペースが落ちてきた。

「俺おれ、降おりて走るぞ」

「いいから乗ってろ！」

　呼こ吸きゆうが荒あらい。肩かたに置いた手に呼吸の振しん動どうが伝わってくる。

「なめんな、現げん役えき水泳部を！」

　結局、大地はそのままふたつの駅を隔てる山を上り切った。

　けど、その元気も頂ちよう上じようまでだった。ぴたりと自転車が止まる。あとは下るだけなのに。

「おい、宮みや原はら」

　大地は倒たおれ込むようにサドルから降おりると、自転車を空そら太たに預あずけてきた。そのまま、地面に仰あお向むけになった。何か言おうとしているが、呼こ吸きゆうが荒あらく声になっていない。それでもなんとか音を絞しぼり出す。

「……俺は……もうガス欠……あとは神かん田だひとりで……かっ飛ばせ！」

　その一言で、どうして途と中ちゆうで降りるといった空太を止めたのかがわかった。最初からこうするつもりだったのだ。色々言いたいことはあったけど、大地のその気持ちがありがたかった。軽く事じ情じようを説明しただけなのに、一分でも一秒でも早く行かないといけないことを大地は察してくれた。そして、一分でも一秒でも早く空太が七なな海みのところにたどり着けるようにしてくれたのだ。

「サンキュ！」

「神田さ」

「なんだ？」

　呼吸を整えながら、ふらふらと立ち上がった大地が、自転車にまたがった空太の背せ中なかに手を置いてくる。

「ちゃんと考えないとそろそろぶん殴なぐるぞ」

「は？」

「青あお山やまが最大のピンチに電話してきたのは、お前なんだよ！」

　全力で背中を押おされ、空太の乗った自転車は一気に坂を下りはじめた。

「やさしくした分のけじめはつけろよ！」

　その声は、すぐに遠く、小さくなっていく。

　空そら太たは振ふり向かなかった。ただ、大だい地ちの言葉を胸むねに深く刻きざみ込こんだ。考えるのはあとでいい。今は何を置いても、七なな海みのところに行くのが先決だったから。




　きつい道は全部大地が突とつ破ぱしてくれたので、空太は殆ほとんど坂道を下るだけで、芸大前の隣となり駅えきに到とう着ちやくした。

　駅前に自転車を走らせ、急ブレーキで止まった。七海の姿すがたを探さがす。

「神かん田だ君！」

　鼻をすすり上げたような声に振り向くと七海がいた。この世の終わりみたいな沈しずんだ表ひよう情じようをしている。

「青あお山やま、こっち」

　自転車を降おりた空太は、何か言おうとした七海の手を取って、タクシー乗り場に引っ張ぱっていった。並ならんでいたのは三人。今やってきた一台にふたりが乗ったから、あとひとりだ。

「私、お金ないよ」

　七海が小声で囁ささやいてくる。

　空太は制せい服ふくのポケットから、やけにカラフルな財さい布ふを取り出した。空太の個こ人じん的てきな持ち物ではない。

「それ、さくら荘そうの」

　みんなの食費が入っている買い出し当番用の財布だ。今け朝さ、中身は確かく認にんしてある。一万円札が二に枚まいと小こ銭ぜにがたくさん。

「これもってけ」

　七海のお腹なかに押おし付けるように、財布を渡わたした。

「でも」

「でもは禁きん止し」

　前に並んでいたもうひとりがやってきたタクシーに乗り込こむ。次のタクシーも、ロータリーを回り込んできている。

「だけど」

「だけども禁止だ」

　乗り場に停車したタクシーが、後こう部ぶ座ざ席せきのドアを開けた。そこに、空太はまだ躊躇ためらった様子の七海を無理やり押おし込んだ。

「タクシー代、すごいかかるよ？」

「二年間がんばってきたんだろ！」

「っ！」

　びくっと七なな海みが身を震ふるわせた。でも、再ふたたび空そら太たを見たときには目の色が変わっていた。

　ゆっくりと、それでもはっきりと七海が頷うなずいた。

「あと、足りるかわかんないから、これも一いち応おう」

　自分の財さい布ふも七海に持たせる。今度は素す直なおに受け取ってくれた。

「運転手さん、お願いします。絶ぜつ対たいに間に合わせてください」

　ミラー越ごしに運転手さんが驚おどろいた顔をする。でも、空太の真しん剣けんさは伝わったのか、首を縦たてに振ふってくれた。

「青あお山やま、がんばれよ」

　タクシーのドアが閉しまる。今は話している時間がもったいない。

　七海が窓まどを開けた。

「ありがとう、神かん田だ君。ほんと、ありがとう」
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　もう行ってくださいと、運転手さんに合図を送る。

　タクシーが走り出しても、七海は窓に張はり付いて、「ありがとう」と繰くり返している。

　空太は何も言わなかった。ただ、心の中で「がんばれ」と何度も唱えた。

　二年間の想いが、叶ってほしい。七海の夢ゆめが叶ってほしいから。

　タクシーが見えなくなっても、空太はしばらく駅前に立ち尽つくしていた。

　駅のアナウンスが聞こえてくる。

　──ただいま、復ふつ旧きゆうの目め途どは立っておりません。ご迷めい惑わくをおかけします

　と言っていた。

　それをぼんやりと聞きながら、空そら太たは駅前に放置した自転車のところに戻もどった。しばらく押おして移い動どうしていると、大事なことを思い出した。

　のんびりしている場合じゃない。

　──放課後、屋上で待ってる

　ましろを学校に待たせているのだ。

　空太は長い坂道を目の前にして、自転車のサドルに跨またがった。




　　　　４




　来た道をそのままに引き返す。けど、坂の途と中ちゆうで断だん念ねんして、空太は自転車を押して上がった。頂ちよう上じようで待っていた大だい地ちと合流してからは、再びふたり乗りをして、スイコーまで送ってもらった。

　校門の前で大地と別れる。

「宮みや原はら」

　走り去ろうとしていた大地の背せ中なかを呼よび止めた。

「なんだよ？」

「お前のおかげで助かったよ」

「俺おれは神かん田だを助けたんじゃなくて、青あお山やまを助けたかったの」

「……」

「ま、もうふられたんだけどさ。じゃあな」

　ゆるゆると大地の自転車が走り出す。その姿すがたを見み届とどけてから、空太は校こう舎しや内ないに戻もどり、美び術じゆつ科かの教室へと急いだ。

　上うわ履ばきのままだったので、下げ駄た箱ばこは素す通どおりだ。階かい段だんを一気に駆かけ上がる。そうしてたどり着いた美術科の教室に、ましろの姿はなかった。

　鞄かばんとコートもない。

「あいつ、どこに……」

　ふとメールのことを思い出した。

　──放課後、屋上で待ってる

「まさかな……」

　でも、留る守す電でんを聞いていないという可か能のう性せいもある。もしかしたら、聞く方法を知らないなんてことも、ましろなら十分にあり得ることに気づいた。

「そういうやつだったよ」

　言いながら、空そら太たは屋上にダッシュで向かっていた。




　階かい段だんを二段飛ばしで駆かけ上がる。屋上に続く扉とびらの前まで来ると、空太は膝ひざに両手をついて呼こ吸きゆうを整えた。放課後になってから、ずっと走り回っている。すっかり足の筋きん肉にくは硬かたくなっていた。

　深呼吸をしてから鉄てつ製せいの扉を開く。身に染しみるような冷たい風が吹き込んできた。寒いと口にしながら肩かたをすぼめる。

　夕日が沈しずんでいく屋上はがらんとしていた。

　遮さえぎるものがなく、視し界かいが空まで続いている。目の前で日が落ちていった。訪おとずれた夜の空は雲ひとつなく晴れ渡わたり、冬の星せい座ざが顔を出している。

　ましろの姿すがたはすぐに見つかった。一番奥おくのベンチに浅く腰こしかけている。見み慣なれたコートに、マフラー、ミトンの手て袋ぶくろも、今ではおなじみだ。

　空太はゆっくりとましろに近づいていき、

「椎しい名な」

　ともう何度呼よんだかわからないその名を口にした。

　顔を上げたましろが、真っ直ぐに空太の目を見てくる。いつもの無む表ひよう情じよう。何を考えているのかは読み取れない。

「悪い。遅おそくなった」

「……」

「青あお山やまが乗った電車が止まって、タクシー代届とどけてきたから」

「空太はすぐ約束破やぶる」

「だから、ごめんって」

「そうじゃない」

　意味がわからず、空太は顔を顰しかめた。

「ふたりきりのときは名前」

「あ、ああ……ましろ。これでいいか？」

　最近はあまり指し摘てきしてこなかったので、その理由は予想していなかった。

「つか、留る守す電でん、聞いてないのか？　寒いから教室で待ってろってメッセージを残したんだけどさ」

「聞いたわ」

「なら、なんで屋上にいる」

「ここがよかったの」

「そう、なのか？」

　今度も、ましろの考えはよくわからない。

　そんな空そら太たをよそに、ましろはベンチから立ち上がると、鞄かばんの中に手を突つっ込こんで、小さな箱を取り出した。

　その箱を、空太に差し出しながら、

「これ、あげるわ」

　と言ってきた。

　反はん射しや的てきに空太が受け取ったのは、未み開かい封ふうのお菓か子しの箱。たけのこの形をしたやつだ。

　冷静になって状じよう況きようを整理してみる。熟じゆつ考こうするまでもなく、答えはひとつだ。

「これって、もしかして」

「バレンタインはチョコの日よ」

「くれるのか？」

「あげるって言ったわ」

「お、おう。ありがとう」

　実は、ちょっと期待していたので、これはかなりうれしい。

「これ渡わたすために待ってたのか？」

「そうよ」

「帰ってからでも、よかっただろ」

「それは、ダメよ」

「なんで？」

「こうしたかったの」

「……はあ」

「普ふ通つうにしてみたかったの」

「……」

「屋上で渡してる子、たくさんいた」

「そ、そっか」

「漫まん画がでもそうだった」

　今度は鞄から漫画を取り出し、真ん中らへんのページを空太に見せてきた。高校生の男女が屋上で向き合い、チョコの受け渡しをしている。気き恥はずかしさを演えん出しゆつするふわっとした線で描えがかれている。

　以前、ましろが勉強中と言っていたのは、こういうことだったのか。漫画家としてではなく、普通の……日本の高校生らしい過すごし方を学んでいたらしい。

「でも、なんで急にそんなこと」

「そんなことじゃないわ」

「……」

「わたしは普通じゃないから」

　ましろの声こわ音ねに悲ひ壮そう感かんはない。表ひよう情じようも普ふ通つうだ。ただ、事実を淡たん々たんとましろは述のべている。それが、かえって空そら太たの胸むねを軋きしませた。

「……お前」

「だから、最近、空太がわからない」

「え？　俺おれ？」

「空太が遠いわ」

「なんだよ、それ……」

　むしろ、そう感じているのは、いつも空太の方だ。ずっとましろの見えない背せ中なかを追いかけている。

「それをお前が言うのかよ」

「今日も、空太は七なな海みのところにいった」

「そんなの当たり前だろ？　青あお山やまにとって、今日は大切な日なんだからな！　わかってるだろ？　お前だって」

　何か嫌いやな部分を突つかれたと感じた空太は、反はん射しや的てきに声を荒あらげていた。

「わかってるわ」

「なら……」

「でも、わたしも大切な日だった」

「……」

「今日を、楽しみにしてたのに」

「……」

　そんな素そ振ぶりがないから、全然気づいていなかった。たけのこのお菓か子しも、ましろはいつ買ったのだろう。空太の知らないところで、今日のために用意しているましろの姿すがたを想そう像ぞうすると、うれしいような、恥はずかしいような、危あぶなっかしいような、色々な感かん情じようが次々に押おし寄よせてきて、頭の中をぐちゃぐちゃに掻かき乱みだしていく。

「ねえ、空太」

「な、なんだよ」

「ずっとっていつまで？」

「え？」

「前に言ってくれたわ。ずっと見てるって……それはいつまで？」

「……」

「学校を卒業したら、美み咲さきと仁じんはいなくなるんでしょ？」

「あ、ああ」

　思考も感情も、ましろのペースについていけていない。毎日一いつ緒しよにいたのに、三年生の卒業について話をしたことなんかない。ましろの変化に、気づいていなかった。こんなことを思っているなんて思いもしていなかった。

「じゃあ、空そら太たは？」

「……」

「空太はいつまで一いつ緒しよにいてくれるの？」

　答えられるはずがない。口先だけの約束など無意味だ。ましろの目を見ればわかる。そういうことを聞いているんじゃないんだと。

「空太は優ゆう子こと仲良し」

「妹だからだよ、それは」

「じゃあ、七なな海みは？」

「……」

「空太は七海にやさしいわ」

「青あお山やまだけにってわけじゃないだろ」

「だけど、わたしには言ってくれなかった」

「なんのことだよ」

「一緒にがんばろうって」

「……」

　福岡の実家に帰っていたときだっただろうか。確たしかに、七海とはそんな話をした。でも、それはお互たがいに目指しているものがあって、空太はプレゼン、七海はオーディションが控ひかえていたから。

　はるか前方を走っているましろに向かって言う言葉じゃない。言えるわけがない。

「だから、空太が遠いわ」

「……」

　でも、思い違ちがいをしていたのかもしれないと空太は思った。はるか前方を走るましろ。後ろ姿すがたもまだ見えない。だけど、見えないのは、空太からだけじゃなくて、振ふり向いたましろからも空太の姿は見えないのだ。当然だ。離はなれている距きよ離りは同じなのだから……。なのに、そんなことにすら、空太は気づいていなかった。時々、ましろの姿に孤こ独どくを感じるのは、きっとそういうことが原げん因いんなんだろう。

「空太はわたしの空太？　違ちがうんでしょ？」

「……」

　ましろの不安が肌はだに伝わってくるようだった。瞳ひとみが震ふるえている。そんな目を見るのははじめてだ。

　だからこそ、ましろ自身もどう対たい処しよすればいいかわからなくて、リタに相談して、少しよ女じよ漫まん画がを読んだりして、普通を勉強して、バレンタインという今日の日ために準じゆん備びをしてきたんだろう。それが空太とこの先も一緒にいるために必要なことだと、ましろなりに考えて……そして、導みちびき出した答えだったから。距きよ離りを縮ちぢめたい一心で……。

　わからないことだらけだったけど、そのことだけは理り解かいできた。

「悪い……いつまでかはわからない」

　無む責せき任にんな願望を口に出せたら楽だと思う。けど、それが空そら太たにはできない。

「そう」

　ましろが目を伏ふせる。

「だけど、一日でも長く、側にいられたらと思ってる」

　できるのは、こうやって、バカ正直に向き合うことだけだ。口にした想いをいつか形にできるように、努力していくことだけだ。

　今はそれが精せい一いつ杯ぱい。

　いや、あとひとつだけ言えることがあった。

「それとさ……」

「なに？」

「俺おれだってさ……今日を楽しみにしてたんだよ」

「空太？」

「もしかしたら、チョコもらえるかもしれないって」

　それは、もちろん、ましろからだ。

「朝、メールもらってからは……放課後が待ち遠しかった」

　顔から火が出そうなくらい恥はずかしい。

「授じゆ業ぎようも全然頭に入らなくてさ。放課後のことばっか考えてた」

　まともにましろの顔なんか見ていられない。

「ほんと？」

「ほ、ほんとだよ」

「チョコ、うれしい？」

「俺おれ、たけのこ派はだからね」

「よかった……」

　ふっとましろの表ひよう情じようから力が抜ぬけた。穏おだやかに微笑ほほえんでいる。もちろん、ましろにしてはであったけど、今まで見た中で、一番かわいいと空太は思ってしまった。その途と端たん、クリスマスイブの夜に蓋ふたをしたはずのましろへの気持ちが、どばっと溢あふれ出してきた。今すぐ、その身を抱だき締しめてしまいたい。この想いを知ってほしい。こんなにもましろを意い識しきしている。

　その感情をごまかすように、空太は、

「風か邪ぜ引くといけないから帰ろうぜ」

　と早口で声をかけた。

　返事を待たずに、校こう舎しやの中に戻もどろうとする。これ以上、ましろとふたりきりでいたら、どうなってしまうかわからない。

「空そら太た」

　そんな空太を、すぐにましろが呼よび止めた。

「なんだ？」

　立ち止まって聞き返す。

「断ことわらないって約束して」

「何を言おうとしているのかによるな」

「……」

　少しましろが悲しそうに目を細めた。

「わかった。断らないから言ってくれ」

　ずっとそんな顔をされたらたまらない。

「お願いがあるわ」

「なんでしょうか」

「手、繋つないでもいい？」

　すぐ前まで近づいてきたましろが少し心細そうな目で見上げてくる。

「いつもは問答無用だろ」

「返事は？」

「断ことわるなって言ったのはましろだよな」

　ふたりのちぐはぐなやり取りは、誰だれもいない屋上に広がっていく。それがまた妙みような照れくささを空太に運んできた。耐たえ切れずに視し線せんを外す。

「ちゃんと答えて」

　ましろも下を向いている。そのいじらしい態たい度どに、空太の我が慢まんは限げん界かいを迎むかえた。

「わ、わかったよ。……繋つないでもいい」

　ほっとしたのか、わずかにましろの目め尻じりが下がった。

　歩き出そうとする空太の手に、ましろの手が触ふれる。いつの間にか、ましろは手て袋ぶくろをはずしていた。細くてすべすべした指を軽く握にぎり返す。
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「……」

「……」

　手を繋いだまま、何も話さずに校こう舎しやの中に戻もどった。

　前にも手を握ったことくらいはある。でも、何かのどさくさで、こんな風に静かな場面ではなかった。緊きん張ちようをほぐそうと言葉を探さがしても、頭が上う手まく働かない。ましろも少し俯うつむいたままで何も言ってこない。

　これでは身が持たないと空太が思っていると、階かい段だんの踊おどり場でましろが手を離はなした。繋いでから、まだ十メートルしか進んでいないのに。

「ましろ？」

「やっぱりいいわ」

「な、なんだよ、それ」

「だって、落ち着かないもの」

　そう言って、ましろは両手を胸むねに重ねた。

「どくんどくんいってる」

「それは生きてるからだ」

「空太は？」

「ましろ以上に生きてるよ！」

　思わず、大声になってしまう。

「ほ、ほら、寒いから帰ろうぜ」

　先ほどとは逆ぎやくに、空太の方から左手を差し出す。すると、少し考え込こんだあとで、ましろが右手を重ねてきた。

「……」

「……」

　どうしても黙だまってしまう。でも、今度は手を離さなかった。

　その後も、さくら荘そうに到とう着ちやくするまでの十数分、ふたりの間に会話はなかった。お互たがいに居い心地ごこちの悪さを我が慢まんしながら、少しだけ早足になって帰った。それはとても貴き重ちような時間だったと思う。

　たぶん、ましろと同じ空気を共有したはじめての瞬しゆん間かんだったから……。
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　さくら荘そうの前まで来ると、空そら太たとましろは自然に立ち止まった。

　手は繋つないだままだ。

「空太、着いたわ」

「あ、ああ。そうだな」

　さすがに、このまま玄げん関かんに上がるわけにはいかない。そんなことを扉とびらの前で考えていると、内側からドタドタと人の走る音が聞こえてきた。

「何事だ？」

　ましろと顔を見合わせた瞬間、扉がけたたましい音を立て開き、玄関から必死の形相で龍りゆう之の介すけが飛び出してきた。慌あわてて、空太はましろの手を離した。

　空太に気づいた龍之介は、すぐさま背せ中なかに回り込こんでくる。そして、天てん敵てきから身を守るように、体を小さく縮ちぢめた。

「赤あか坂さかでも、そんな顔をすることがあるんだな」

　動どう揺ようを鎮しずめるように、そう声をかける。

　先ほどの龍之介の態たい度どには、いつもの泰たい然ぜんとした様子はなかった。

「その点についての弁べん明めいはあとでする。とにかく今はそれどころじゃない。神かん田だ、あの女を阻そ止ししろ！」

　龍之介が一気にまくし立ててきた。びしっと空太の陰かげから玄関の中を指差す。

「はい？」

　わけがわからない空太の耳に、聞き覚えのある声が届とどいた。

「あの女……なんて他た人にん行ぎよう儀ぎな呼よび方はやめてください」

　玄関から出てきたのは、輝かがやくような金きん髪ぱつに、綺き麗れいな青い目をした美少女。大人おとなびたその微び笑しようには、見覚えがある。

「リタ」

　隣となりにいたましろが、吸すい寄よせられるようにリタに近づいていく。お互たがいにやわらかいハグを交わす。

「ましろ、元気でしたか？」

「うん」

「お久しぶりですね。空太も」

「え、リタ!?」

「驚おどろくのが遅おそすぎませんか？」

「い、いや、だって、え!?　なんでいるの!?」

　この状じよう況きようで驚かない方がおかしいと思う。

「そんな野や暮ぼなことを聞くなんて、さすが空そら太たですね」

「わ、悪かったな」

「今日は何の日ですか？」

　言いながら、リタが真っ赤な包ほう装そう紙しに包まれた小さな箱を見せてくる。ご丁てい寧ねいにリボンまでついていた。

「バレンタインデーです」

「正せい解かいです。空太もかわいい女の子からチョコをプレゼントされたんじゃありませんか？」

　空太とましろを交こう互ごに見み比くらべたリタは完全に訳わけ知しり顔だ。

「黙もく秘ひします」

「うれしかったですか？」

「黙秘します！」

「そんなにふたりだけの思い出にしたいのなら仕方ないですね。というわけで、私も愛を届とどけにきました」

　にっこりとリタが微笑ほほえむ。その相手は言うまでもなく、空太の背せ中なかに篭ろう城じようしている龍りゆう之の介すけだ。警けい戒かい心しんが半はん端ぱじゃない。前に隙すきをつかれ、ほっぺたにキスをされたのが、相当なトラウマになっているようだ。

　見ようによっては女子にも見える龍之介だが、実は極度の女じよ性せい嫌ぎらいで、近くにいるだけで寒気がするらしい。さらに近づくと鳥とり肌はだが立ち、接せつ触しよくすると気き絶ぜつする。

　空太が知る限かぎり、龍之介を気絶にまで追い込こんだ人物はひとりしかない。それが今目の前にいる金きん髪ぱつの美少女リタだ。

「というわけですから、空太、馬に蹴けられたくなければ、龍之介を引き渡わたしてください」

「神かん田だ、お前は僕ぼくの味方だったな？」

「……」

　この場面をどうしろというのだろうか。チョコレートを渡すためだけに、はるばるイギリスから十二時間のフライトをしてきたリタの気持ちも汲くんであげたいところだ。でも、龍之介の女性嫌いも筋すじ金がね入いりなので、どうにかなるとも思えない。

「龍之介は、私の何が気に入らないのですか？」

「全部だ」

「普ふ通つう、私くらいかわいい女の子にここまで積極的に迫せまられたら、泣いて喜ぶものだと思うんですけど」

　すごいことを言っている。けど、まあ、その通りなので否ひ定ていはできない。

「バカを言うな。どこの世界に部屋のドアをバールのようなものでこじ開けられて喜ぶ男がいる」

「げ、まじ？」

「大方、僕ぼくの寝ね込こみを襲おそい、既き成せい事じ実じつを作り、それを盾たてに責せき任にんを取れなどと言ってくるつもりだったのだろう」

「さすがにそこまではしないだろ」

「あ、ばれていましたか」

　けろっとした感じでリタが肯こう定ていする。もう、早くもついていけない。

「ちなみに、バールのようなものではなくて、バールです。どうせ、龍りゆう之の介すけのことですから部屋に鍵かぎをかけて出てきてはくれないと思っていましたので。やはり、用意しておいて正せい解かいでした」

　ほんとに言葉がない。あとはふたりで話し合ってもらえないものだろうか。

「それはそうと、龍之介は私の何が不満なんです？」

「一分前に全部だと言った」

「体つきも、男の子を満足させるだけのものがあると思うのですが？」

　そういって、腕うでを組んだリタがぐっと胸むな元もとを強調する。思わず、目が吸すい寄よせられてしまった。

「空そら太た、どこ見てるの？」

　ましろが不ふ機き嫌げんな目を向けてくる。

「俺おれはいつだって未来を見てるぞ」

「とにかく、チョコは受け取ってもらいます」

「僕は受け取らないと言っている。要求をひとつ聞き入れたら、次は何を求められるかわかったものではない」

「人をテロリストみたいに言わないでください」

「むしろ、そのものだろ」

「……」

　リタが少し寂さびしそうに目を伏せた。女子のこういう顔は、心に来るものがある。

「赤あか坂さか、受け取るくらいはいいんじゃないのか？」

　そのために、遠くイギリスからやってきたのだ。

「そんなことをすれば、この女はその見返りに、来月とんでもない要求を突つきつけてくるぞ」

「気になる男の子がいると話したら、両親がぜひ会いたいと言っていましたっけ」

　すっとぼけた感じで、リタが恐おそろしいことを言っている。龍之介の判はん断だんは正しいのかもしれない。

「わかったか、神かん田だ。これが女の手口だ。特に、この女のように自分に絶ぜつ対たいの自信を持っていると最悪だ。世の中のすべての男が、自分の言いなりになると思っている。地球上の生物の中で最も性た質ちが悪い。まったく嫌いやなことを思い出す……」

「嫌なことって、なんですか？」

「……」

　口を滑すべらせたらしい龍りゆう之の介すけは、はたと黙だまった。

「はあ……まあ、龍之介がそこまで嫌がるのでしたら無む理り強じいはできません。受け取ってもらえないのなら、こんなもの意味ありませんね」

　リタがチョコの包みを道路に放り投げようと振ふりかぶる。

「あ、待った待った！」

　寸すん前ぜんで空そら太たが止めに入った。

「赤あか坂さか、受け取ってあげろって」

「来月、イギリスに行けというのか？　冗じよう談だんじゃない」

「リタも受け取ってもらうだけでいいよな？　イギリス行きはなしでもいいよな？」

「はい。受け取ってもらえるのでしたら。あ、せめて、ここで食べてもらいたいですけど」

「食べるだけならいいよな？」

　少し龍之介が考え込こむ。

「……わかった。これ以上時間を無む駄だにしたくない。モーション制せい御ぎよプログラムを更こう新しん中ちゆうなんだ」

　ほっと胸むねをなでおろす。これで、ひとまずは収しゆう束そくしそうだ。

「おい、元もと居い候そうろう娘むすめ」

「リタって呼よんでくれていいんですよ？」

「僕ぼくがチョコを受け取って、ここで食べたら、来月は大人おとなしくしているんだぞ。いいな？」

「はい、約束します。では、どうぞ」

　リタが差し出したチョコに、龍之介が恐おそる恐るといった様子で手を伸のばす。背せ中なかから龍之介の緊きん張ちようが息いき遣づかいとして伝わってきていた。

　チョコは無事に龍之介の手に渡わたった。すぐさま、龍之介は包みを破やぶり、中のチョコレートを掴つかんだ。ハート型の板チョコの上に、ホワイトチョコレートで絵が描かいてある。リタの似に顔がお絵えだ。その下には「私を食べて」とメッセージがあって、龍之介がめちゃくちゃ渋しぶい顔をしていた。これがあるから、リタは目の前で食べてほしいという要求を追加したのだろう。抜ぬけ目がない。

　一秒でも早く処しよ理りしようと、龍之介がチョコレートにかぶりつく。その様子を空太はなんとなく見守っていた。やがて、最後の一口を放り込こむ。

　龍之介は咀そ嚼しやくしながら、

「これでいいな」

　と言葉を残して、ひとりさくら荘そうの中に戻もどろうとする。

「あ、待ってください」

　すれ違ちがいざまにリタが声をかける。

「僕ぼくは条じよう件けんを満たした」

　反はん応のうしたのが龍りゆう之の介すけの間ま違ちがいだった。振ふり向いた龍之介にリタがぐっと身を寄よせる。両手はすぐさま首の後ろに回されて、もう顔と顔がくっつきそうだ。

「……っ！」

　龍之介は驚おどろきの声を上げることもできなかった。

「あっ！」

　代わりに空そら太たが声に出した。

　なぜなら、龍之介の唇くちびるは、リタのそれにぴったりと塞ふさがれてしまっていたから。

「……」

　たっぷりと五秒間くらいだろうか。ようやく、リタが龍之介から離はなれ、ちろっと舌したで唇をなぞる。なんともなまめかしい表ひよう情じようだ。

「来月はダメだと言われたので、お返しは今もらっておきますね」

　リタがしてやったりの笑みを浮かべたそのとき、意い識しきを失った龍之介が後ろに倒たおれた。

「わ〜、赤あか坂さか！」

「私のファーストキスなので、責せき任にんは取ってもらいますから」

「聞こえてないって！」

「じゃあ、目を覚ましたら伝えておいてください」

　悪戯いたずらっぽくリタが微笑ほほえむ。まさにかわいい顔をした悪あく魔まだ。こうまで、龍之介を手玉に取るとは……。

　空太は倒れた龍之介の体を起こして背せ負おった。

　こんな寒空の下に、寝ねかせておくわけにはいかない。

「で、リタはどうするんだ？」

「今日はましろの部屋に泊とまって、明日帰ります」

「ほんとに、チョコを渡わたすためにきたんだな」

「私、恋愛に燃もえるタイプみたいです」

　チョコひとつでイギリスから飛んでくるのだから、たいした行動力だと思う。龍之介にとっては、完全に悪いニュースだ。

　ましろとリタに続いて、空太も玄げん関かんを上がった。

　すると、すぐに閉しめたばかりのドアが外から開いた。

「ただいま……」

　元気のない声がする。帰ってきたのは美み咲さきだ。下を向いたまま靴くつを脱ぬぐと、リタにも気づかずに、二階かいに続く階かい段だんに足をかける。

「美咲？　どうしたんですか？」

　その声で、美咲が立ち止まる。

「あ、りったん……」

　今いま頃ごろ気づいたらしい。

「いらっしゃい……」

　反はん応のうが鈍にぶい。鈍いなんてもんじゃない。

　美咲を落ち込ませている原げん因いんは、考えるまでもなくひとつしかなかった。

「仁じんさんに、渡せなかったんですか？」

「うん……」

　再ふたたび美咲が視し線せんを落とす。事じ情じようがわかっていないリタは怪け訝げんな表情を浮うかべていた。

　ぼたぼたと廊ろう下かの床ゆかに涙なみだの雫しずくが落ちていく。

　美咲は鞄かばんからチョコの包みを取り出すと、それを乱らん暴ぼうに破やぶり、空太が止める間もなく自分でかぶりついた。仁を想いながらチョコを作っている美咲の姿すがたを見ているだけに、なんともやりきれない気持ちが体を蝕むしばんでいく。

「美咲先せん輩ぱい……」

「こーはいくん、チョコがしょっぱいよ……」

「……」

「あたし、もうダメかもしれない……」

「そんなこと……」

　ない、と無む責せき任にんに否ひ定ていすることはできなかった。

「仁に、なんて言って声をかければいいかわかんないよぉ……」

　階段の隅すみっこに美咲がしゃがみ込こむ。

「仁に、何を言われるのもこわいんだよぉ……」

　膝ひざに顔を埋うめて、美咲は声を殺して泣き出した。

　何か美咲に声をかけようと口を開きかけた瞬しゆん間かん、ポケットの中でケータイが振しん動どうし、着信を伝えてきた。

　こんなときに誰だれだと思いながら、自分の部屋の方に移い動どうする。ディスプレイには和かず希きの名前が表ひよう示じされていた。さすがに出ないわけにもいかない。背はい後ごの美咲たちを気にしつつ、電話に出た。

「はい。神かん田だです」

「お疲つかれ様です。藤ふじ沢さわです」

「どうもお疲れ様です」

「今、大だい丈じよう夫ぶですか？　時間は取らせません」

「あ、はい」

　和かず希きと話していても、空そら太たはどこか上の空だった。けど、あとに続いた和希の言葉には、さすがに驚おどろきを隠かくせなかった。

「神かん田だ君の企画『リズムバトラー』をタイトル審しん査さ会かいにかける日につ程ていが決まりました」

「え!?」

「三月七日の月曜日です」

「は、はい」

「来週、どこかで事前の打ち合わせをしましょう」

「わかりました」

「今日はその連れん絡らくです。日程調ちよう整せいはまた後日メールで」

「はい」

　では、と言葉を残して、和希は電話を切った。それを確かく認にんしてから、空太はケータイを閉とじる。意い識しきして静かに息を吐はき出す。運命の分かれ道が、近づいてきた。

　──三月七日か

　なんて日に決まったのだろうと思った。翌よく日じつの三月八日は卒業式だ。

　振ふり向くと、美み咲さきはまだ階かい段だんのところにうずくまっていて、リタとましろが心配そうに見ていた。

　もう二月も半ば。卒業の足あし跡あとは確かく実じつに聞こえてきている。迫せまってきている。卒業式の当日まで、あと三週間しかない。それを今さらのように強きよう烈れつに痛つう感かんさせられた。

　果たして、美咲と仁じんはこのままでいいんだろうか。

「……」

　いいはずがなかった……。
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　その日、自然と目が覚めて時計を見ると、八時を少し回ったところだった。

　普ふ段だんなら慌あわてる時じ刻こくだけど、今日は日曜日だから再ふたたび目を瞑つぶって、ぬくぬくの布ふ団とんの中で惰だ眠みんを貪むさぼるのも悪くはない。

　それでも、空そら太たは二に度ど寝ねの誘ゆう惑わくに抗あらがい、寒さに心がくじけそうになりながらも、覚かく悟ごを決めて身を起こした。

　布団の中に潜もぐり込こんでいた七匹ひきの猫ねこたちが、「フ〜」と威い嚇かくしてくる。

「はいはい、わかったよ」

　空太は猫に布団を返してあげてから、寒い寒いと繰くり返しながら部屋を出た。

　日曜日だけど、出かける用事がある。バレンタインから六日が経けい過かした今日、二月二十日は、スイコーの合ごう格かく発はつ表ぴようが行われるのだ。

　非ひ常じように気は進まないけど、優ゆう子この不合格を確かく認にんしてこなければならない。

　ダイニングに向かう途と中ちゆう、玄げん関かんで千ち尋ひろと出くわした。ばっちりメイクをしていて、スーツの上からコートを着き込こんでいる。

「先生、今日も仕事ですか？」

「出たくない会議があるのよ」

　靴くつを履はきながら、面めん倒どうくさそうに千尋が言う。

「それはご苦労様です」

「まったくね」

　短く言葉を残して、千尋はさっさと出かけていった。

　その背せ中なかが見えなくなると、空太は独ひとり言をもらした。

「先生、調子でも悪いのかな」

　普ふ段だんなら、空太の顔を見るなり、理り不ふ尽じんな言葉の数々をぶつけてくるはずなのに、今日は随ずい分ぶんと大人しかった。

「ま、理由もなく罵ば倒とうされるよりはいいけど」

　そんなことを言っていると、足元に白猫のひかりがすり寄よってきた。それを追いかけて、残りの六匹も部屋から出てくる。寒さも厳きびしいが、空くう腹ふくに比くらべればましなようだ。

　あくびをしながらダイニングに入ると、空太は先にキャットフードを用意してあげた。一いつ斉せいに、猫たちが群むらがってくる。

　猫の様子を眺ながめながら、空太はゆっくりと朝食を取った。時折あくびはしていても、意外と思考は冴さえていて、三月七日に決まったタイトル審しん査さ会かいそっちのけで、美み咲さきと仁じんについて考えていた。

　バレンタインの夜からずっとこんな調子が続いている。

　翌よく日じつには本当にイギリスへ帰っていったリタから、

「空そら太たがふたりの仲を取り持つしかないですね」

　とか言われたせいかもしれない。

「なんで、俺おれ？」

「なんとかしたいと、本気で思っているからですよ」

　その点は否ひ定ていのしようがなかった。リタの言っていた通りだ。

　なんとかしたい。空太がこのさくら荘そうにきてから、ずっと一いつ緒しよだったふたりだ。宇う宙ちゆう人じんの美み咲さきには散々振ふり回されて、仁じんにはいつもからかわれて、疲つかれるし、迷めい惑わくだし、大変だったけど、たぶん、ふたりがいたから、あんなに笑って、怒おこって、叫さけんで、走り回って……楽しくて騒さわがしい日々があったんだと思う。

　卒業の気配が近づいてきた今になって、そういうことがわかるようになっていた。

　考え事をしていた空太の膝ひざの上に、コゲ茶トラのこまちが飛び乗ってきた。

　思考から覚めた空太が時計を見ると、八時半をわずかに回っていた。

　合ごう格かく発はつ表ぴようが張はり出されるのは九時。優ゆう子こからは、

「電話の前で待機しているから、お兄にいちゃんは九時ぴったりに見に行ってね！」

　と言われているので、のんびりもしていられない。

　ダイニングに猫を残して、空太は着き替がえるために自室に戻もどった。制せい服ふくの上からコートを着き込こんで、玄げん関かんに向かう。座すわって靴くつを履はいていると、二階かいから下りてきた七なな海みに声をかけられた。

「あれ、どこか行くの？」

「優子の合格発表」

「あ、そか、今日だったっけ」

「うん」

　そこで少し考え込こんだ七海が、

「私も一緒にいっていい？」

　と聞いてきた。

「いいけど、青あお山やま、養成所は？」

　二月いっぱいはレッスンがあると聞いている。

「オーディションが月曜日だったでしょ？　今日はその振り替え休日」

「バイトは？」

「たまにはお休みを作らないと、神かん田だ君に叱しかられるから」

「俺は青山のお母かあさんか」

「ちょっとそういうところあると思うけど……あ、着替えてくるから、待ってて」

「わかった」

　空そら太たの返事を背せ中なかで聞いて、七なな海みは階かい段だんを駆かけ上がっていった。




　二階に消えた七海が玄げん関かんに戻もどってきたのは、たっぷり十五分が経けい過かしてからだった。女子は色々とあるんだろうと、空太が適てき当とうに納なつ得とくしかけた頃ころになって、七海は制せい服ふく姿すがたのましろと一いつ緒しよにやってきた。

「なんで増ふえた？」

「ましろも一緒に行くって」

　七海は少し困こん惑わく気ぎ味みだ。

「そうなのか？」

　今度は、ましろに聞いてみる。

「優ゆう子この結果は大事よ」

「どの辺が？」

「今後のプランが変わる」

「……仮かりに、優子が合ごう格かくした場合はどうなる？」

「本気を出すわ」

「なんだ、お前は変身でもする気か」

「変身はしない」

「……いや、冷静に真顔で否ひ定ていされても困こまるんだが」

「神かん田だ君、待たせた私が言うのもなんだけど、そろそろ行かない？」

　時間には余よ裕ゆうがあったはずが、待っている間にまったく余裕がなくなっている。

　空太は「いってきます」とさくら荘そうの中に声をかけてから玄関を出た。

　すぐ前のゆるい坂道を、空太が真ん中になって、ましろ、七海と横に並ならんで歩く。休日の朝の空気は、不思議と平日とは少し違ちがって、のんびりした気配を感じた。

　右みぎ隣どなりを歩くましろは、早速少しよう女じよ漫まん画がを読み出した。足取りはふらついて危あぶなっかしい。空太が肘ひじを引っ張ぱったり、腕うでを掴つかんだり、上う手まいこと誘ゆう導どうしながら進んでいく。三学期がスタートしてからはずっとこんな感じなので、もう手て慣なれたものだ。

　左を歩く七海は終始無言で、途と中ちゆうの児童公園の前を通り過ぎても、声をかけてくることはなかった。少し俯うつむいた七海は、何度か深しん呼こ吸きゆうをして、やけにきつく鞄かばんを握にぎっていた。

　オーディションの翌よく日じつには、

「今やれることはやれたと思う。神田君のおかげだね」

　と話してくれたけど、結果がわからないうちは、やっぱり落ち着かないのだろう。その結果はというと、

「例年、二月の終わりか、三月の頭に出るみたい」

　と七海から聞いている。

　だから、今は考えても仕方がない。結果が出るまでには少し時間がある。でも、早く知りたい。やっぱり、知るのも怖こわい。ここ数日、何度も深しん呼こ吸きゆうをしている七なな海みからは、そんな矛む盾じゆんした雰ふん囲い気きを感じていた。

「あのさ、青あお山やま」

　赤信号に引っかかったところで、空そら太たは七海に声をかけた。何か話している方が、少しは気がまぎれると思って……。

　すると、七海からは意外な反はん応のうが返ってきた。

「え？　な、なに？　ど、どうしたの？」

　名前を呼んだだけなのに、この動どう揺ようっぷりはどうしたことだろう。

「青山の方こそ、どうした？」

「な、なんでもない」

「そうは見えないんだけど……なんか緊きん張ちようしてる？」

　ただ、その緊張は、オーディションの結果を気にしているときのものとは、明らかに種類が違ちがって見える。

　真ま面じ目めな七海のことだから、優ゆう子この合ごう否ひのことでも、真しん剣けんに考えてくれているんだろうか。

「優子の結果なら、どうせ不合格だから気にしないでいいんだぞ」

「ちゃ、ちゃうねん」

　どうやら優子とは関係ないらしい。そうなるとますますわからない。

　信号が青になって再ふたたび歩き出す。少し出で遅おくれた七海が、小走りで追いついてきた。

「か、神かん田だ君」

　横おう断だん歩ほ道どうを渡わたり切ったところで、七海が甲かん高だかい声を出した。頬ほおが朱しゆに染そまり、視し線せんは脇わきの電信柱へと逃にげている。

　その緊張が、空太にまで伝でん染せんしてきた。

「ど、どうした急に」

　返事をしても、七海はそっぽを向いたままだ。

「これ、もらってくれへん？」

　何かを載のっけた手を七海が突つき出してきた。小さな包み。空色の紙で包ほう装そうされた箱だ。

「ほ、ほんまは十四日に……オーディションの帰りに、偶ぐう然ぜんな、チョコ売ってるお店の前通ったから、そんで、神田君には色々な……当番代わってもらったり、お世話になってるから、お、お礼のつもりやってん……」

　早口でたどたどしい口調。生まれてきたときから使っている関かん西さい弁べんにも、まったく自信が感じられない。首の後ろまで赤みが差していた。

「お、おう」

　空太の心しん臓ぞうも、どきどきしてきて、七海を直視できなくなっていく。

「一週間遅おそいねんけど……あの日は、上かみ井い草ぐさ先せん輩ぱいのことがあったやろ？　気まずくなって、渡わたされへんかったから」

「そ、そうだな」

　空そら太たは自分でもよくわからない相あい槌づちを打っていた。

「捨すてるのももったいないやろ。ウチが食べるのもなんかちゃうし、それで、だからな……は、早う、受け取ってくれへん？」

「あ、ああ。ありがと」

　わずかに触ふれた七なな海みの手からは、かすかに震ふるえが伝わってきた。

「ぎ、義ぎ理りちゃうから」

「え!?」

「お、お礼やって、さっき、ゆーたやん」

「そ、そうだったな」

　それにしてもなんだろうか、この空気は。気まずいなんてもんじゃない。

「……」

「……」

　一度、黙だまってしまうと、余よ計けいに気まずさは増ましていく。お互たがいに何か言わないといけないというぎこちない空気が、空太と七海の間には流れていた。

　意い識しきしないようにすると、逆ぎやくに意識してしまう。照れた様子の七海の横顔を見ているうちに、空太はあの日……七海のオーディションがあった日に、宮みや原はら大だい地ちから言われたことを思い出していた。いや、あのあとからずっと、心には留とめていたのだ。

　──やさしくした分のけじめはつけろよ！

　大地の言っていることはわかる。わかるけど、今、この場面でどう対たい応おうするのが正しいのかなんて、学校では教えてくれなかった。できれば、こういう沈ちん黙もくの回かい避ひ方ほう法ほうだけでも、教えてくれればいいのに。微び分ぶんとか積分とかじゃなくて。

　時間の経けい過かに比ひ例れいして、いたたまれない雰ふん囲い気きは増すばかりだ。

　そんな泥どろ沼ぬま化かする状じよう況きように、一石を投じたのは、意外なことにましろだった。

「空太と七海、顔真っ赤よ。病気？」

「違ちがうわ！」

「違うわよ！」

　ふたりの声が重なる。それがまた気き恥はずかしい。

「空太、それ」

　ましろの目は七海からもらったチョコレートに注がれていた。

「青あお山やまがくれたんだよ」

　普ふ通つうに言うつもりが、乱らん暴ぼうな口調になってしまった。

「……」

　ましろは無言で、横から空そら太たを見上げてきた。

「な、なんだよ」

「空太、うれしそうね」

「わ、悪いか」

「わたしのときより喜んでる」

「そ、そうなんだ」

　背はい後ごでは、七なな海みがぼそりと何か言っていた。けど、それに反はん応のうしている余よ裕ゆうが空太にはない。

「お、同じだ！　同じ！　なに言ってんだ、椎しい名なは……ま、まったく！」

「……」

　すると、ますますましろは不満そうな顔をする。

「別にいいけど」

　全然よさそうに見えない。

「だったら、むっとするのはやめてくれますか」

「むっとはしてないわ」

「してるだろ！」

「むかっとしてるのよ」

「より悪いじゃねえか！」

「しかも、本気で」

「それ、一ミリも『別にいい』とは思ってないだろ！」

「空太はまた七海を特とく別べつ扱あつかい」

「してないって！　てか、なんで俺おれが、言い訳わけをしなくちゃいけないんだか……」

「どうしてだろうね」

　独ひとり言の部分に返事をしてくれた七海とうっかり目が合った。

「……」

「……」

　空太も七海も慌あわてて視し線せんを逸そらす。

「また、七海と仲良くしてる」

「してないって！」

「してないわよ！」

「ほら、仲良し」

　そんなことを、学校に到とう着ちやくするまでの短い距きよ離りで、何度も繰くり返すことになるのだった。




　校門が近づくに連れて、周囲はただの休日の通学路の雰ふん囲い気きではなくなった。それぞれに違ちがった中学校の制せい服ふくを着た受験生たちが、神しん妙みような面おも持もちで駅の方から続々と流れてくる。空気が重い。笑顔にも緊きん張ちよう感かんが漂っていて、中には時折立ち止まって、祈いのるように目を瞑つぶっている受験生の姿すがたもあった。

　そう言えば、二年前には空そら太たもその緊張感を経けい験けんしている。けど、あまりよく覚えてはいない。記き憶おくに残っているのは、自分の受験番号と、その番号が張はり出されていた場所くらいだ。

　合ごう格かく発はつ表ぴようを見に来た他の人たちにまぎれて、空太たちも校門をくぐった。通い慣なれた学校が、今だけは別の場所のように思えてくる。空気が違ちがうのだ。

　すでに昇しよう降こう口ぐちの前には人だかりができていた。発表用の大きな掲けい示じ板ばんも設せつ置ちされている。でも、今はまだ受験番号が見えないように、表面が黒い布ぬので覆おおわれていた。

「こういうのってはじめてだから緊張するね」

「そっか、青あお山やまは自分の発表は見に来てないのか」

「うん。どうせ翌よく日じつには郵ゆう送そうで通知来るからね。そのためだけに大阪からは来られないよ」

　そんな話をしていると受じゆ験けん担たん当とうの男だん性せい教きよう師しがふたり校こう舎しやの中から出てきた。全員の注目を浴びている。

「え〜、それでは時間になりましたので、合格された方の受験番号を発表したいと思います」

　ふたりの教師は掲示板の両りよう端はしに移動すると、あくまで事じ務む的てきに黒い布を引き下ろした。カウントダウンも、引きも、溜ためも、あったものではない。

　心の準じゆん備びをする間もなく、一いつ斉せいに番号が視し界かいに飛び込こんでくる。

　すぐに目の前で「あった！」と驚おどろきの声が上がった。隣となりからは歓かん喜きの叫さけび。文字通り咆ほえている受験生もいる。斜め前方にいた女の子は、顔を覆ってしゃがみ込んでいた。

　合格か、不合格か。運命の分かれ道がここにはある。残ざん酷こくかもしれないけど、競争だから仕方がない。

　そんな喜びと絶ぜつ望ぼうの感かん情じようが渦うず巻まく最中、空太は受験番号を頭の方から確かく認にんしていた。優ゆう子この番号は『９９』だ。今８０番台が終わり、視界には『９０』が映うつっている。９１、９２、９３、この辺は連続で合格している。高い倍ばい率りつを考えると、なかなか珍めずらしい。その連勝記録は、なんと９８まで続いていた。そして、肝かん心じんの『９９』を探す。

「……」

　ない。『９８』の次は『１００』になっている。

　もう一度『９０』に戻もどって確認してみる。

「……」

　やっぱりない。

　空太の隣で、ましろはじっと合格発表の掲示板を見上げている。七なな海みは落らく胆たんの吐と息いきを静かにもらしていた。

「ま、しょうがないな」

　極力明るい声を出して、空そら太たはふたりと一いつ緒しよに掲けい示じ板ばんの前を離はなれた。優ゆう子こに連れん絡らくをしないといけない。

　ケータイを取り出して自じ宅たくに電話をすると、最初の呼よび出し音が鳴るよりも前に繋つながった。宣せん言げん通どおりに、電話の前で待機していたんだろう。

「どうだった、お兄にいちゃん」

「ああ、それなんだけど」

「優子、受かってる？」

「あ〜、いや、落ちてたぞ」

　引き伸のばしても意味はないので、空太はさらっと事実を口にした。

「こういうときに、そういう冗じよう談だんはフキンシンだよぉ」

　仕方がないなあ、と優子が呆あきれた声を出す。

「ほんとに不ふ合ごう格かくなんだって」

「またまた」

「いやいや、ほんとだって」

「お兄ちゃん、ウマいんだから。そうやって、優子を驚おどろかせておいてからのおめでとうなんでしょ？」

「まじで落ちてるんだな、これが」

「しつこいよ、お兄ちゃん！」

　なんだか、だんだんと面めん倒どうくさくなってきた。

「よし、わかった。どうせ明日には郵ゆう送そうで通知が届とどくから自分の目で確たしかめろ」

「……」

　すると、さすがの優子も息を呑のんだ。

「ほ、ほんとに落ちてるの？　まさかの展てん開かいだよ！」

「俺おれとしては想定内なんだけど」

「嘘うそだよ、もう一度よく見てよ！」

「ちゃんと二回は確かく認にんしたんだぞ。９０番台はみんな受かってるのに、９９のお前だけ落ちてた。あと一歩でパーフェクトだったのに」

「そんなのひどいよ！　どうせなら、ついでに私も合格にしてくれたらよかったのに。なんで私だけ？」

「試験の点数が悪かったからだろうな」

「傷きずついた優子には、もっとやさしくて甘い言葉をかけてよぉ」

「甘いは余計だ！　だいたい、いまいち、悲しさが伝わってこないんだが」

「そんなことないもん。悲しいよ。『合格おめでとう』の垂たれ幕まくが出てくるくす玉は、いつ割わればいいの？」

「知るか」

　というか、なんでそんなものがあるんだろうか。

「三日前から徹てつ夜やで準じゆん備びしたのにぃ」

「お前は努力の仕方を間ま違ちがえているな」

「どうしよう、お兄にいちゃん。とりあえず、割わったほうがいいかな？」

「県立の試験と発表が、また来月にあるだろ？　そのときまで取っておきなさい」

「あ、それもそうだね」

　どうやら、納なつ得とくしてくれたらしい。

「よし、じゃあ、悲しみも去ったな。切るぞ」

「うん……って、違ちがうよ！　くす玉の使い道なんてどうでもいいんだよ！」

「一いち応おう、責せき任にんの所しよ在ざいをはっきりさせておくと、その話題を持ち出したのはお前だからな」

「そうじゃなくて、受験だよ、受験！　私、本当にスイコー落ちてるの？」

「完かん膚ぷなきまでに落ちてるな」

「あんなに勉強したのに!?」

「ライバルたちはもっと勉強したんだよ」

「う〜ん、そっかぁ。じゃあ、しょうがないね」

　妹はバカだけど、時々物分かりがいい。

「でも、優ゆう子こはヤマが外れただけだもん」

「うん。俺おれは今、確かく信しんした。お前は落ちて正せい解かいだ」

　そろそろ電話を切りたい気持ちでいっぱいだ。なんとなく、合ごう格かく発はつ表ぴようの会場に視し線せんをめぐらせていると、昇しよう降こう口ぐちの脇わきに見知った人物をふたり見つけた。元生徒会長である館たて林ばやし総そう一いち郎ろうと、その彼女……はうはうこと、姫ひめ宮みや沙さ織おりだ。

　どうしてこんな日にこんな場所にいるんだろうか。

　ふたりは普ふ通つう科かとは別の掲けい示じ板ばんに張はられた、音楽科の合格者番号を確かく認にんしている。

　なんにせよ、せっかくの機会だ。仁じんのことを元生徒会長に聞いておこう。そのためには、早々にこの電話を切る必要がある。

「お兄ちゃん、聞いてる？」

「ああ、聞いてる聞いてる」

　もちろん、聞いてはいなかった。

「というわけだからさ」

「どういうわけさ！」

「親父と母かあさんによろしくな。じゃあ」

　電話口で文もん句くを言っている優子は無視して、空そら太たは電話を切ってポケットにしまった。

「いいの？　優子ちゃん」

　少し困こまった顔をした七なな海みが声をかけてきた。

「あいつは昔からダメな子だからな。転ぶのには慣なれてるし、ちゃんと起き上がる方法も何なに気げに知ってるから平気だよ」

「ふ〜ん、よくわかってるんだ」

「ま、妹だからね。それより、ほら」

　空そら太たは、元生徒会長と沙さ織おりがいる方に視し線せんを向けた。

「ちょっと、仁じんさんのこと聞いてくる」

「私たちも行くよ」

　七海とましろの足音が後ろからついてくる。

　元生徒会長の長身の背せ中なかに、空太は、

「あの」

　と声をかけた。

　ゆっくりと振ふり向いた元生徒会長と、沙織の視線が空太に注がれる。

「神かん田だ空太か……妙みようなところで会うな」

「妹が受験したんで、その結果を見に。まあ、結果はあれでしたけど」

「それは残念だったな」

　沙織の瞳ひとみには本当に残念そうな色が見て取れた。

「あ、いや、妹はあんまり勉強が得意な方じゃなくて、最初から難むずかしいのはわかってましたから」

「そうか」

「えっと、おふたりは？」

「私の弟が、来年音楽科に入学することになりそうだ」

「それはすごい」

　沙織につられて、空太は音楽科の合格者番号が張はられた掲けい示じ板ばんを見上げた。毎年のことだけど、掲示されている番号の少ないこと少ないこと。定員は十名だから、掲示されている番号も十個こだけだ。

　競きよう争そう率りつは普通科のはるか上をいき、例年十倍以上をたたき出す。多い年は二十倍になることだってあるのだ。

「おめでとうございます」

　後ろにいた七海が沙織にそう声をかける。

「ありがとう」

「はう……じゃなくて、姫宮先せん輩ぱいの弟さんとなると、しっかりしてそうですね」

「さあ、それはどうかな」

　沙織が曖あい昧まいに笑ったのが気になったけど、その話はそれ以上続けられなかった。後ろから、ましろが、

「空そら太た」

　と名前を呼びながら、肘ひじの辺りを掴つかんできた。

　目的を忘れるなと言っているようだ。ましろはましろで美み咲さきを心配しているのかもしれない。

「あの、生徒会長」

「俺おれは元生徒会長だ」

「あ、すいません。それで、仁じんさんなんですけど、今、どうしてます？」

「毎日、俺に迷めい惑わくをかけるのを楽しんでいるようだな」

　苦々しく元生徒会長が言い放つ。

「それは、ご愁しゆう傷しよう様さまです」

「神かん田だ君が早く三み鷹たかをさくら荘そうに連れて帰ってくれ」

　沙さ織おりはどこか不満そうだ。

「三鷹が居い座すわっているおかげで、私が総そう一いち郎ろう君のところに遊びにいけないじゃないか」

　沙織の言葉に、元生徒会長が戸と惑まどった様子で顔を赤くしている。弁べん解かいをしようとしているようだけど、言い訳は声になって外には出てこない。

「総一郎君、どうしたの？」

「そ、それは……」

「姫ひめ宮みや先せん輩ぱいが、元生徒会長の部屋にいけないと言ったせいだと思いますけど」

「それが、どう……」

　途と中ちゆうで気がついたのか、沙織が口を開けたり閉とじたりする。

「ち、違ちがうぞ。今のは変な意味じゃなくて、たとえば、手料理を振ふる舞まいにいきたいのに、三鷹がいるから……しかも、あいつ料理が異い常じように上う手まくて、それで私はだな……って、私はなにを言っているんだ？」

「えっと、ふたりがラブラブで、元生徒会長の部屋に居座っている仁さんが邪じや魔まをしているということはよくわかりました」

「その認にん識しきは違うぞ。……違うわけではないが、その、私が言いたいのは、美咲のことだ。もういい加か減げん、どうにかしてあげたいんだ」

　美咲の話になった途と端たん、沙織が眉まゆ根ねを寄よせて、困こん惑わくの表ひよう情じようを見せた。本当に美咲のことを心配しているのがわかる。

「美咲は、三鷹でないとダメだからな……」

　それは空太も同じ考えだった。たぶん、仁にしか受け止められない。上かみ井い草ぐさ美咲という人間は……。

「とにかくだ。神田が聞きたいことはそんなことじゃないだろ」

　ごほんとわざとらしく元生徒会長が咳せき払ばらいをする。

「三み鷹たかのことだったな。あいつなら、今、学校に来ているぞ」

「え？」

「受験の結果が出たから先生にその報ほう告こくだ」

　合ごう否ひに関しては、元生徒会長の面おも白しろくなさそうな顔を見てわかった。

「これで、あいつは四月から大阪だ」

　その事実が重く圧のし掛かかってくる。今まで通りの美み咲さきであれば、大阪なんて新しん幹かん線せんでたった三時間の距きよ離りだと笑い飛ばすことができただろうけど、仁じんとはクリスマスイブの夜以来、まともに話をしていないのだ。

　今の状じよう態たいで離はなれ離ばなれになったら、その先に明るい未来が待っているとは到とう底てい思えない。何が何でも、仁が大阪に行く前に、卒業式の前に、できれば一日でも早く、話をする機会を作らないとまずい。

「三月八日だ」

　突とつ然ぜん、元生徒会長はそんなことを言った。その日が何の日かは知っている。

　卒業式。

「あと二週間しかないのか」

　沙さ織おりが感かん慨がい深ぶかげに呟つぶやいた。

　それが合図だった。目の前の危き機きに気づいた体は一いつ瞬しゆんで緊きん張ちよう状じよう態たいになった。もう何かを待っている場合じゃない。そう思うと、心も熱くなっていく。体は走り出そうと疼うずいていた。

「青あお山やま」

「わかった。さくら荘に戻って、上かみ井い草ぐさ先せん輩ぱいを連れてくる」

　少し驚おどろいた空そら太たに、七なな海みが悪戯いたずらっぽく笑った。

「私もさくら荘にきて、もう半年だよ」

「頼たのんだ。俺、仁さん引き留とめておくから」

　頷うなずいた七海が校門の方へと駆かけ出していく。それを見み届とどけることなく、空太はましろを連れて職しよく員いん室しつへと急いだ。




　　　　２




　静せい寂じやくに包まれた廊ろう下かを走り、空太とましろは職員室の前にやってきた。ドアのガラスの部分から中を覗のぞき込こむと、進しん路ろ指し導どうの高たか津つ先生と話をしている仁の後ろ姿すがたが見えた。

「あんたら、職員室を覗き見ってどういう趣しゆ味みよ」

「うわっ」

　突然の声に体をびくつかせる。今のは千ち尋ひろの声だ。

「ああ、三鷹ね」

　空そら太たの後ろから背せ伸のびをした千ち尋ひろが覗のぞき込こんでくる。顔が近い。

「せ、先生」

「なあに、大人おとなの色いろ香かにでもやられた？」

「ケバい匂においがします」

　頭を軽くこつんと小こ突づかれた。

「あだっ。暴ぼう力りよく反はん対たい」

　構かまわずに千尋は職しよく員いん室しつのドアに手をかける。

　それから、独り言のように、

「クリスマスイブの夜、三み鷹たかにもそれなりの覚かく悟ごはあったみたいよ」

　ともらした。

「え？　なんことですか？」

　空太の質しつ問もんはドアを開ける音にかき消された。

「ポケットの中に、何があるか聞いてみるといいわ」

　疑ぎ問もんを上乗せして、千尋は職員室の奥おくへと消えてしまう。これでは追いかけて問いただすこともできない。

　仁じんの覚かく悟ごとはなんのことだろうか。それに、ポケットの中身とは……。さっぱりわからない。

　無意味だと思いながら頭を捻ひねり続けること五分、失礼しましたと挨あい拶さつを口にして、仁が廊ろう下かに出てきた。

　すぐさま駆かけ寄よって声をかける。

「仁さん」

　空太の声を背中で聞いた仁は、やれやれとでも言いたげに肩かたをすくめてからゆっくりと振ふり向いた。

「どうした、そんなおっかない顔して」

　場の空気をなごませるように、おどけた調子で言ってくる。

「ちょっと付き合ってもらえますか？」

　それでも、空太の表ひよう情じようは真しん剣けんそのものだった。

「禁きん断だんの愛だな」

「……」

「わかったよ。そう怖い顔するなって。煮にるなり焼くなり好きにしろ」




　空太は仁を連れて屋上に上がった。後ろでは、ましろがドアを閉しめている。

　今日は日差しがあたたかいせいか、空気はひんやりしていても、それほど寒さを厳きびしく感じることはなかった。ぽかぽかと太陽の熱がコートの上から伝わってくる。

　仁はフェンスに手をかけて、真下の昇しよう降こう口ぐちを眺めていた。その隣となりに立って、仁と同じようにしてみたけど、仁じんが何を考えているのかはわからない。横顔からも感かん情じようを窺うかがい知ることはできなかった。

　三年前に自分が受験した日のことでも思い出しているんだろうか。そのときは、美み咲さきも一いつ緒しよだったのだろうか。

「中学生ってのは若いね」

　女子はそうでもないけど、男子の中にはやけに幼おさない顔立ちの生徒が混まざっている。

「で、屋上に連れ出してなんだよ？　まさか、本当に愛の告白ってわけでもないだろ」

「美咲先せん輩ぱいのことですよ」

「だろうな」

「知ってますか？　美咲先輩、初はつ詣もうでのときに絵馬になんて書いたか」

「大方、俺おれの合ごう格かく祈き願がんでもしたんだろな」

　言い当てられても、空そら太たは少しも驚おどろかなかった。

「合格祈願のお守りも買ってきたのかね」

　独ひとり言のように仁が言う。

　それに、空太は静かに頷うなずいた。ほんとに仁は美咲のことをよくわかっている。

「あとはバレンタインのチョコもか」

「そうですよ」

　結局、美咲の想いが詰つまったお守りもチョコも、仁の手元には渡わたらなかった。

「んで、空太は何が言いたいんだ？」

「そこまで美咲先輩のことをわかっているなら、言わなくてもわかるでしょ！」

「……」

　仁は答えない。焦じれる空太をよそに、小さく吐と息いきをもらすと、フェンスに背せ中なかから寄よりかかった。

「あいつ、最近どうしてる？」

　その上、そんなことを聞いてきた。

「仁さん！」

「アニメを作ってるわ」

　黙だまって聞いていたましろがそう仁に伝えた。

「それでこそ美咲だよ。すぐ俺のことも忘わすれるだろ」

「本気で言ってるんですか？」

「冗じよう談だんだったら言ってもいいのか？」

　人を煙けむに巻まくような言動が空太を逆さかなでしてくる。冷静でいようと思う気持ちとは裏うら腹はらに、空太の感情は温度を上げていく一方だ。

　仁にはそれを楽しんでいるような素そ振ぶりがあり、それがまた空太を過か熱ねつさせた。

「いいわけないでしょ」

　押おし殺した声を出す。

「美み咲さき先せん輩ぱいとちゃんと話をしてください」

「話せって何をだよ」

「それは……」

「俺おれは大阪に行く。美咲とは付き合えない。それはあいつもわかってる。俺はあと何を言えばいいんだ？」

「……」

「だいたい、空そら太たは他人の世話を焼いている場合なのか？」

「タイトル審しん査さ会かいは二週間後ですから大だい丈じよう夫ぶです」

「なるほど、自分は上う手まく行ってるから、俺の面めん倒どうも見てくれるわけか。余よ裕ゆうのあるやつはいいねえ」

　挑ちよう発はつするように仁じんが空太に視し線せんをくれる。

「今の仁さんは仁さんらしくない！」

「なんだよ、俺らしさって」

「いつもかっこよくて、スマートになんでもこなして、大人おとなっぽくて、頼たよりになって、相談にも乗ってくれて、俺がへこんでたら真っ先に声かけてくれて、さくら荘そうのみんなのことだって常つねに気にかけていて、でも、そういうのを全然表には出さないで、ふざけたこと言ってごまかして……だから、誤ご解かいもされたりするけど、俺にとっては仁さんだって目標にしている人のひとりなんですよ！」

「だったら、それは空太の見る目がなかったんだろ。諦あきらめろ」

「諦められるわけがないでしょ！」

「自分の不安を、俺を使って解かい消しようしようとすんな！」

　空太の苛いら立だちに、仁の感かん情じようが反はん応のうした。目の中に鋭するどい光が宿っている。それは空太も同じだった。

「ああ、そうですよ！　仁さんにできないことが、俺にできるとは思えませんからね！」

　心のどこかで、ずっと仁に答えを求めていたことは自覚している。美咲の才さい能のうを前に、仁はどうするのか。どうやって乗り越こえてくれるのか。その姿すがたを見せてほしいと。そのことを仁に気づかれているという自覚が空太にはあった。

　だから、こうやって指し摘てきされても、それを恥はずかしいと感じることはない。今さらだ。それに、そうした打算とは関係なく、仁と美咲に上う手まく行ってほしいと心から願っている。その気持ちに嘘うそはないと声を大にして言う自信があった。

「仁さんの言う通りですよ。俺は仁さんに期待していた。でも、それだけじゃない。俺が諦められないのはそれだけじゃないんですよ！　なんで、この俺が、仁さんと美咲先輩のことで諦められるなんて思うんですか！　ふざけんな!!」

　空そら太たは感かん情じように任まかせて、仁じんの胸むな倉ぐらを力強く掴つかんでいた。後ろのフェンスに仁を押おし付ける。

「このまま大阪に行く気ですか？」

「だったらなんだ？」

　埒らちが明かない仁の態たい度どに、もう我が慢まんの限げん界かいだった。

「美み咲さき先せん輩ぱいを誰だれかに取られて、恋こい人びと同どう士しになって、自分じゃないやつのために笑うのを、仁さんは耐えられるんですか！」

「……」

「仁さんは、まだわかんないんですか？」

「何がだよ」

「俺おれは、仁さんの大好きな美咲先輩が、他の男のものになってもいいのかって言ってるんですよ！　わかってんのか!!」

「……っ!!」

　突とつ如じよ、仁の両手が伸びてきて、空太の手首を掴んだ。

「好き放題言ってくれてんじゃねえぞ！」

　ぐっと強い力が込こめられたと感じた瞬しゆん間かんには、もう空太は仁によって振ふり払はらわれていた。しかも、その際さい、仁の肘ひじが左の頬ほおを直ちよく撃げきした。

　頬の熱くて重たい痛いたみに、空太の体は反はん射しや的てきに動いていた。

　感情が頭の中心で弾はじけ、溜ため込んでいた怒いかりがマグマのように噴ふん火かする。

「だったら、俺にこんなこと言わせないでくださいよ！」

　喉のどの奥おくから雄叫おたけびを上げた空太は、力ちから任まかせに仁に殴なぐりかかっていた。右のストレートが顔面を捉とらえ、続いて左フックが肩かたに当たった。拳こぶしが痛い。

　仁の顔から眼鏡めがねが落ちて、床に転がる。

「いってぇ〜な」

　口の端はしが切れて血が出ている。

「ったくよ。なんでもスマートにこなして、大人おとなっぽくて、頼たよりになって、誰だよそれは！　勝手にお前のイメージを俺に押し付けんな！」

　苛いら立だちの感情を剥むき出しにした仁が、鋭するどく睨にらみ付けてくる。

　身み構がまえた空太に仁の拳が襲おそいかかってきた。長身を利用した上からの叩たたきつけるようなパンチ。空太は思わず後ろに下がる。

「俺だっていっぱいいっぱいだったんだよ！　大阪に行くって決めても、合ごう格かくするかもわかんねえのに！　美咲のことで全然集中できねえし！　それに、わかってんのか!?　俺が美咲に告白するってのはな、そんな簡かん単たんなことじゃねえんだよ！　この先もずっと一いつ緒しよにいるって覚かく悟ごが必要なんだ!!　ただ彼氏彼女になるとかそういう次元じゃねえんだよ!!」

「そんな覚かく悟ごとっくに決まってる仁じんさんが、今さらなに言ってんだ！」

　空そら太たは仁に対する怒いかりや、不器用な自分に対する苛いら立だちをばねにして突とつ進しんした。雄叫おたけびをあげながら、ただ仁を目がけて。

　でも、そこまでだった。再ふたたび振ふりかぶった空太は、なぜだか仁の背せ中なかを見ていた。次の瞬しゆん間かん、視し界かいの外から飛び込んできた仁の右足が、風を切る音と共に空太の横っ面を捉とらえる。まさかの後ろ回し蹴げりだ。

「あ」

　と、ましろが口を開けているのが、視界の隅すみに映うつった。

　痛いたいと感じるヒマもない。景色がぐらつく。空太は目を回した人間のように、制せい御ぎよ不ふ能のうになった体で、ふらふらと三歩ほど下がると、尻しり餅もちをつくように仰あお向むけに倒たおれた。

「空太！」

　ましろが名前を呼よんでいる。返事をしたつもりだけど、声にならない。見上げた空すらも歪ゆがんでいる。

　たいした運動はしていないのに、呼こ吸きゆうはすっかり乱みだれていた。その音が、少しずつ遠くから近づいてくる。

　すると、コンクリートの硬かたくてひんやりした感かん触しよくを、コートの上からでも背中に感じた。汗あせばんで熱くなっていたせいか、今はその冷たさが気持ちいい。

　深呼吸をしていると、ましろが頭の上に駆かけ寄よってきた。

「生きてる？」

「できれば、そっとしておいてくれるとありがたい」

　ましろの前で、なんという醜しゆう態たいを晒さらしているんだろうか。それでも、ましろは空太の顔をまじまじと覗のぞき込こんでくる。わずかに眉まゆが寄よっている。心配してくれているんだろうか。

「なあ、椎しい名な」

「なに」

「そこに立たれると、パンツが見える」

「見たらダメ」

　小声で言いながら、さっとスカートの裾すそをましろが両手で押おさえた。その拍ひよう子しに、持っていた漫まん画が本ぼんが手から零こぼれ落ちて、空太の頭部に降ふってきた。角が額ひたいを直ちよく撃げきする。

「ぐおおっ！」

　見た目は地味だけど、これはかなり痛い。じたばたと空太がのた打ち回る。

「堂々とスカートの中を覗のぞくとは、空太も成長したな」

　落ちた眼鏡を拾って仁がかけ直している。

「そもそも、仁さんが俺おれをノックアウトしたせいですよ！」

　口の中が切れているのか、しゃべるたびに血の味がする。

「ろくにケンカもしたことないやつが、絡からんでくるからだ」

「仁じんさんは、なんでそんなに慣なれてるんですか」

　普ふ通つう、ケンカで後ろ回し蹴げりはないだろう。

「顔がいいと、他にすることがないヒマな連中に言いがかりをつけられるんだよ」

「そういうこと言うから、絡まれるんですよ」

　今さらのように、殴なぐられた頬ほおが熱い。腫はれているのかもしれない。

「それに、美み咲さきをエロい目で見ている連中を、昔はよく撃げき退たいしてたからな」

「……そんなに好きならもういいじゃないですか」

「なにがだよ」

「仁さんが自分を許ゆるせなくても、俺おれが許しますよ。美咲先せん輩ぱいと付き合ってください」

　仁は力なく笑ったあとで、空太から二メートルほど離はなれた場所に、足を投げ出した格かつ好こうで座すわった。両手を後ろについて空を見ている。

「スイコーに入学したのは、ほんと正せい解かいだったな」

　そして、急にそんなことを言い出した。

「そういえば、仁さんと美咲先輩ってなんでスイコーを受けたんですか？」

　今日までそんな話をした日はなかった。

「美咲はさ。昔からあのまんまなんだよ」

　どこかやさしい声こわ音ねだった。

「集しゆう団だんの中での自分の立ち位置とか、他人との距きよ離りの取り方とか……普通はだいたい小学生のうちには、気づくもんだろ？　上う手まい立ち回り方ってやつをさ」

「そうですね」

　空太は空に向けて返事をした。仁の声だけが頭の上から聞こえてくる。変な感じはしたけど、嫌いやではなかった。

「でも、美咲は違ちがった。こわいもの知らずは物心がつく前から一いつ緒しよで、そのまま幼よう稚ち園えん、小学校、中学校って進んでいった」

「……」

「あのテンションでいつもこられると、普通しんどいんだよ。他人の領りよう域いきにも遠えん慮りよなくずかずかと入っていくからな。そういうのを、中学ではだいぶウザいって思われてて、美咲は全然自覚なかったみたいだけど、三年間ずっとクラスメイトからは、無む視しされたり、邪じや険けんに扱あつかわれたり、はぶられたりしてたんだ」

「……」

　言葉がなかった。美咲の中学時代の話を聞くのははじめてで、仁が言っているようなことを想そう像ぞうした日はなかったから。でも、言われてみれば納なつ得とくできるし、見ていなくても中学時代の美咲の境きよう遇ぐうをイメージすることはできた。

　程てい度どの違いこそあれ、そういう空気は、どこにでもある。集しゆん団だんの中にひとりの敵てきを作ることで、自分は大だい丈じよう夫ぶだと安あん易いな安心を求めてしまう時期が、誰だれにでもあるんじゃないだろうか。たぶん、空そら太たも無自覚にそうしたことに参加していたときがある。

　その敵が、仁じんの通っていた中学では美み咲さきだっただけのことだ。その事実は空太を息苦しくさせた。

「結局、美咲には中学三年間で友達って言えるような相手はできなかった」

「それが、どうしてスイコー入学の話になるんですか？」

「ましろちゃんじゃないけど、美咲も何かを作るってことに関しては、ガキの頃ころからずっと続けててさ。ましろちゃんと違ちがうのは、親とか環かん境きようとか関係がなかったってことだな。ただ、美咲のやりたいようにやらせるって方ほう針しんだった……。いい両親だと思うよ」

　でも、それが学校という空間では裏うら目めに出たのかもしれない。人と違うということは、集団の中ではどうしても浮うくし、目立つし、標的にされやすい。

「実家の部屋の壁かべを見たらびびるぞ。ガキの頃に描かいた絵で、びっしり埋うまってるからな。ま、それは俺おれの部屋もそうなんだけど」

「……」

「俺らの地元、めちゃくちゃ雪が降ふるんだよ。普ふ通つう、十歳さいくらいの子供が作るのっていったら、雪だるまとか、かまくらくらいのもんだろ？　なのに、あいつは家の前にリアルなクマの雪せつ像ぞうを作ってた。夜中に通行人がそれ見て悲鳴あげて、警けい察さつ沙ざ汰たになったこともあったな」

「期待通りの人ひと騒さわがせな人ですね」

「秋は、田んぼにミステリーサークル作ったりもしてたな」

「さすが宇う宙ちゆう人じん」

「学校のグラウンドにでっかい地上絵を描いて、新聞に載のったこともあったな」

「それ、スイコーでもやりましたよね」

　あれは、空太がまだ一年生の頃だ。さすがに新聞には載らなかったけど……。

「他にも、体たい育いく館かん裏うらに壁へき画がを描いて怒おこられたり、空き教室で天てん井じよう画がに挑ちよう戦せんしてたよ」

「やりたい放題ですね……」

「そう、無茶苦茶だ。だから、あいつはひとりだった。でも、そんなひとりぼっちの宇宙人のことを、中学の担たん任にんがずっと気に留とめていてくれたんだよ。頭真っ白で、『仙せん人にん』って呼よばれてたじいさんの先生でさ。殆ほとんどの教師がさじを投げる中で、あの人だけは、最後まで美咲と向き合ってくれてたと思う」

「……」

「スイコーは、その仙人が勧すすめてくれたんだ。『残念だが、上かみ井い草ぐさ。この小さな街には、宇宙人であるお前の仲間はいないようだ。だがな、この学校に行けば、地球に流れ着いたお前の仲間がいるやもしれん。この水すい明めい芸げい術じゆつ大だい学がく付ふ属ぞく高こう等とう学がつ校こうを受けてみないか？』ってさ」

「めちゃくちゃいい先生ですね」

「ほんとそう思うよ。あんなことを真顔で言えるんだからな。俺おれ、その話を聞いたときに、はじめて大人おとなを大人だと思った。俺もそうならないといけないと思った」

「そんなかっこいいこと言われたら忘わすれられませんよね」

「ああ。でも、忘れられないのはそれだけじゃない。美み咲さきさ……仙せん人にんのその話を、瞬まばたきもせずに黙だまって聞いてたんだよ。背せ筋すじ伸のばして、足を揃そろえて、何かに耐たえるように唇くちびるをぎゅっと結んでさ。そんときになってようやく気づいた。ああ、美咲もわかってたんだなって。周囲と自分の違ちがいを。ひとりぼっちだってわかってたんだって……」

　なら、美咲は友達を探さがすために、このスイコーを受験したということか。ちょっと意外だったけど、逆ぎやくにそれは実に美咲らしい理由だと空そら太たは感じた。

「仁じんさんは、どうして、スイコーを受けたんですか？」

「俺は……結局、美咲のことが心配だっただけだろうな。決めたときは、親元を離はなれて自立したいとか、芸大に興きよう味みがあるとか、そんな理由を色々と口にして、風ふう香かに激げつ昴こうされたけど……。そりゃそうだな。自分の本心もわからないで、美咲を選ぶようなこと口にしてんだから」

「……」

「でも、ほんとによかった。スイコーにきてよかったよ」

　そう思う理由は聞かなくてもわかる。美咲に友達ができたから。音楽科のはうはう。本人は違うと言いそうだけど、元生徒会長だってそうだろう。そして、さくら荘そうのみんな。特に、ましろの存そん在ざいは大きかったんじゃないだろうか。性せい格かくは全然違うけど、類たぐいまれな才能の持ち主という点で、ふたりはよく似にている。地球に流れ着いた宇う宙ちゆう人じんの仲間だ。

「空太に会えてよかったよ」

「え？　俺!?」

「ほんと、自分では気づいてないのな。美咲がスイコーに入学してから、一番長く接せつしているのは、間違いなく空太なんだぞ」

「俺は……別に、そんなたいしたことは」

「こんな風に、美咲のためにムキになってくれるやつがいることが、俺はたまらなくうれしいんだよ」

　空に向けて、穏おだやかに仁が微笑ほほえんでいる。美咲のことを想いながら……。

「気づいてないようだから、教えてやるけどさ」

「俺、ですか？」

「美咲や、ましろちゃん、それに龍りゆう之の介すけなんかと当たり前に付き合えている時点で、空太は十分何かを持っている人間なんだと思うぞ」

「持ってるって……俺は普ふ通つうにしているだけですよ」

「それが普通じゃないんだよ。個こ性せいの強い連中と付き合うのは、面めん倒どうだし、疲つかれるし、むかつくし、ウザいし……そういうのを飛び越こえて人と向き合えるのは、間ま違ちがいなくお前の長所だよ。その点は、俺おれが保ほ証しようしてやる」

　いつもの仁じんが相手なら、からかわれているんだと思っただろう。でも、今は本気なんだと伝わってくる。だからと言って、鵜う呑のみにはできないけど、そういう人間でありたいと空そら太たは思った。仁の言葉が正しかったと証明するためにも。

「仁さん」

「どうした、改まって」

「今、青あお山やまが美み咲さき先せん輩ぱいを呼よびにいってるんで、来たらちゃんと話をしてください」

「……あいつ、来るかな」

　仁が不思議なことを口にする。

「来るに決まってますよ。仁さんと話をしたがっていたのに、ずっと避さけられていたんですから」

「避けられていたねえ。空太、勘かん違ちがいしてるぞ」

「なにをですか？」

「この一ヵ月半くらい、避けられていたのは俺の方だ」

「は？」

「さくら荘そうを出て先に距きよ離りを置いたのは確たしかに俺だけど、そのあと、美咲には何度も電話したし、メールも打った。学校でだって話しかけようとしてたのに、あいつ逃にげるんだよ」

　渡わたしたいものがあるのにと、小声で仁がもらしている。

　すぐには納なつ得とくできなかったけど、前に美咲はなんと言っていただろうか。

　──仁に、なんて言って声をかければいいかわかんないよぉ……

　それから、

　──仁に、何を言われるのもこわいんだよぉ……

　と言って泣いていた。

　学校で見かけたときにも、ただ、美咲は仁を見ているだけで、チャンスがあっても物もの陰かげに隠かくれたままだった。

　ここ最近の美咲の様子を思い返してみると、確かに仁の言っている通りだ。

「でも、だとしても、美咲先輩は来ますよ」

「なんでそう思うんだ」

「青山が絶ぜつ対たいに連れてきます。だから……」

「わかったよ。そんときゃ、ちゃんと話をする」

「仁さん」

「ただし、空太の希望通りの結果になるとは限かぎらないぞ」

　そう言って立ち上がった仁は、両手をコートのポケットに突つっ込こんでいた。それで、千ち尋ひろから聞いた話を空そら太たは思い出した。

「ポケットの中に何が入っているんですか？」

「さては、千ち尋ひろちゃんから何か聞いたな？」

　勝手に納なつ得とくするだけで、仁じんは教えてくれない。ポケットの中で何かを握にぎっている。

　空太が追つい及きゆうしようとしたところで、屋上の扉とびらが重たい音を軋きしませながら開いた。

　先に顔を出したのは七なな海みだ。美み咲さきはその背せ中なかに隠かくれて俯うつむいている。

「神かん田だ君、なにかしたの？」

　小走りで駆かけ寄よってきた七海は戸と惑まどいの表ひよう情じようを浮うかべていた。

「なにかって？」

「下から先生が来るんだけど」

　慌あわてて一いつ旦たん校こう舎しやの中に戻もどり、階かい段だんの下を覗のぞき込こむ。足音が近い。すぐに踊おどり場まで駆け上がってきた四人の男だん性せい教きよう師しと目が合った。

「屋上でケンカをしているというのはさくら荘そうだったか！」

　先頭に立ったジャージ姿すがたの体育教師は、すでに怒いかりで顔が真っ赤だ。

「合ごう格かく発はつ表ぴようの日に、なんてことをしでかしてくれたんだ」

「その言い分はもっともですけど、こっちにも事じ情じようがあったんですよ！」

「知るか！」

　問答無用の教きよう師し陣じんから逃げ出した空太は、屋上のドアを外側から閉しめて、全体重で押おさえにかかった。屋上側からは鍵かぎをかけられないのだ。

「美咲先せん輩ぱい！　仁さん！」

　仕切り直しになると、このふたりはちゃんと話をするタイミングをなくしてしまうかもしれない。だから、今、このときにきちんと話をしておいてほしい。

　美咲は俯いたまま固まって、仁を見ることもできていない。

　屋上のドアが校舎内からどんどんと叩たたかれている。

「こら、神かん田だ！　開けんか！」

　この声は体育教師の声だ。野球部の顧こ問もんも務つとめる根っからの肉にく体たい派は。ドアが押し開けられそうになる。それを踏ふん張ばってなんとか押し返した。すかさず、七海が駆かけ寄よってきて一いつ緒しよにドアを押さえてくれたが、長くは持ちこたえられそうにない。

「椎しい名なも手伝え！」

「わかったわ」

　突つっ立っていたましろが歩いて近づいてくる。

「ダッシュでこいや！」

　小走りできたましろが、空太を背せ中なかから押してくる。

「それ、押してるのか、くすぐってるのか、もんでるのか、どれだ？」

　知ってはいたが、なんて非ひ力りきなんだろうか。

「どれがいい？」

「押おせ！」

　今はましろに構かまっている場合じゃない。

「仁じんさん、早く！」

　この間も、激はげしいノックと共に、教きよう師しの怒ど声せいが聞こえているのだ。美み咲さきはまだ俯うつむいたままだ。仁の顔も見られない。

「ったく、お節せつ介かいな後こう輩はいだな。なんだろうね、この恥はずかしいくらいに泥どろ臭くさい感じは」

　そこで仁は口元に笑みを浮うかべた。

「ま、たまにはこういうのもいいけどさ」

　美咲に向き直った仁が、ゆっくりと歩み寄よっていく。けど、三メートルという中ちゆう途と半はん端ぱな距きよ離りを残して、仁は立ち止まった。たぶん、仁を避さけようとする美咲を気き遣づかったのだ。

　屋上のほぼ中央で、仁と美咲は向かい合わせになっていた。

　まるで映えい画がのワンシーンだ。

「美咲」

「……仁」

　わずかに美咲が顔を上げる。

「俺おれ、大学受かった」

「……うん。おめでとう」

「四月からは大阪だ」

「うん……」

「だからさ、美咲」

「なに？」

「お前、俺には気を遣わずに、本当にやりたいことをやれよ」

「……っ！」

　驚おどろいた美咲がようやく仁の目を見た。

　美咲が本当にやりたいこととはなんだろうか。アニメがそうじゃないのか。空太には仁の言葉の意図がわからない。

「文化祭のとき、にゃぼろん作って面白かっただろ？」

「うん……」

「ましろちゃんの作画は刺し激げきになったろ？」

「うん。毎日、わくわくしてたよ。あたしもすごいことやっちゃおうって思ってた」

　自然と美咲の表ひよう情じようが笑顔に変わる。

「土ど壇たん場ばでお前がクオリティを上げたいって自分にリテイク出したのは、負けてられないって思ったからなんだろ？　まだまだこんなもんじゃないって思ったからなんだろ？　そんなのはじめてだっただろ？」

「ましろんだけじゃないよ。ドラゴンも、あたしの要求に全部応こたえてくれた。ううん、思い描えがいていた以上のものを、ましろんやドラゴンは作ってくれて、あたしは……すごく、今までで一番楽しかった……毎日が楽しくて仕方がなかったよぉ！」

「もっと、あのときのような楽しいもの作りをしたいんだろ？」

「うん、したい……」

「だったら、もうわかってるよな？　俺が脚きやく本ほんじゃダメだってことくらい」

「……」

　美み咲さきが曇くもった顔で俯うつむく。

「正直なやつだな」

　仁じんはからっと笑った。そんなことは、仁が一番よくわかっていたはずだ。

「ごめん。仁の脚本じゃダメなの……。ましろんやドラゴンみたいに、あたしはドキドキできないよ」

「お前、俺が脚本アップするたびに、少しがっかりした顔してたもんな」

「ごめん」

「謝あやまるのは俺の方だ。お前の才さい能のうを俺が閉とじ込こめてたんだからな」

「そんなことない！」

「四年だ」

「仁……」

「四年後には、実力で上かみ井い草ぐさ美咲から脚本家として指名されるくらい書けるようになって帰ってくる」

「……」

「だから、その……」

　仁がゆっくりと最後の三メートルを縮ちぢめた。そして、ポケットに入れていた手を出して、美咲の左手を両手でやさしく包み込む。少し美咲が驚おどろいたように目を見開いた。

　そのわけは、仁の手が離はなれたときにわかった。ドアに背せ中なかを向けて両足で踏ふん張ばっていた空そら太たの目に、きらっと光るものが飛び込んできたから。美咲の左手の薬指には、シルバーのリングが輝かがやいている。

「こ、これ、仁……」

「男おとこ除よけのお守りだ。いらなきゃ捨すてろ」

「あ……」

　美咲の感かん情じようは言葉になっていない。

「……もう絶ぜつ対たいに外さないもん」

　それでも、なんとか想いを絞しぼり出した美み咲さきは、大切な指を祈いのるように包み込こんだ。
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「ねえ、仁じん」

「なんだよ」

「四年は長いよ」

「知ってる」

「あたしは、我が慢まんできない」

「お前がわがままなのもわかってる」

「やっぱり、あたしは今がいいよ」

「だからさ、まずは話し合おうぜ。卒業まで二週間あるんだ」

「うん……わかったよ、仁」

　やっと美咲が笑った。その途と端たん、安心した空そら太たの全身から力が抜ぬけて、空太、ましろ、七なな海みの三人は、開いたドアに跳はね飛ばされるように地面に転がった。

　続けて、屋上に四人の教きよう師しが雪な崩だれ込んでくる。

「お前たち！　ちょっと職しよく員いん室しつまでこい！」

「ちょっとってことは、五分くらいで終わるんですか？」

　仁が揚あげ足を取って余よ計けいなことを言う。

「今日という今日はたっぷり絞しぼってやるから覚かく悟ごしておけ」

「だってさ、空そら太た」

「なんで俺おれだけに押おし付けようとしてるんですか！」

「いや、この流れ的に、普ふ通つうは気を遣つかうだろ」

「そうしたい気持ちが、今なくなりましたよ！」

「じゃあ、職しよく員いん室しつにれっつらごーだよ、こーはいくん！」

　どこからどう見ても、美み咲さきはこれから怒おこられるテンションではない。でも、これでこそ美咲だ。空太がよく知っている、さくら荘そうが世界に誇ほこる宇う宙ちゆう人じん。明るい笑顔を振ふり撒まいて、周囲に大きな元気と莫ばく大だいな苦労を配っていく。

「上かみ井い草ぐさ、お前はこなくていい」

　体たい育いく教きよう師しの表ひよう情じようが引きつっているのは、宇宙人に洗せん脳のうされるのを恐おそれているからだ。

「あたしもそろそろ先生たちに三年間の感かん謝しやを伝えようと思っていたんだも〜ん！」

「その気持ちだけで十分だ。だから、上井草はもう帰りなさい。三み鷹たかと神かん田だだけでいい。顔の傷きず、ケンカはお前たちだな」

「はいはい。わかりましたよ。ほら、さっさと行こうぜ」

　美咲の背せ中なかを押して歩き出した仁じんが、空太に目配せをしてきた。どこからどう見ても、悪だくみをしている顔だ。

「椎しい名な、行くぞ。青あお山やまも」

　ふたりを促うながして、空太は校こう舎しやの中に戻もどった。急に聞き分けのよくなった空太たちの背中を、四人の教師が不思議そうに見ている。仁から五歩くらい遅おくれて教師たちもついてきた。

　それだけ離はなれていれば十分だった。先に美咲を通して最後に校舎に戻った仁は、さわやかな笑みを浮うかべて教師たちを振り向くと、

「三年間お世話になりました」

　と殊しゆ勝しようなことを言いながら、何食わぬ顔でドアを閉しめて鍵かぎをかけた。

「こら、三鷹、開けんか！」

　どんどんと屋上側からドアが叩たたかれる。

「これで、よしと」

「い、いいのかな。あとで余よ計けいに怒おこられますよ」

　七なな海みが呆あきれたような困こまったような声を出す。

「いいんだよ。どうせ、怒られるのは空太だし」

「仁さんもですよ」

「俺、自由登校だし、明日は学校来ないから空太に任まかせるわ」

「あっ！　そこまで計算してたんすね！」

　そんな空太を無む視しして、仁はひとりで階かい段だんを下りていく。まだ後ろでは屋上のドアを教師たちが叩き、開けろ開けろと繰くり返している。

「ほら、帰ろうぜ」

　踊り場で立ち止まった仁じんが、空そら太た、ましろ、七なな海み、美み咲さきの四人を見上げてきた。

「帰るって……」

「さくら荘そうに決まってんだろ」

　そう言って、仁がわざとらしく笑ってみせた。再ふたたび歩き出した仁の背せ中なかを、すぐさま美咲が追いかける。一いつ旦たん顔を見合わせた、空太、ましろ、七海の三人も、跳はねるような足取りで、階かい段だんを駆かけ下りていった。




　学校を出た空太たちは、いつもの通学路をのんびりとしたペースで歩いていた。

　空太と仁の前を、美咲を中心にして、ましろ、七海が並ならんで談笑している。もらったばかりの指輪の話題で盛もり上がっているようだ。

　さっき空太も美咲から散々自じ慢まんをされた。『がぶりんちょべあ〜』という美咲お気に入りのキャラクターをあしらったシルバーのデザインリング。かわいい顔をした美咲にはよく似に合あっていたし、なによりものすごく喜んでいた。

「仁さんがさくら荘に帰ってこなかったのは、美咲先せん輩ぱいのためだったんですね」

「元生徒会長をからかうのが面おも白しろくて、病やみつきになってただけだよ」

　いかにも仁らしい言い訳わけだ。何割かは本当だろうけど、自分がさくら荘に帰ることで、美咲の居い場ば所しよがなくなってしまうことに、仁は気づいていたんだと思う。もし、仁が冬休み明けに戻もどってきていたら、美咲の方がさくら荘から出て行っていたのかもしれない。そんな気がした。

「俺おれ、色々勘かん違ちがいしてて……その、すいません」

「いいって別に。責せめられるだけの要よう素そはあっただろうしな」

「でも、いずれは美咲先輩と話をするつもりだったんですよね？」

　指輪まで用意していたのだ。仁なりに考えがあったのかもしれないのに、それを無理やりに、空太が今日にさせてしまった。

「さあ、どうだろうな」

　仁は曖あい昧まいに笑っただけで、本当のところは教えてくれなかった。空太はあえて追つい及きゆうしようとは思わなかった。目の前で美咲がうれしそうに笑っていて、それを仁がやさしい眼まな差ざしで見ているのなら、過か程ていなんかどうだっていい。

　卒業までの時間で、ふたりがどんな話し合いをして、どんな結けつ論ろんを出すのかはまだわからない。やっぱり、意見がぶつかって、ケンカになって、関係がこじれてしまう可か能のう性せいだって十分にある。だけど、それこそが、仁と美咲にとっては必要なことなんだと、今の空太には思うことができた。

　さくら荘に続く緩ゆるやかな坂道に差し掛かかると、急に切なさがこみ上げてきた。仁と美咲がこの道を帰るのは、たぶん、残り十回もないと思う。そういうことに気づくのは、どうしていつもそのときになってからなんだろうか。

　もっとふたりと話したいことがあったような気がする。もっとふたりと一いつ緒しよにやりたかったことがあったような気がする。

　俯うつむいていく気持ちに喝かつを入れるために、空そら太たは真っ直ぐ顔を上げた。残された時間が短いのなら、そのすべてを大切に過すごせばいい。仁じんや美み咲さきが見ている景色を、少しでも長く共有できるようにすればいい。終わる前から後こう悔かいしている場合じゃない。

「二ヵ月も空けると、さすがにちょっと懐なつかしいな」

　さくら荘そうの前に到とう着ちやくすると、仁は感かん慨がい深ぶかげにそうもらした。帰ってきたのはクリスマスイブ以来だから、その感想にも頷うなずける。

　美咲がただいまと声を張はって、さくら荘に駆かけ込こんでいく。空太もすっかり元気になった美咲を微笑ほほえましく思いながら、七なな海みとましろに続いて玄げん関かんの敷しき居いを跨またいだ。

　でも、一歩足を踏ふみ入れたところで、立ち止まった。前に、美咲、ましろ、七海の三人がつかえている。

「どうした？」

　後ろに立った仁から疑ぎ問もんの声が上がった。

　その答えを、空太は玄関に待ち構かまえるように立っていた千ち尋ひろに目で求めた。出たくない会議というやつは、意外と早くに終わったらしい。

　廊ろう下かには、部屋から出てきた龍りゆう之の介すけの姿すがたもあった。

「全員揃そろったならちょうどいいわ」

　そう言った千尋の表ひよう情じようは優すぐれない。

「あんたらに言わないといけないことがあるのよ。悪いけど、今すぐ、さくら荘会議を招しよう集しゆうするわ」

「なんすか、真ま面じ目めな顔しちゃって」

　場をなごますつもりで、空太は軽い調子で聞き返した。

　けど、千尋から返ってきた言葉は、そんな生なま温ぬるい空気を、一いつ瞬しゆんにして薙なぎ払はらっていくものだった。




　二月二十日。

　この日のさくら荘会議の議事録には、短く次のように記しるされている。

　──本日、水すい明めい芸げい術じゆつ大だい学がく付ふ属ぞく高こう等とう学がつ校こうの理事会が開かれ、今年度をもって、さくら荘を取り壊こわすことが決まった。書記・千せん石ごく千尋




　卒業式まで、あと十六日となった日のことだった……。







　あとがき




　ここ最近、原げん稿こうの打ち合わせ中に、担たん当とう編へん集しゆうの荒あら木きさんから、なぜか鼻で笑われるようになった鴨かも志し田だ一はじめです。

　失笑されながらではありますが、こうして無事に五巻かんをお届とどけすることができました。




　『さくら荘そうのペットな彼女』のシリーズは、そんな荒木さんと、イラストを担当してもらっている溝みぞ口ぐちケージさんのおかげで成り立っているわけですが、実じつ際さいのところ、作家と担当編集とイラストレーターがどんなバランスで仕事をしているのかは、案外知られていないのではないでしょうか。

　そんなわけで、今回はそんな話題をあとがきにしたいと思います。

　これは『さくら荘のペットな彼女』の場合ですが、打ち合わせのタイミングが揃そろったりすると、たまに三人でご飯を食べに行ったりします。そういう時、気がつくと終電ギリギリの時間になっていることが多いです。なぜだろう。

　一体、長々と何を話しているのかと言いますと、「隣となりの客はよく柿かき食う客だ」とか、「隣の竹たけ垣がきに竹立てかけたのは、竹立てたかったから竹立てかけたのです」とか、「今け朝さも朝食はトマトだった」とかで盛もり上がっているわけではなく、まあ、ここでは言ったらいけない話をしていることが殆ほとんどでしょうか。

　それ以外だと、「あんなことやりたいね〜」というようなことを語っているような、いないような……。本シリーズのことでもあれば、そうではないときも……色々です。

　あとは、鍋なべの具材を投入するためにやってきた店員さんを、無言のまま三人でじっと見守り、困こまらせているくらいでしょうか。プレッシャーになるので、やめましょうね。




　さて、次巻ですが、いよいよ卒業式に……と、その前に、短たん編ぺん集しゆうが出る予定です。物語の時じ系けい列れつ的てきには、四巻、五巻に関連したものが多くなっていますので、発売順となる五巻の次に読んでいただくのが一番よいかと思っています。もちろん、電撃文庫ＭＡＧＡＺＩＮＥに掲けい載さいされたものは、それぞれが掲載された時期だとさらによいのですが……。

　時期は秋を予定しています。




　先に名前をあげさせてもらったおふたりには、五巻でも色々とお世話になりました。また、今回はデザイナーのＴ様にも大変お手数をおかけしました。

　最後までお付き合いいただきました皆みな様さま方がたにも厚あつく御おん礼れい申し上げます。


鴨志田一









鴨かも志し田だ一はじめ

１９７８年４月11日誕生。神奈川県出身の左利き。写真は焼き立てのパンです。昨年12月の忘年会でホームベーカリーが当たりました。その際にも、担当編集さんに失笑されたような……。気にせずに、頭部の焼き色のついた部分をもりもりと食べたいと思います。ちなみに四巻近影の答えは犬でした。
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溝みぞ口ぐちケージ

部屋が暖かくなると空のペットボトルの中には音が鳴るものがあるのですが、その形状区別が付くようになりました。僕のこの少ないスキル欄が少し埋まった事を喜ぶべきなのか。








電撃文庫

さくら荘そうのペットな彼かの女じよ５






鴨かも志し田だ一はじめ






二〇十二年九月十日　配信





発行者　　塚田正晃

発行所　　株式会社アスキー・メディアワークス

　　　　　〒一〇二−八五八四　東京都千代田区富士見一−八−十九




(C)2011 HAJIME KAMOSHIDA／ASCII MEDIA WORKS










本書（電子版）に掲載されているコンテンツ（ソフトウェア／プログラム／データ／情報を含む）の著作権およびその他の権利は、すべて株式会社アスキー・メディアワークスおよび正当な権利を有する第三者に帰属しています。

法律の定めがある場合または権利者の明示的な承諾がある場合を除き、これらのコンテンツを複製・転載、改変・編集、翻案・翻訳、放送・出版、公衆送信（送信可能化を含む）・再配信、販売・頒布、貸与等に使用することはできません。








[image: ]




OEBPS/Images/embed0012_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0011.jpg





OEBPS/Images/embed0014.jpg





OEBPS/Images/embed0019_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0009.jpg





OEBPS/Images/embed0007.jpg





OEBPS/Images/embed0015_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0022_HD.jpg
epiysowey| awifeH
| H GH' I

BEE





OEBPS/Images/embed0005_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0013_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0006.jpg





OEBPS/Images/embed0016_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0002_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0008_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0004_HD.jpg
= N

' ! « ~1 - s < \:“ 2 f - - )’- > r






OEBPS/Images/embed0010_HD.jpg
—

_






OEBPS/Images/embed0017_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0001_HD.jpg
KPEHAZIEERE

| BRIOELET EULANE, L
FUBICREING — 10
UIA9—%B81ELTL\54
101S27E ks

N





OEBPS/nav.xhtml



Navigation




		目次


		第一章　空太争奪戦線異常のみ！


		第二章　年末年始はお祭り騒ぎ


		第三章　プレゼンという名の魔物


		第四章　彼女たちの戦い


		第五章　思い出にはまだ早い


		あとがき


		奥付









Guide



			Cover


    		本編


    		目次








OEBPS/Images/embed0020.jpg





OEBPS/Images/embed0003_HD.jpg
HDEZES| | 4P RSN i
DR £ 0K - £ omis D>
R 107 A R RIS L M Vi
WX~ N o on Dl kHH
BBEMBOD 63






OEBPS/Images/embed0021.gif
AT

BOOKYWALKER





OEBPS/Images/embed0018.jpg





OEBPS/Images/embed0000_HD.jpg





